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1浩革と概要

. 1. 泊革

当生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設爵法に基き，生

産に関する技術的諸問題の科学的総合研究と研究成果の実用化試験を行うこ

とを目的として同日附で千莱限千期市に設骰された．

設立当初は部門数15であつたが，昭和25年度に10部門を，同26年度に10部

門を増加して，現在35部門となつている．昭和26年3月までは第二工学部が

残つていた関係もあつて，研究所としての全面的な活動は，同年4月から始

つている．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような専門分野を担当している．なお将来の計画としては，資源関係・

経悩工学関係の部を増設する案を持つている．

初代所長は，当時第二工学部長であつた瀬藤象二が兼任し，昭和26年4月

1日からは，附重寛九郎が第2代所長に就任して，現在に及んでいる．

第］部（基 應）—-応川数学・応用光学・音籾工学· 固態材料学・

流体物理学・応用氾子浮・放射線工浮・材料カ

• 応用弾性学

第 2 部（機械• 船舶）ー一槻械力学・機構学・伝熱工学・熱原動機学・流

休機械学・化学機械学・ 切削工作学・ 非切削工

作学・精密加工学・溶接工学・ 板金及び船体梢

造学・ 船休連動学

第3部（電気・通信）ー一氾気回路学・ 霊力槻器学・慮力工学・電力制御

工学・ 冨子管工学・通信機器学・ 超短波工学

第4部（化洋・冶金）一一無機工業化学・ 工業霊気化学及工業光化学・有

機工業化学第一•有機工業化学第二•有機工業

化学第万・化学工学・ 無機工業分析学・有機工

業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金屈製錬工学・

金屈加工学・金属材料学

第 5 部（土木・建築）――—土質工学•土木構造学・交通路工学• 水工学・

測賊学・建築構造学・建築環境学・建築装備学・

建築生産学・建築配骰及機能学・※生産技術史

※将来ぱこれを含む適当な研究部を設けそこに移ナ予定である．
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研究所の位骰•敷地・建物•配置図

A. 位置

千葉県千葉市弥生町1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前，京成電車黒砂駅下車東北へ 300m

B. 敷地・建物・坪数・配置図

-x-ー＿ 分 主な施設叉は棟数 敷 地（坪） 1 建 坪 延 坪

中 央 講本義館室・購・堂食堂•等中央 28,260 1,043 1,370 

第 1 部 5 棟 4,500 883.5 1,471 

碕牙フ 2 部 8 棟 11,000 1,463 2,118 

第 3 部 ,1 棟 3,000 799 1,103 

第 4 部 ， 棟 9,000 1,178 2,038 

第 5 部 7 棟 6,000 1,188 1,862 

試作工場 1 棟 1,000 185.5 218 

宿 舎 1 2 棟 1,500 257 257 

学 生 寮 6 棟 2,760 571 1,111.5 

同上附屈陪 7 棟 1,380 310 324.5 

;;-C (!) 他 85,740 191 191 

I 154, 140 i s, 069 I 12, _o64 
他に構内には，軽金属住宅1柿及び軽韮不燃害庫1棟が存在するが，いず

れも研究上の試作物で諸条件を測定しているものである．

建物は，すべて木造平家又は―こ階建であつて，火災には特に注意を払つて

いるが，研究の性質上不燃性建築をもつことが望まれている．

合 計

C
 
各建物と主な用途

名 I構造I延坪数所属部 I
館 1木造 坪
二階建 584.2 

中央 1所長睾会誤室，事務室，図因睾医務室，
ヽ，自動電話機械室

堂木造 I 
平家建 I 286. 7/ 11 J講堂，写真室，微分解析椴室

P"• I 
早 ,, ! 1812! ,, ・i疫堂，厚生施設
1オ造 I

中央講義室 1三階建 I 383. 21 

建 物 主 な •用 途

•J 

・ス

講

食

” ！講義室
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東第1号館 -木二-階造建 513.6 第1部 教弾X線性務室室実験，，室応材料，用振物力動理学所実実験験員皇皇室，疲実図験書労室実研験究，会室室蹄、室光： 

// 2 // // 360.7 ” 応用物郎所員室，会戚室,'実験研究室

fl 3 fl 平木家造建 117.61 ” I放射線実験室，実験研究室

" 4 1t ” 
107.8 第4部 I冶金工場

11 5 11 I 木造
二階建

367.5 ，, 冶金所員室実験研究室

" 6 11 I ” 
365.6 
” 
冶金応プ実用験化学所員室，・実験研究室， アイソ
トー -至

f/ 7 // 
” 
154.9 
” 応用化学所員室，実験研究室

r1 8 rt ¥ . rr I 217.4¥ ” i事務室，図淋室，会議室，講義室

ff 9 II 
” 307.81 

I/ I応用化学所員室，実験研究室

I/ 10 // 
” 3901 ” 分析所員室，研究実験室

,1 11 ,1 I 木平家造建 58.8 I/ 実験研究室

I/ 12 // 
” 58.81 ” ” 

// 13 // 
” 
194.1 舘2部 I ” 

// 14 // 11 105.9 
” ” 

西第1号館 二木階造建 385.2 第3部 事務室，電気所員室，会議室，図困室，講
義室

// 2 " ” 
389.1 
” 弱電研究室，冥空管試作室，照明研究室

11 3 // I 木平家造建 200.4 
” 受霊所，高圧研究室

// 4 // 
” 
193.1 
” 電気機械研究室，工作室

11 5 11 I 木二階造砥 404.8 第5部 士木所員室，会誤室，図困室，講義室，研
究室

II 6 II 
” 
287.2 II 士測木簸講学義実室験！， 測最器具室，士質工学実験室，

" 7 " I 木平家造建 268.5 ” 
コンク 1)験ー室ト実験室，水工学実験室，士木
構造学実

11 s II I 木二階造建 404.8 ” 
建義築室所員室， 4淫務室，会議室図内皇講

II 9 II I 木二階造建 338.1 If 建築実験研究室

11 10 " I 平木家造建 I 123. 5J ” I建築材料実験室，構造実験室
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西第11号館 平木家造建 I 35. 3/第5部 I建築実験工作室

11 12 11 11 53.92 第1部 脳被及び振動研究室

北第1号館 木二階造建 382. 第2部 機械所員室，教務室，図淋室，実験研究室

,, 2 ,, 
” cl77. 31第1部 風洞実験室，謂義睾実験研究室

If 3 I/ 
” 228.4第2部 様械実験研究室

II 4 II 
” 
,oo, ,, I電子麟疇所員室，誼i疇頌箆

製図室

I木造 170. 5 試工 場作 試作工場， !Jf務室f/ 5 // 平家建

ff 6 " , ff 167. 6 第2部 籾密実験研究室

11 7 ,, 木造 287.2 f/ 船舶所員室，図内室，試作工場（木工場及

二階”建 び設計室）

'I 8 II 298.9 
” 船舶所員室，水楕実験室

ポンプ室 I贔贔 39.2 中央 所内水道給水源

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は，構内 2ヵ所におのおの178111, 133mのさく井を行い，ポアホール

・ポンプ (25庄モーター直結）により汲み上げ，全施設に自家給水している．

給水枇月平均 5001113で，停電時には限営水追に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と 400kWの契約をし，普通高圧 3,300Vの翡

圧線を引込み，これを 500kWの設備をもつ受霊所で受け，各プロックの変

圧器でそれぞれの用途により変圧送謡している・ 直流大電流の実験のために

200kWの霊動発電機を受虚所内に設閥中である (28年4月下句完成）．電力

消費祉は月平均 32.OOOkWH. 

ガスは，東京瓦斯株式会社と契約し，約4kmの専用管高圧輸送により，

構内に設けられたガスホール（容租500mりに受け入れ，これを構内諸施設

に低圧にして供給している．ガス消穀批は月平均約10,000m包

電話は， 千葉局に7回線加入している．私設交換機は自動式A型で， ,100 

回線の容址をもち， これに附属する手動中継台は局線20回線，内線300回線

の容拙がある．内線電話機総数 217台，通話数月平均市内 6,000回，市外

:100回程度である．
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2 研究活動の概観

］． 研究計画並びに方針

本邦における工学と工業とは，その発逹経路の関係上，必ずしも相互に密接

に迎絡されていたとはいいがたい． この欠陥に鑑み，当研究所は，生産に関

する技術的諸問題の科学的総合研究に重点をおくと共に，研究成果の実用化

試験を行うことによつて，工学と工業との直結をはかり，本邦工業生産技術

の水準を高めるばかりでなく，延いては枇界文化の進展に寄与しようとする

ものである． この意味において，当研究所は常に生産の現場と緊密な連絡を

保ち，生産技術の実態を知つて，その使命逹成に最も適切な研究計画を立て

る必要があることはいうまでもないが，他方，現場から寄せられる技術的諸

問題に対して，実際的な解決を図ることもまた直要な使命の一つである．

当所の研究員はそれぞれ自己の屈する専門分野の進歩発逹のために研究を

進めているが，研究所として具休的な問題を研究対象として採上げたり，適

当と認める外部からの研究委託を引受けたりすると，問題の性質によつて関

係の深いいくつかの専門分野の人々が，研究班を粗織し，強力に研究を推進

する．このような総合研究態勢は当研究所だけで行つていることではないが，

ほとんど工学全体にわたる専門分野を有する当研究所の特徴を生かすために

も，また研究所の使命逹成のためにも特に力を入れているのである．

各個研究ないし総合研究の成果がある程度まとまつた場合，さらに一歩前

進して，技術的に，経済的に，これが工業生産化の可能性を立証するために，

これを別個の研究組織に移して中間規模の試作ないし試験をも行つている．

産業界と直結して生きた研究問題を採上け，叉その成果を実際に役立つと

ころまでもつて行こうとしている当研究所の使命からいつて，外部からの委

託研究はきわめて重要視している．，しかしこのことが研究所の自主性を失わ

せたり，短期間に結果が得られる目先のことばかりに力を注がせるようにな

つてはならないことはいうまでもない今までの経験によると多くの受託研

究はこれを担当した研究者に対して直接に或は間接に研究上多くの利益を与

えている．

このように，当研究所が各個研究，総合研究ないし中間試験研究，‘受託研

究節を適宜，適時に行つてその目的に邁進できるのは，当研究所が工学のほ

とんどあらゆる分野を備え，各研究員が一致協力して，研究に当つているか

らであつて，これは当研究所の大きな特色である．

5 



当研究所ではこうした方針で研究業務を遂行しているが，これがための行

政組織としては，後章に記す通り，所内に，教授会，教授総会の外，所長の

諮問機関としての常務委員会を設け，また各種の専門委員会を設閥して事務

部を指導し，助言を与えている．

なお，その他に，当研究所が学内の諸桟関と協力したりその援助を得たり

するばかりでなく，実際の生産現場と提携し，生産技術の実態を把据して，

研究の使命を逹成しようとするために，次のような仕組を持つている．即ち，

本学内の各部局と当所との連絡を図るため，学内の当研究所と関述の深い学

部，研究所を代表する教授と，当所教授とから成る生産技術研究所商議会，

研究J::当所と特に関係の深い理工学研究所と協力体制を進めるための理工研

生研連絡会議，並びに学外有識者による生産技術研究所協議会が設慨されて

いる，この協議会は現在産業界や各庁研究機関の代表的技術者39名によつ

て組織され，会長には古河電気工業株式会社社長西村啓造氏が就任，年2回

の定例協議会の外，必要に応じ，臨時に専門部会をも開催して，当研究所と

産業界との述絡のために効果を挙げている．

2. 昭和 27年度の研究の現朕

A. 総合研究

1) 自勁制御理論体系の確立 班長教授詞橋安人

班員 ,, 沢井善三郎

助教授大島康次郎

所外 16名

過去2年来の継続研究で，その間に得た主な成果としては，たとえば熱交

換器のように常数分布の著しい系の解析に成功し，一方テープ・レコーグを

利用したアナログ回路で構成した実験装置によつて自動制御の最適調盤の条

件に関する実験的研究をも進めて，一般の多容祉プロセスの制御性を明かに

し，さらに進んで自動制御の見地からのプラント設計の基準を得るためのモ

デ lし実験装置の作製を行つている． （文部省科研総合研究費による）．

2) 自動車用）、ルク・コンバーターの研究

班長教授

班員 助教授
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平
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班員 助教授 J( 理 厚

” 「々岩健児
II 石 原智男

所外2名・

流体 l、ルクコンバーターの設計，試作並びにその性能試験を行い，設計の

基礎賓料を得た．又その結果から自動車に取付けた場合の性能解析を行い，

トルクコンバーター付自動車の設計の基礎資料を求めるための研究を行つて

しヽる．

3) 動力散粉機の研究

長

員

班

班
授

授

教

教

” 

兼重寛九郎

高楯安人

竹中規雄

助教授平尾 収

I/ 水町長生

II 桑井源禎

！！ 石原智男

外 l 名

粉材の微粒化及びホッパーよりの送り出し並びに調址に関する基礎的研究

を行い，散粉用の送風機並びにその駆動用の発動機の設計又は選定を行い，

実川的な高性能勁力散粉機の設計試作を行つた．叉特に使用発勁機に用いる

特殊な空気梢浄器を研究試作した．

4) 薬液注入法の研究

班長 教授沼田政／灰Ii

班員 教授丸安隆和

助教授今岡 稔

所外 l名

七メント注入の困難な場合における淵水止めに水ガラス・アルギン酸ソー

ダによる薬液注入法を研究し，既に種々工事に於て実戟を挙げてきたのであ

るが，引続き薬液改良の研究を進めている．

5) 不陳剤としてのレプリン酸ソーグの利用に関する研究

班長 教授兼重寛九郎
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班員 ” 
助教授

” 
” 

岡

橘

平尾

宗次郎

藤雄

収

武藤義

レプリン酸ソーグの各種物理化学的常数の測定，結晶水の定址，金属その

他に対する麿蝕性等を研究し，又自動車試験台により冷却液としての性能を

水と比較し，自動車用不諫剤として利用しようとする実用試験の基礎資料を

得た． ． 

6) 憐鉱石及び燐酸肥料中の燐の迅速分析

班長 教授 岡 宗次郎

班員 ” 菊池
助教授 武藤義

” 仁木栄次
燐鉱石及び燐酸肥料中の燐を直接滴定法，アルカリ摘定法，光電比色法，

電位差滴定法，遠心分離分析法などによつて迅速に定批する方法を研究し比

較検討の結果光電比色法によつて満足な成果の得られることを見出した・

7) 自記式ポーラログラフの試作研究

班長 教授 岡 宗次郎

班員 教授 高橋武雄

助教授 仁木栄次

” 武腺義
技官 籐森栄

直交軸の安定なペン記録式ボーラログラフ装閥の試作であな記録計とし

ては電子管式自動平衡記録計を用い，その電位差計部分と，加霊圧用電位差

計，電流測定のための椋準抵抗，ポーラログラフ電解槽とをプリッジ回路に

組み，中央に変換検流計をおく方式により，標準抵抗による iRの電圧を常

に記録しながら補償を行つているのが大きい特徴である． この自記式ポーラ

ログラフを用い，整光体の分析，肥料としての燐酸の分析，石油中の硫黄分

の分析，銅中の銅，錫の分析等を行つている．

8) アルミ＝ウム合金の溶接に関する研究

班長 助教授安藤良夫
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班員 教授沢井善三郎

助教授 加藤正夫

技官中村康治

厚肉アルミニウム合金材を自動溶接する研究であつて，大霞流•特殊脈流

を用いた電弧溶接法である． この溶接法におけるフラックス法とアルゴン法

との両者を検討し最善の霞弧溶接法を確定しようとしている．現在，合金学

的研究を行う外，船用軽合金材料に関して自動溶接装骰による組織的研究を

行つている．

9) 実在橋梁の耐力測定法に関する研究

班長 教授

班員 ff 

助教授

所外1名

橋梁の耐力をその振動測定によつて推定することについての理論的及び実

験的研究を行つにまた測定に必要な歪計の試作研究をも行つている．

岡本舜二：

池田 健

久保慶三郎

10) 応力測定技術の研究

授

授

教元

教

長

員
班

班

” 
助教授

山田嘉昭

，， 森 大吉郎

大和田 信

所外20名

応力測定技術を急速に向上させ，優秀な応力測定機器を試作実用化させる

目的で，広い分野にわたる多数の研究者の協力の下に，研究を行つている．

研究内容は，抵抗線歪計，容址型歪計，その他各種歪計，光弾底応力塗料，

振動測定，相似法等の各種多様であつて，それらの成果は，これまで適時発

表を行っている．

11) 構造物に対するアルミニウム及びその合金の活用

幹事 助教授加藤正夫

班員 11名（本文中に記載）

， 

竹中一郎

池田 健

岡本舜

大井光四郎



本研究は，アルミニウム利用研究委員会 (AURC) としての研究活動と

して行っている．即ち，合金研究班 (4部加藤助教授・中村技官），建築研究

班 (5 部星野教授• 坪井教授， 4部加藤助教授），船舶研究班(2部山県教授・

安藤助教授），橋梁研究班 (5 部福田教授•久保助教授），車両研研班 (I 部池
田教授• 山田助教授），溶接研究班 (2部安膵助教授， 3部沢井教授， 4部加

藤助教授），腐食・防食研究班 (4 部加藤助教授•浅原助教授・中村技官）等が

あつて，最近は， Al-Mg-Si系熱処理合金， Al-Mg系鋳物l生合金の研究，標

準仕様粛の一部原案作製，船外機艇の試作， リベットの研究，構造物の振動

疲労の研究，塗装の研究等についてそれぞれ研究を進めている．

12) 木材，繊維，紙節の電気的含湿址測定装慨の研究

班長 教授 星合正治

班員 助教授 斎藤成文

” 野村民也
所外 18 名

木材その他の吸湿性材料では，その品質向上のため，含有水分拙を測定，

規正する必要があるが，従来の絶乾重址法では，多大の労力，時間を必要と

ナる欠点があつた．電気的測定法は，含有水分並による試料の電気的特l生の

変化を検出，これから間接に結果を知るもので，簡易，迅速且つ水分分布も

求められるなど利点が多い．本委員会では，その実用普及化のため，霞気，

農学等の研究者，利用者，製造者がそれぞれの立場から研究を行つており，

ナでに実用化に移され，成果も挙つている．（文部省科学試験研究費による）．

1:3) 共振型材料疲労試験機の研究

班長 教授沢井善三郎

班員 助教授 大非光四郎

材料の疲労試験には多大の日時を要する不便がある．本研究は試験片また

は他の金属休をその固有振動数に近い周波数で振動させることにより，比較

的小さい入力で短時間に所要の振勁回数をえる共振型材料疲労試験機の試作

研究である．曲げ疲労試験機についてはすでにほとんど試作を完了し，ある

程度の実用試験にはいつている．引張圧縮疲労試験は目下試作中である．

14) 水道用鋳鉄管の破裂の原因並びにその対策

班長 教授福田武雄
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班員 助教授 久保殷三郎

技官，中村康治

水道月］贔級鋳鉄管は，最近，特に冬季に，各所において破裂し，その度こ"

とに多大の支孵と莫大な復l日1化とを要している． 最近破裂した横浜水道の

1,600mm管について調牲して見ると，これらの破裂は内圧によるものでは

なく鋳造時における残留歪に基因するらしいことがわかつに本研究は，こ

の原因を力学的及び冶金学的に探究し，その結果に甚き，破裂防止のための

補強法並びに適切なる製造法を確立しようとする． 目下，試作管につき研究

実施中である． （文部省科学試験研究骰による）．

15) 建築設計の地域性に関する研究

班長

班員

教授渡辺 要

助教授 勝田高司

外 7 名

わが国は面粕の割に経絆度も広範囲にわたつており気候風土の相違も大で

あるから地域性の考慮は殊に重要である．本年度は気候区分， 日照日射，暖

房，通風換気などについて検討している．冷房ディグリーデー（特に九州）

と北海道の建築気候区分を研究している．後者については気温と風速と

要素と考え，これに気温の低極値及び最低平均， 日射簿を考廊して北海道を

四つの建築気候区分に分け，防寒防露上から構造体の熱箕流率の値を提示す

る． （文部省科学試験研究骰による）．

B. 各個研究

1) 第1部

1・1微分解析機の試作 教授 山内恭彦

技官渡辺 勝

微分解析槻は常徴分方程式を槻械的に解く大型計罪機械である．従来わが

国では旧航研（現理工研）に試作されたものが 1台あるだけであるが，容批

や性能の点で十分とはいえない

そこで本研究所では，所内外の計罪の要求に応じて，試作1号機で得た経

験をもとに，より大型で性能のよい微分解析機を設慨することになり，応用

数学研究室を中心に，関係所員の協力のもとに，昭和25年度より設計を開始
した．以来研究を重ねて試作をすすめ，昭和28年度に，その一部が完成され蜘

た．以後引続き拡張の計画である．
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1・2 原子構造（「分子構造」に関する総合研究の一部）

助教授 末岡消市

分子構造研究の一環として，より基本的な原子の構造，更にその応用とし

て原子核の殻構造模型によるエルネギー準位，及びその電磁気的性質の研究

を目的とする．特に核構造に関して，その方法としては Racahの理論に従

ぃ， j―j結合方式によつてまず C.f. p. を作成し，必要な W—函数を求め，第

一段階として核磁気能率及び四重極能率の計罪を行つた．叉，原子及び原子

核構造の分光学的研究に必要なW函数表の作成を企画し，近く完成する見込

である．

1・3 千渉蒋膜の色彩論的研究 教授 久保田 広

技官 小源輝次

光の波長程度に菊い膜の膜厚測定には千渉色特に鋭敏色を利すると 1/200 

波長程度の精度で測定できる． この精度は他の方法よりまさるとも劣らない

ものである． しかし鋭敏色を示す膜厚は垂直入射の場合ガラスの上の膜では

1/4波長の盤数倍に限られる．任意の厚さに対して鋭敏色にするため斜入角

を用い叉金属面の反射の際の位相変化を利用することを考え，金属上の蒋膜

の千渉色及び鋭敏色について理論的に叉実験的に調べている．

1-4 干渉菊膜の実用化に関する研究 教授 久保田 広

多附干渉菊膜はフィルター効果が顕著である． しかもこれもこのフィルタ

ー効果は各府の膜の屈折率と駆さの組合せ方でほとんど自由に変えられる．

こ;ltは染判綿によるフィルターではできない点である．可視波長だけ透し赤

外線を cutする色のない熱線防止フィルター，叉テレピジョンで用いられ

る波長巾が広くしかも cut のよい 3色分解フィルター節の製作を調べてい

る．

1・5 直記式インクライター 教授 糸川英夫

振動記録を直記する方法は古くから行われていたが，手軽に取扱え，かつ

操作も簡単な装骰が要求され，その一部を満足するものとして，生研式イン

クライター（振勁記録範囲 0-50cps) が完成され，脳波，心電図，地震計

等に利用されている．これらはいずれもインク直記式で，インクライター

のマグネット［まNKS鋼を使用し型式はムービングコイル，グイナミック型

を採用している．更に 50cps以上の記録方法については各種の改良がなさ
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れ，検討が加えられている．

1・6 真空管の超低周波雑音の測定 教授 糸川英夫

虞空管内部からの発生雑音については 100cps以上の増巾器については多

くの研究が行われているが， 0~30 cpsのような超低周波帯で数 /1.vの電
圧を増巾する増巾器にあつては其空管の超低周波離音が梱めて大きな問題と

なる．生研式lI型インクライターにより6C6,6SJ7, 6SL7, について下記の
測定を行つた．

(1)超低周波帯での雑音露圧. (2)最大雑音の出現の頻度. (3)超低周波楷で出

る雑音の波形．

1•7 直記式電気検層機 教授 糸川英夫

地下資源を探鉱するのに，地層内の電気抵抗及び霊位の変化を記録し，こ

れより資源の深さ方向を知るもので，地中に掘り下けた井戸に電柩を下降し

ながら，電気抵抗及び電位の変化を同時にインクで直記させる．従来の霞磁

オッシログラフのように現像節の時間を要することなく，簡単かつ脈価に測

定できる．

1ヽ8 ヴァイオリンの製作に関する研究 教授 糸川英夫

ヴァイオリンの製作は，今なお伝統を踏襲した職人の勘で作られている．

これの音曹学的特性は最近諸国で測定され始めたが，設計資料を得るための

ものはない．叉名器の特性もまだ判叩しない．本研究は良器を製作するため

・の研究で音曹特性，周波数特性，音質，過渡特性，効率，指向性に分けて，

種々のヴァイオリンについて測定した．その結果はヴァイオリンの設計の資

料にするものである．

1・9 ヴァイオリンの弓に関する破究 教授 糸川英夫

弓に関しては科学的な設計資料が皆無であり，又その絃をこする勁作状態

も判明していない．本研究はこれらの動作状態を究明するために各種の弓の

力学的構成を調べ更に摩擦による絃の振動の問題を根本的に解明し異なつた

磨擦方法と絃の振動及び音色との関係を求めようとナるものである．

1・10 平面板における超音波の透過 助教授 鳥飼安生

固体中の音速測定法の一つに，試料廻転法というのがあるが，これは平面
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板試料における超音波の透過率を入射角の函数として求め，その変化の模様

から音速を求めるのである． この研究ではその方法について，理論的に検討

を加え，理論曲線と実験とを比較し，音速測定についての正しい理論と方法

とを支え，叉各種試料について音速測定を行っている．

1・11 固休の振動弾性の測定 助教授 鳥飼安生

ワイヤロープを形づくる針金その他の板状，棒状の金属試料につき，その

振動弾性を露磁的振動の方法で測定し，特に試料の弾性的性質の非直線性，

試料の形状や材質の不均一節の振動特性に及ぼす影榔を理論的，実験的に調

ベ，叉各種試将につき弾性率及びその温度変化等を求めている．

1・12 チタン酸バリウム音曹機器の研究 助教授 鳥飼安生

チタン酸バリウムの超音波用音源及び受音器としての実用化をはかる特

にこの材質の水に弱いこと， remanent polarizationが時間と共に弱くな

ること等の欠点につき解決をはかる．

1・13 超音波の映像に関する研究 助教授 鳥飼安生

シュリーレン法及び位相差法による超音波の映像，超音波のフレネル映像

及び重腔超音波の映像に関する理論的，実験的研究を行い，その応用として，

超音波場の解析，固休中・液体中の音速の測定，超音波ストロボスコープ等

の研究を進めている．

1・14 結晶格子欠陥と塑性変形の研究 教授 谷 安正

朔性変形の問題は応用物理学的に見て現在重要な課題である．本研究では

朔性変形を受けた金属の物理学的性質（電気抵抗，比熱）及び変形の恢復期

間の物理的性質の変化より朔性変形における結晶格子欠陥（転位）の振舞い

を研究している．本年度においては亜酸化銅処理における転位の発生のもつ

役割り，銅における短距離規則｝各子の脆度に及ぼす剖性変形の影曹，マイク

ロクリープにおける転位の振舞い，アルカ））入ライドの感光に対する朔性変

形の影密を明かにした．

I・J:i CdS光霊常七ルに関する研究 助教授 江口雅彦

CdS光霊導セルの製作並びにその特性に関する研究を行つている．
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1・16 音辿に近い気流の実験!'.内研究 教授 玉木 夫

中iこ秤よりはやt、領域とおそい領域とが共行する場合の流れの

性質については，現在なお不川］な点が多い．そこで本年度新たに設閥した沿i

速風洞および衝撃波竹安Jljいて，背速に近い気流中におかれた粟型，楕円柱

のまわりの密度，圧力，速度などの分布を干渉計を用いて測定し，衝撃波の

発生状況，境界層と衝撃波との千渉などの現象をしらべている．

1・17 衡撃波管に関する研究 教授 玉木 夫

衡撃波管によつて作つた平而衡撃被のうしろの気流は高速風洞の代りに用

いられ，特に音速に近い気流の研究に適しているが， ー•様流の継続時間が短

いため，流速の測定，写真振影などに特別な技術を要する．本年度において，

電子管計数回蹄を）lJいた波速計，瞬間写真撮影時刻記録装置を備えた衡撃波

管を作つたので， これらの装置の性能を向上させると共に，音速に近い気流

か柱休に当る場合の流れの模様を研究している．

1・18 X線分光計による迅速分析 教授 一色貞文

2種以上の結晶甘物質の混合比をX線回折法によつて定址的に測定するた

め， GM計数管を）lJいてX線の回折強度を測定する分光計を試作し，回折強

度に関係する諸因子（構造囚子，頻度因子，ロレンツ因子，吸収因子等）から

計罪した理論値と実験値との比較検討を行つて，迅速分析法としての実用化

をはかる．

1・19 r線による透過検征 教授 一色貞文

放射性同位元素 Cosoが放射するr線はX線よりも逝かに透過能力が大き
いので，このr線を利/TJして金属鋳鍛品や溶接部分などの欠陥検査をした
り，構造物や構築物の内部検査をするのが目的である．諸元素によるr線の
吸収係数と散乱係数を実測し，散乱に基く透過像の不鮮明化を極力防止して，

コントラスを上げるための諸条件を求め，非破攻検壺法としての適当な装置

を考案し，適用範囲を決定するための研究をしている．

1・20 直視式質址分析計の研究 助教授 富永五郎

教授熊谷寛夫

質批分析計は近年化学定批分析に用いられるようになつたが，従来の型は

出カメーターの測定点より質批スペクトル曲線を描くために， 1回の測定に
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数分～十数分を要する． この曲線をプラウン管上に直接描かせて，測定を瞬

時に終らせ， したがつて時間的な急激な変化の測定をも可能にすることを目

的として研究進行中である．

1・21 化学定祉分析用質拙方析計の試作 助教授 廊永 ii. 郎

教授熊谷寛夫

イオン軌道半径 15cm,90° 型の質祉分析計を試作中．収差をのぞいて第

2次収倣までとり，迷磁場の影曹を正確な計罪によつて補正して，分解能を

従来の型に比べ少くとも 2倍以上向上させることになつている．

1・22 水素ガスを用いた質抽分析計型洩り探し器の試作

助教授 富永冗郎

襄空装閥の外からふきつけたガス（プローベガス）の柩徴並を検出するこ

とによつて洩り探しを行う方法の一つで，従来の洩り探し器に比べて1000倍

以上の高感度がえられる．プローベガスにはヘリウムが最適であるが，わが

国では入手困難のため，水素を代用する． したがつてこのために生ずる独自

の問題（例えば水素ガスのバツクグラウンド， 7kの吸滸節）をも同時に解決

する．

1 ・ 2~ 貞空洩り探し法におけるプローベ法の理論的及び実験的研究

助教投 富永冗郎

真空装岡が工業化し，大型化するに伴い洩り探し法は従来の勘にたよる方

法から脱却する必要が生ずる．プローベ法では特に条件を最適に幣えないと

感度がただちに数十分の一に低下することはまぬかれない． これを理論的に

解析し，上記質批分析計型洩り探し器あるいは差動ピラニゲージを用いて実

験的に確める．なお，進んで新しい浪り探し法の確立も行う．

1・24 金属固休表而の吸殖吸蔵の研究 助教授 宜永五郎

工業J廿真空装置の器壁のガス放出の問題を解決することを動槻として，吸

吸歳の物理的化学的機構を解明することを目的とする．小川助教授の表

面遁位測定法と質祉分析計と共同で行っている．

1・25 振動容批型遁位計の研究 助教授 小川 雄

振勁容批霞位計は触媒表面の気体吸沼朕の表叫i甚位解析，ラジオ・アイソ

トープ節の放射能による軍隣電流の租罪等，微少直流霊圧，慮流の近代的な
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測定装附として最近多くの分野に応）!jされる機述に見るか，その構造，回路

方式怖になお改良の余地が少くないこの点に鑑入本研究においては，

(a)振動容批変換器の'「E極配附まには国梱面の汚染に基く系統誤差の理論

的，実験的研究

(b)位相賂流一直流負韻遥方式による直読回路の研究， とくに基準交番電

圧と信号電圧の間の位相差の安定化の研究

的を行い，その性能向上を期するとともに，この結果を応用して使用簡使な

B線枇測定器を試作し，ラジオ fツトープの.T業的応用に寄与しようと

するもので丸る．

1・26 気休吸滸膜の表面電位解析 助教授 小川岩雄

固体表面上の気休吸殖膜が示す特有の表面電位（約 lV程度）を，振動容賊

法により測定し，吸焙機構ならびに吸箔膜の諸性質，吸殖力の本性師につい

て新しい角度よりする知見を得ようとする研究であつて，当面の主題として

は

(a)ペラジウム，ニッケルその他の触媒活性金属の蒸慾面に酸素，水素を

交互に接触せしめるときに見られる表面電位の交代変化の測定ならび

にその機構の解叫とくにこの変化に伴う触媒反応の検出．

(b)表面電位を指椋址とする化浮吸滸膜原子の表面拡散現象の研究

(c)陽イオン衝撃その他処理に伴う表面状態の変化，とくに脱ガス過程の

研究

等が採上げられ，触媒機構の究明，其空技術等への応用を企図している．

1・27 Alexander型高速度油拡散其空ポンプの試作

ならびにその作動槻描の研究 助教授 小 JII岩雄

最近真空冶金，諌結乾燥締の許工業分野およびサイクロトロン，ベータトロ

ン節の物理機器の研究にさいして背圧特性が良好で且つ排気速度の大きい油

拡散輿空ポンプの出現が強く要望されているが，かかるポンプはさきにAlex-

antlerが自ら提唱する排気機構の理論に基き水銀拡散ポンプについて試みた

下向き Jet描造および円錘而冷却壁の採用によつて実現し得るとの構想のも

とに，実験用 6吋拡散永ンプを試作し，その諸特性を測定して作働機構を解

明しようとするものであつて，すでに予備的測定の結果， Ho係数44%(最

贔値），限界背圧4.2 X 10-1mrnHgというすぐれた性能があらわれている．
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1・28 電子顕微鏡の研究 教授谷 安正

文部省科学研究の全国的総合研究として（班長谷安正以下13名）

微鏡の改善とその性能の高度化を目的として研究をつづけている．

1・29 容批型歪計の試作研究 教授 池田 健

従来実用的な容批型歪計は諸外国でも余りその例を見ないが，本研究の結

果によりピックアップとして軽批で取扱い容易なものが得られた．楳点距離

2-lOmm程度でいずれも精度及び感度は実用上満足すべき範図にある． こ

の歪計は動的応力の測定には適さないが，静的応力の測定には極めて便利で，

ピックアップ及び電気回路に対する温度の影曹は比較的少ない．更にその性

能向上と製作法について研究中である．

1・30 後退奨の強度計罪法 教授池田 健

最近航空機の高速化に伴い後退奨の強度解析はますます重要な問題となつ

ているが，理論的には未解決の点が多い． この問題の処理には従来の単純曲

げ，または単純捩り理論では不十分で奨断面の変形と反歪を考慮に入れた理

論の展開が必要であるとの見地に基いて，筆者が過去において研究した捩り

理論を更に発展せしめることによりこの問題の理論的解析をなすと共に模型

実験によりその理論を確めようとしている．

1・31 構造物の振動に関する研究 助教授 森 大吉郎

矩形の枠の固有振動を取扱い，枠面に垂直方向のと面内方向との2種郡iの

固有振動を解析し，振勁型を論じ固有振動数を求め，叉実験との対比を行つ

た．一方車休等の軽構造物の振動試験に適した起振器及び測定器の試作研究

を行っている．

1・32 金属菊板の成型性と試験法 助教授 山田 昭

金属菊板の成型l生試険法の種類は多いが，相互の関述および優劣節が明か

でないそこで簡単な試験によつて成型l生を総合的に判定する方法を確立す

る目的で，各種の成型加工および試験法を理論的に解析し，特別な菊板試験

機を試作して実験を行つた．中でも液圧試験法に成功し，この試験法のすぐ

れた性能を明かにすることができた．また引胴試験結児と成型性の関係につ

いて研究し，引張試験結果から成型性の指椋が得られることがわかつた． 目

下工場用菊板試験機を設計中である．
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1・33 峨性歪及び塑性加工における応力の測定

助教授 山田嘉昭

大さな刑性歪と各種吼性加工における力の変動の測定法，応カー歪線図の

自記装骰について研究している．現在までに格子焼付法，抵抗線歪計による

応力の測定（棒の応力及びプレス作業のポンチカの測定等）を実施した．

1・34 円筒殻の応力計邸法に関する研究 教授 岡本舜三

円筒部分殻が周辺に外力をうける場合の応力計罪に関するフインステルワ

ルグーの近似解に必要な数表を作製した．

1・35 共振型引張圧縮疲労試験槻の試作

助教授大井光四郎（沢井教授と共同）

板ばねを電磁的に振勁させて，それを利用して試験片に引張圧縮の応力を

与える形式の疲労試験機を試作する．本型式の特徴は繰返し速度を高め得る

ことと，高温材料の疲労試験槻に適当であること，応力波形左正弦波に限ら

ず高調波を含むものになし得ること的である．従来の引張圧縮の試験機は試

験片の掴みがねじになつているので七ットしたときに相当な曲げ応力が生じ

易い，本試験機の設計に際してはこの点を十分に考慮した．

1・36 抵抗線歪計に関する研究（「応力測定技術の向上研究」）

の総合研究の一部） 助教授 大井光四郎

抵抗親歪計による応力測定法は糖度も良く，用途が広いので著しく普及し

て来ている． ことに動的な応力の測定に使利である．本年度は圧延機のスタ

ンゲンの圧縮応力，自動車の板ばねの曲げ応力，シヤルピー引張の餌撃応力

等をそれぞれに適当な増幅器を組んで測定した．自動車の板ばねの応力測定

に際して歪計のピックアップの疲労限という問題が発生した．簡撃応力の測

定は未だ不十分なので研究を統けている．

1・37 索の弾性力学的特性 助教授 大，和田 信

索（ワイヤーロープ，電らん等）は，主として経験によつて製作され，特

性上不明の点が甚だ多い．本研究は理論的解析と実験的方法により，線径，

線数，ピッチ，材斜，撚り方が索の可挑性，強度，磨擦，捩回性質その他に及ぼ

す関係を明かにし，索製作の指針を得るを目的とする．索の側線と心線の間に

生ずる圧接力を考應した解析と実験により，索の特l生がかなり明かになつた．

1・38 ジュラルミン肺の研究 教授 糸川英夫
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今までわが国には人工肺が無かつたが，最近米国製鉄の肺が数台寄附され

ている． しかしこれを購入することは価格の点でむつかしいので国産で安価

な人工肺を作り普及させるのが本研究の目的である． このため米国特許とは

異つた方式で呼吸運動を行わせる．即ち遠心ポンプで本休内部の空気を排気

しながら，弁によつて圧力を脈動させることによつて息者に呼吸を行ゎせる．

又本体も取扱を便にするために，ジュラルミンで作り，更に附随する実用J::

の問題を解決する．

1・39 医学における指示装置の研究 教授 糸川英夫

最近の医学においては生体現象の諸弛を指示する装闘が要求されている．

呼吸波曲線，指尖血液址変化についてはベンチュリー管，熱線節を利用しI直

記式インクライターにより波型を記録させる．又脳皮の波形の変化を幣域フ

ィルクー曲線を用いて麻l郭深度を総合的に定批化指示できるようにする．

1-40 鯨族標識鋸の改良 教授 平田森--:::

昭和24年以来，わが国においても近海における鯨族の発育，回溜状況調杏

のため椋識鋸を溺泳中の鯨に撃ち込む試験が行われている．椋識鋸のために

鯨が傷められないように鯨皮直下に停止することと，命中率がよくなけれは

ならぬという互に相反する条件を満足するため，棚識鋸の構造を改良するた

め鋸の弾道，鯨皮に対する買入抵抗と鋸頭部の形状の関係節に関する実験を

行つている．

2) 第2部

2・1 紡鎖機械の力学的題問の研究 助教授 J( 理

紡絞機械を機械力学的な見地から検討してその性能向上をはかるため，主

としてスピンドル，ポットなどの力学的性質の解析，振動特l生のよいテープ

駆動式スピンドルの試作研究，空気タービン空気軸受使用のスピンドル及び

ボットの試作ならびにその特l生の研究，動力消役の少いポット駆動法の研究

などを行っている・

2・2 電話機ダイヤルの調速機庫庸の回転に関する研究

教授 小川正

瑶話機グイヤルは選ばれた数字に応ずる数のペルスを，交換機リレーに送

り出す役目を持つものであるが，そのペルスの正確さを決定するのはグイヤ

ルの機械的箭度である．その精度を最も良く代表する調速機軸の回転状況を
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オ・ノシログラフによつて撮影し，この写真に現われる1回転毎の波形により

グイヤ'"の槻能の良否を判定するのである．なおこの波形は，グイヤルから

発生する振動や騒音とも密接な関係にある．

2・3 自動車の振勁緩和の研究 教授 高橋安人

助教授平尾 収

II . .U理厚

自動車の振動，乗り心地を改善するために板ばね，吸振器，発動機懸架法

クイヤの性能節が自動車の振動特性にいかなる役割りを有するかを明かにす

るために，自動車試験台，自記加速度計等を使用して基礎的な実験並びに研

究を行い，自動車の振勁緩和，乗り心地の改良をはかる．

2・4 自動車性能試験用の変位徴分型速度計及び分類記録装置の試作

助教授平尾 収

自動車の加速性能及び楕行，プレーキ等の性能を研究するために特殊な徴

分機構を用いた高性能の自記速度計を試作した．叉自動車の走行距離，速度，

ばねのたわみの頻度の分類記録，燃料梢費率の自記，プレーキ操作の解析節

の目的に使用し得る 6エレメントの非常に良好な分解能を有する分類記録装

骰の試作を行った．

2・5 非線型振動の研究 助教授且理 厚

機械振動系において非線型復原力および非線型減衰力の作用する場合の理

論ならびに実験による解析を行うため，空気ばねや重ね板ばねを用いた振動

系の特性，‘工作様械のビビリ振動および回転庫庸系の自励的なふれ回りなどの

特性に関して理論的及び実験的解析を行い，これに関連して糸の張力が時間

的に変化する振動系の研究を行つている．

2-6 吸振ならびに防振の研究 助教授 直理 駆

工場におこる振動題問の対策として，吸振器及び防振法の理論ならびに実

験的解析を行つている． このため工場における振勁問題の調査分析のほか各

種の吸振器とかシヨックアプソーバなどの特I生の比較とかその設計理論の解

析を行っている．

2•7 ばねの設計および理論の研究 助教授 宜理 厚

重ね板ばねやコイルばねの従来扱われている静的特性に対し，板間摩擦，
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大きな変形，つる巻き角および有限巻数などの影癌を解析し，更にその動的

特性を解析してばねの動的な設計資料を求めている．特に自動車の振動特性

によい影聾を与える 3枚重ね板ばねの試作研究を行つている．

2・8 ひげぜんまいの非直線性に関する研究助教授 大島康次郎

テンプ時計の指示差の原因のうち最も複雑でしかも重大な影曹をもつのは

ひげぜせまいの非直線性である． これについては従来ほとんど解明されてい

ないこの影癌を明かにするため，テンプ自由振動で減衰ナる振J!Jに応じて

変化する周期を，高紡度音片発振器によるフオニックモータの回転を時間基

準として時間スケールを非常に拡大して光学的に記録する実験装箇により測

定し，平ひげについてその巻き角，偏心，’取付歪の影榔，これらの材料によ

る変化等を明かにした．

2・9 超高速度カメラに関する研究 助教授 植村恒義

高速度現象の解析のために，毎秒数万ないし十数万駒の撮影速度を有する

小型超高速度カメラの設計製作を行い一応完成の域に逹したが，なお回転休

の強度，空気抵抗，軸受部の襴滑等の問題を研究し，更に性能を向上させる

よう努力している．

2・10 高速度写虞の工業界への応用に関する研究

助教授 植村恒義

16mm高速度カメラ，超高速度カメラ，瞬間写其撮影装置等を使用して，

工業界における各稲高速度現象の撮影解析を行つている．捕鯨砲の弾遥の解

析，高速回転円盤の破攻状況の解析，時計の脱進機構の解析，研磨m砥石の
価撃による破咲状況の解析，サク岩機の迎動解析， ミシンの機械縫機構の解

析等．

2・11 写虞J廿シヤッターの性能に関する研究助教授 植村恒義

シヤックーの作動状況を解析するため，音縛的試験装閤を製作して従来の

光学的試験装骰では測定できなかつた諸要素を知ることができるようになつ

た．各種カメラについて測定し，その良否，改良すべき点等の比較研究を行

つている．又高速度カメラを使n」し，実際の作動状況を解析し，前者の測定
結果と併せてシヤックーの性能を研究している．

2・12 捕鯨砲の性能向上に関する研究
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高速度カメラにより，捕鯨砲の弾追，ロープの迎動，砲の駐追速度，復股

速度を撮影測定する．

2・13 加圧式蒸発装置の静特性に関する研究教授 兼直党）し郎

経済的な蒸発方法として注目されて来た加圧式蒸発法は，数十年の歴史を

持ち，幾多の研究報告があるが，重要な要素を無視して考察を進めているも

のが多いと息う． この研究では特性を解粧して装置の諸元が成紐係数や熱釣

合いに及ぼす影榔を求めた．たとえば主熱交換器の伝熱面温度差は小さい方

がよいという説が多いが，これは適当に大きいときに最も経済的な蒸発が行

われることがわかつにこれらの結果は本年4月， 日本機械学会で発表の予

定であり，またこれを確めるため現在実験を続行している．

2・14 哨流をうける面の熱伝逹 助教授 橘 藤雄

気休叉は液体の噴流を面に吹き付けて冷却又は加熱を行うことはよく行わ

れるが，噴流の断面が面の表面積にくらべて小さい場合の研究は未だ行われ

ていないこれを理論的及び実験的に解明する．

2・15 非円形断面柱の自然対流熱伝逹 助教授 橘 藤雄

非円形断面柱の強制対流熱伝逹は多くの実験があり，円形断面に対する特

徴が明かになつているが自然対流熱伝逹の場合はほとんど実験値がない．現

在水平角柱について実験をすすめている．

2・16 4サイクル機関の吸気批に及ぼす熱の影聾

助教授平尾 収

内燃機関の性能向上のための大きな課題の一つは，邸速度において高い吸

気効率を維持することで，多くの人によつて研究されているが，吸気効率に

及ぼす熱の影曹について数批的に扱ったものはほとんどない．所が燃焼室の

型によつてはこの熱の影響が非常に大きく，場合によると吸入効率の低下の

大部分がこの熱の影曹によることもあることがわかつた．そこで種々の型式

の燃焼室について色々の連転条件の下における熱の影癌を明かにして高速内

燃機関設計の基礎資料を得るのを目的としてこの研究を行つている．

2・17 ジーゼル機関の出力に及ぼす空気状態の影癌

助教授平尾 収

ガソリン機関については大気の温度，圧力，湿度に対する修正方法が定め

られており，一般に使用されているが，ジーゼル機関に対する修正法は未だ
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一般に認めらiしているものはないそこで生研においては主として温度修正

に関する研究を担当し，渦流型燃焼室及び予燃焼型燃焼室を有する単筒試験

槻を使用して翡礎的な研究を行つている．

2・18 ガスタービンの運転の安定性に関する研究

助教授 水町長生

ガスタービン・プラントに用いられる圧縮椴，タービン，燃焼器及び負荷

り特性の如何によつて運転が不安定になるが，安定な運転を行うために必要

な条件，及び各々の特性が安定性に及ぼす影態について理論的に解析する．

2・19 ガスタービン用燃焼器の研究 助教授 水町長生

ガスタービン用燃焼器内の燃焼機構を明かにする目的をもつて，まず可燃

性混合気が流勁しつつ燃焼する時に，気流中の乱れが燃焼速度にどんな影縛

を与えるかについて，新しく考案した燃焼速度測定装置を用い，主として実

険的に研究を進める．

2・20 タービン用動斑に関す流休力学的研究助教授 水町長生

タービン）廿動炭内の流れの損失の中，主要な部分を占める三次元的流れに

よる損失を減少させる目的をもつて，奨列風洞により模型タービン斑内の三

次元的流れを測定し，翼型及び配骰方法によりこの損失がいかに変るかを調

べる．

2・21 液滴の蒸発速度に関する研究 助教授 水町長生

気流中に浮遊する液滴が蒸発する場合に，気流中の乱れにより蒸発速度が

いかに影懲されるかを主として実験的に研究する．

2・22 歯車ポンプのl判じ込みによる動力損失と逃げ溝の効果

教授宮津 純

歯車ポンプの運転動力の損失のうち，歯間の閉じ込み部分と逃け溝とに，

どの程度の損失があるかは，性能推罪に必要であるが，これを分陸して実測

することはむずかしい．罪定しようとしても，その解析法も罪式もまだ知ら

れていない状態である．本研究は，歯車ポンプの性能向上を目的とする研究

リ）一部として，この点を理論的に解明し，実験結果の解釈に役立つ資料を得

あわせて逃げ溝の設け方に設計上の指針を得ようとするものである．

2・23 歯車ポンプのキャビテーシヨンに関する研究

教授宮津 純
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流体機械にキャビナーシヨンが発生すれは，性能の低下を来すばかりでな

く，麿蝕侵蝕によつてその寿命も縮まる．歯車ポンプの場合には，吐出拙か

飽和状態に逹し，回転をあげてもそれに比例するだけの吐出拙は得られなく

なる． このことは，航空機関用滑油ポンプの高空性能の問題としてとくに重

要である．本研究は，このキャビテーション発生にともなう歯車ポンプの特

性変化，発生の限界条件，その防止方法を明かにしようとするものである．

2・24 高性能摩擦ボンプの試作研究 教授 官津 純

流体摩擦が動力の伝逹性をもつことは， 一般に証明できることで，屑摩擦ポ

ンプの作用は， この流体摩擦の動力伝逹l生に盛＜． この稲の流体槻械はボン
プとして可能なばかりでなく，原動機，変速機としても実現の可能性はある

が，研究者はすでに，これをポンプとして高性能化する原理を見出し，また

実現可能とみられる形式のものにつき，性能の向上する租度を推定すること

ができたので，まずこれを試作し，具体的な点につき検討中である．

2・25 高粘度流体用ターポ機械の改善に関する基礎研究

教授宮津 純

ターボ流休機械としては，水車 ポンプ，変速槻など各稲あるが，その作

用はいずれも，流体に角連動址の変化を生ずる形式のもので，流体の粘度は

必要ではない．しかし，これを高粘炭の流体に使用する要求は多く，そのよ

うな場合には，羽根車における羽根または流路の特性が，粘度によつて変る

ことを，設計上考慮しなければならない．本研究は，この点を回流棺により

実験的に明かにして，設計に直接役立つ資料を得ようとするものである．

2・26 流体変速機の研究 助教授 石原智男

クーポ式流体変速機は無段階自動変速装置として，自動車用その他に広く

利用されつつある．構造及び内部の液体の流れの現象が複雑であるためにそ

の特性の理論解析及び設計法の確立は十分におこなわれていない．それらの

資料をえて高性能のものを実現させるため，試作された正転用及び逆転用の

変速機について実験をおこない，その結果から流れの現象を明かにし主とし

て流体摩擦損失係数に及ぼす各因子の影癌を調べる．

2・27 高性能軸流水車の研究． 助教授 石原智男

比較回転度の高い (600IP. m. rpm以上）範囲で軸流水車の性能の高いも

のが要求されている．そこで模型水車実験装慨を用い，各種形状の羽根を系
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統的に設計試作実験し，その結果から上記要求を満しうる羽根車の設計資斜

を求める．更に内部の流れの状態を特殊ピトー管を用いて実測し，上記の実

験資料を理論的に裏付けようとするものである．

2・28 飾分に関する研究 助教授 桑井源禎

怖分効率並びに飾分粒大と怖分時間の関係を実験的に調べ，法則を見出す

と共に飾分析の根拠を確立しようとするものである．飾分効率と飾分時間と

の関係を表わす式も得られ，無限時間後の飾分効率を推定する使法も考案さ

且になお，通過分の粒大分布が時間と共にいかに変化して行くかも調べら

れた．

2・29 粉粒供給装骰に関する研究 助教授 井源禎

供給装骰の一基本型として，容器底のオリフィスから粒体が流出する場合

の流出速度と容器内圧力，孔径，器径並びに粋大等の関係を実験的に研究し

に粒体流出速度が，容器内府高に逆比例し，器内空気圧力の平方根にほぼ

比例することは注目すべき事実である． この事実に基き定速度供給装置並に

計祉供給装置の作製が可能である．

2・30 研削作用に関する研究 教授竹中規雄

研削砥石による金属材料の研削作用を，まず研削抵抗力の立場から研究す

るために， ピエゾ電気を利用した研削力の←．．分力の同時測定装置を製作し，

砥石表面の目立ての効果について研究し，引続き砥石の粒度，硬庶，砥村孵

の種類並びに研削条件が研削抵抗に及ぼす影籾を精密に測定した．

2・31 切削温度に関する研究 教授竹中規雄

金属材料の切削槻構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切

削温度をTool-Wor]s:熱電対法で測定し切削条件並びにバイトのナくひ角と

の関係を求め， 一方，同一材料を同一バイトで切削する場合の切削抵抗力の

二分力をピエゾ電気を利用した測力装岡によつて測定し，更にこの材料の朔

性変形曲線を求め，材料の機械的諸性質，切削抵抗並びに切削温度の間の関

係を見出さんとするものであな加工材斜はまず軟銅を，バイトは翡速度鋼

を用いた．

2・32 工作機械の自勁定寸槻構 教授竹中規雄
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泊i梢度の自動定寸槻構を検討する目的で，まず現JI]の各種の方法を調背し

その性能を解明し，次t、で空気マfクロメータ方式の特長を利mし，その粘
向上させるためにそC)動特性に関，)ーる理論的泥びに実験的研究を

た．

2・'.'l.1 摩擦り］削の機構に関ナる研究 教授 小川正義

靡速同転ナる金属円板に金属村料を押付けると，円板村質よりも硬度の詞

し、材料でさえも迅速に切断される． これは序掠熱のために被削村が軟化する

ことによると抒えられるが，未だその機構は明かでない よつて理論上の発

熱他の計算：の他，実験的には円板，破削村の種類や寸法を変えて切断所要時

間，庶擦係数の値御を求め，又断面附近の温度分布を調べているなお加工

の影喘として断面の硬度分布や表面粗さをも実測している．

2・.'l4 金属材料の朔性変形能に関する研究敦授 鈴木 弘

金属材料の朔性変形抵抗及び変形限度は，加工温炭と変形連度の両者の函

数である．この現象は定性的には知られているが， この函数関係の祉的内容

がまだ明かでないため，圧延・押出・引抜・鋳造御の吼性加工作業の基準を

決定する合理的根拠が欠けている．温度・変形速度・加工エネルギーの 3要

素を調節し得る特殊試験機を試作し，一般に広く用いられる実用金属材料の

変形能について実験的研究を進めている．

2・35 アルミ送雷線の性能向上に関する研究敦授 鈴木 弘

アルミ線は製造工程によつて尊電率と引張隙さに大r[1の変化が生ずる． さ

らに鋼線を芯とする送軍線の撚線工程は線の綜合強度に大きな影癌を及ぼ

す．アルミ送電線の性能向上のため，単線の仲線加工に関しては逆張力の合

理的利用方法を明かにするため，試作した伸線試険様を用いて実験的研究を

行い，撚線工程は塑性理論による解析的研究を行おうとするものである．

2・36 逆張力仲線加工法の研究 教授鈴木 I-
F
り

逆脹力仲線加工法は仲線作業の経済性及び製品の品質上得るところが極め

て多いにもかかわらず，作業基準が確立していないため実用になつていない．

試作逆脹力仲線槻を使用して，述続仲線時の各グイスの断面精減少率．逆脹

力比の配分・仲線速度等の伸線作業の関述要素を広く変化して，全グイスに

取りつけた引抜力計測装骰及びモークーの入力計に現れた結果を通じて，仲
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線作業規準を確立ナるよう努力している．銅線についてば好結果を得て，鋼

線及び硬鋼線に関ナる実験中である．

2・37 高温度におけるヤング率の測定 教授 鈴木 弘

塑性加工槻械の機械要素には，高温下で大荷璽を受けるものが多く，この

種の槻械の設計のためには，金属材料の高温下のヤング率は欠くことのでき

ない基従資料であるにもかかわらず，現状では資料が極めて少ない． したが

つてこれを求めるために，炉中に棒状の試験片を骰き，これを電磁的に励振

して，共振振動数の測定からヤング率を求める方法で，ヤング率に及ぼす温

度の影曹を求めようとするものである．

2・38 金属の流動性に関する研究 助教授 下々岩健児

鋳物を作る場合，熔融金屈が細い溝を流れ叉鋳型を充満し得る能力を有す

ることは重要なことである．流勁性に関係する因子は数多いが金属の性質，

鋳型の性質，鋳造条件，鋳造品の設計とわけて考えることができる．従来の

研究は金属の性質に直点がおかれているが，本研究では上記4項のすべてを

考慮して実験をおこない，次元解析を用いてその結果を漿理し，諸種の金属，

鋳型等に適用できる実験式を求めた． この式は30鈴程度の誤差の範囲内にあ

り満足てきる結果である．

2・89 鋳型の出裂について 助教授 丁・々岩，健児

鋳型の乾媒においてしばしば亀裂がおこるが，その原因については明かに

されていない．本研究は，乾燥の条件（乾燥温度，時間，乾燥速度）鋳型の

性質（含水率，粘土分，通気度）をかえて亀裂発生の限界曲線を求め，更に

試料の膨脹曲線，乾悩曲線を求めて亀裂発生の時期を明かにしたものである．

2・40 液休ホーニングに関する研究 教授 小川正義

液休ホーニングにより加工面が如何なる影想を受けるかを実験的に求める

のが目的である．そのため条件をかえて液休ホーニングを行つた加工面の表

廊机さの変化，表刑の硬度の変化，耐磨耗性の変化締を測定している．なお

本加工法において最も大切なノズルの型式及び砥粒の種類についても，各種

のものの効果の比較試験を行い，いかなるものが表面の仕上に最も好都合で

あるかを知ろうとしている．
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2・-11 ラッピング機構に関ナる研究 助教投 松永正久

湿式ラッピングは主としてラップ定盤内に岬込まれにラップ剤による徴小

切削作）］］であり， ラッピング条件とラップ:litとの関係なサ甘蚤きの理論により

説明しようとするものであ乙． が

2・42 遁解研崩による金属の変質について助教授 松永正久

金屈表面の電子廻折による研究は現在まで主として反射法により行われて

きたが， この方法は面の凹凸により廻折像が左右され，像の解釈が困難な場

合がある．筆者は表面の富子廻折像を透過法により撮影する方法を試み，銅

及び銅合金，鋼• 不銹鋼• アルミニウム・錫節の電解研磨による変質を研究

している．

2・43 溶接による熱と冷間加工による吼性変形の重屑効果

助教投 女膵良夫

船休構造には熔接による熱と冷間加工による朔性変形の両方をうける個所

が多ぺあるこの重費効果については未だ知られておらず，船級協会におい

ても意見が一致していない．この重腔効果が鋼村の切欠脆性，疲労，引張，

曲げ強度，麿蝕にどんな影癌を及ぼすかを明かにするため，鋼板に稲々の前

歴歪を与え，それにユニオンメルト溶接を行い，それより各種試験片を取り

各試験を行う．

2・44 アルミ艇の試作 助教授 安藤良夫

近年船休構造用にアルミ合金が用いられるようになつた．船用アルミ合金

のうち耐蝕性および強度はすぐれているが，口［作が困難といわれている第二

種半硬質を用いて長さ約5mの全軽合金製のヨット兼舷外機艇を設計試作し

工作法，強度，振動，耐蝕性の研究を昭和25年度より始め，昭和27年一応::!;

外槻艇としての工事を完うした・

2・45 進水時の応力分布の測定 助教授 安 ll翠良夫

昭和27年度造船所における約7回の進水の概会を利用し，船口隅部，船橋

楼端部，油槽船船底縦通材簿の応力分布を測定し， これを解析して船体構造

設計上船殻璽拙條減に有効な部材配岡箇に関する資料をうる．計測には生研

において試作した抵抗線型多回路歪計を使Jllした．

2・rl6 船型水槽における推進試験法の研究助教授 田店
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船体抵抗，推進試験（模型による）について最近ある種の船形において疑

間の点が生じ，相似の大小模型の試険結果が一致しない．その原因が主とし

て船休後部の流の相似が成立しないにめと考えられるのて，この点について

全国の水槽で共同実験を行つている． （この研究は造船協会水槽委員会の一

部を担当して行つているものである）．

2・47 種々の粗曲面の摩掠抵抗の研究 助教授 田宮

船休及び推進器にあらわれる植々の曲面の摩掠抵抗におよぼす粗度の影聾

を明かにするため，まず種々い粗曲面上にできる乱流境界層の測定を風洞に

おし、て行ってしヽ る．

2・48 船休抵抗試験比較則の再検討 助教授 田宮

先に船休の摩擦抵抗がその形状によつて平板の抵抗と異ることを計算によ

つて求めたが，これを船休模型について確認するには，抵抗比較則の再検討

が必要となつたので，特に従来剰余抵抗の名でレイノルズ数に無関係とされ

ていた抵抗成分に対寸ごる寸法効果を根本的に調査している．

3) 第3部

3・1 論理数竿とその応用の研究 教授 後藤以紀

自動制御方式，計数型自勁演邸機等を設計する場合には，与えられた条件

に適ナる勁作をするような継氾器回路網を構成する必要がある． これを論理

函数方程式の解を川いて，ほとんど論理計算のみによつて求める方法の研究

を行っており，霊磁継電器回路網に関しては一応完成したが，整流器，真空

管廓を含む場合に適合するように，これを変更することを研究している．

3・2 , 這磁界の一般的解法の研究 教授後膝以紀

アンテナ，導波管その他一般の富気槻器は境界面が二次曲面とは異なる形

なしている場合が多い しかるに従来の電磁界の解法は，境界而が口次曲面

でないとマックスエルの方程式の解を求め得ないのが普通であつて，有限の

円柱形に対して剛碍げ円休叉は熊限円柱形を代用して計罪するのはそのため

である．茄分方程式を使）刊する一般的解法を利用すると，境界面がて次曲面

でなくても，数値計邸の助けを借りて解が求めちれるので，その実用的方法

を研究してし、巧．
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3.3 非線型回路理論の研究 教授 後膝以紀

送配霞回路の異常現象防止，周波数変換装慨節の研究には，非線型徴分方

）されるいわゆる非線型振勁を取扱わねばなら

しかるに非線型振動の厳密な解法がないにめに不明な点か甚た多い例えば

L-C-R直列回路の振動でさえも十分に解明されていない これに対して非線

型特性を折線型とした場合の厳密解を求める方法を研究し， L-C-R直列回路

においても，霞源周波数に対して無理数の関係にある周波数を有する不減衰

振動が発生すること証明し得た．

3・4 雷，その他の異常電圧の究明 教授 膝高周平

電力回路の絶緑協調の基礎的問題で， 10余年前からの因生罰I_Iを継続すると

共に．雷以外の内部異常霞圧の検討をも進めている．

27年夏期には，雷粛圧と地絡事故に追随する系統異常遁圧の実測に従事し

に即ち 6要素高速度プラウン管オシログラフ，自勁オシログラフ等の測定

装閻を用いて，群馬県羽根尾発雷所で実測を行い，咋年度につづいて相当数

の記録を得た．

3・5 F型閃路点椋定料 教授藤靡周平

送雷線の事故点を瞬時鵡定する目的で閃路点棚定器に関する研究を進めて

いる．超高圧送電線及びその他の送‘這線での現場実験と，学内の2.lKmの模

擬送電線で諸種の検討を行つている． この種の装慨として，当研究室のF型

は他の外国で提案或は実用されているものに比べて装置が簡単な事が最も大

きな特徴である．故叩点の判定のためにプラウン管像の写真撮影を行いその

現像に若干の時間を要することが欠点であつたが，最近， 30秒ないし 1分で

陽画を引出し得る未ーラロイド・カメラを入手し得たので， F型としては大

いに威力を増した．

3・6 霞力線搬送の分布結合に関する研究教授 膵高周平

教授靡木 昇

助教授 斎藤成文

霞力線搬送通信においては雷力線と通信機器との結合を従来蓄電器によつ

て行っていたが，這力線と並行に数百米程度の短線を施設して電磁結合を行

わせるいわゆる分布結合（アンテナ結合と俗称）方式を新しく開拓し，これに

る現場実験を行うと同時に当所に施設された模捩送霞線（長さ2.lKm) 
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によつて基礎的研究を行っている．

3.7 抵抗溶接に関する研究 教授 沢井善竺郎

抵抗溶接の品質向上と信頼性の増進とを目的として，従来よりの溶接機構

に関する研究を基礎とし，次のような具休的な研究を行つている：

熔接電流の波形制御（スロープコントロール）装閻を製作，真空管，熱電

対締の製作業者と連絡してその実用化をはかなまた虞空作の力‘ノード，金

属其空管， リレー接点節の各稲の抵抗溶捺に関し研究並びに指尊を行う．軽

合金板点溶接の準備工程である表而処皿の品質管迎を目的とした接触抵抗測

定装闘を試作し，実験を行つている．三相周波数遥減式点溶接装罰のモデル

装閥を試作中である．

3・8 制御要素としての霞気提器に関する研究教授 沢井善三郎

最近各稲の桟械や装罰の自勁制御に対ナる閃心が闊まつてきたが，電気機

器を制御要素として用いる場合，様器の選択並びにその南列は全体の制御系

の動作に直接関係するものであるから，あらかじめ械器の静的及び動的特性

を知る必要がある．現在は文献による調査研究と稲々の例による放電管，ヵ

ーボンペイル，霞動機，アンプリグイン節の特性に関する実験研究とを行っ

ているが，将来はアブ-ログ・コンピユータによる勁的特性調査に賦点をおい

て研究を進める予定である．

3・9 慮子管式アナログ・コンピユークの研究助教授 野村民也

電子作回路の組合せにより，常徴分方程式の解を筒易迅速に，かつ自動的

に記録しようとするもので，自勁制御装慨の解析，あるいは合成など，工学

的分野の諸問題の究明に広い利用価値を有する．現在，総合紡度1-3;?Gで，

8階までの任意の常徴分方程式の解が，・大型プラウン管而上に静止図形とし

描かれるような装閥を試作，実用的見地から検討，改良を行つている． 

． ？・10 水銀放霞特の起勁装置 教授足合正治

水銀放霊管の点弧子には電圧起勁型、と慮流起勁型とがあつて，現在主とし

てその後者が行われている．前者については，本邦東北大学渡辺教授の考案

になるものがあるが，軍流起勁塑のものに比べて制御同跨その他に利点があ

るにも拘らず広く行われていないのは残念てある．本研究はこの園圧型点弧

子に関する諸間題を究明し，かつ渡辺教授の点弧子とはやや趣の異つた新型
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のものをいろいろ試作して，その実用性を検討している．

3・11 其空管発逹史 教授尾合正治

現在行われている各種の其空管は，その源を1883年に発見された Edison

効果に発するといわれている．更に具体的に実用になつたのは20批紀の初頭

Fleming Valveの考案以後のことであるが，爾来，既に半泄紀の歳月を閲

している．本研究は，その「m幾変転を経つつ今日のものまでに発逹して来た
状況を，いろいろの方向から系統的に賂理して，今後の発展に衰したい考え

である．

3・12 酸化物陰柩真空管の接触電位差 助教授 安達芳夫

，酸化物陰極真空特の接触電位差は，実用の面より製品間のばらつきが少＜

時間的に変化しないことがのぞましく，改善を必要としている．また，研究

的な面よりは仕事面数の測定と併用し，各電極（陰極・陽極・格子）表面の

状態を知るに便利な:litである． これらの目的の基礎的資料を得るため，初速

度電流法により測定し，電極材料・処理方法・電極温度による接触電位差の

差異・変化の模椋とその原因，および時間的変化の原因につき研究をすすめ

てしヽる． ． 

3・13 水晶炉波器の研究 教授閻木 昇

戦後電気通信工学において水晶炉波器の重要性は再認識されてきたが，我

々は数年来我国における水晶炉波器の実用化を目指して研究を進めてきた．

水晶共振子及び炉波器の特性試験を行う際に必要な周波数可変できわめて安

定な発振器の試作に成功し，叉共振子の線支持法の実用化を完成し，更に共

振子等価定数の精密測定の研究を行い， lOOkc附近の長辺縦振勁を励振した

共振子の設計資料を求めた．

3・14 霊力用テレメーターの研究 教授 高木 昇

雷力用テレメーターの研究は古くから行われてきたが，我国の現状は安定

度及び確度の点で未だ不十分である．最近東京電力下滴発電所と京北変電所

間を述絡する電力線搬送露話1回線においてその搬送周波数を周波数偏移す

ることによつてテレメークーを行う新しい方式を考案実施して成功した． こ

の方式は水晶炉波器及び水晶周波数選別器を応用して初めて可能になつたもら

ので，安定度確度はほぼ実用上十分であるが，更に装置の簡易化，安定度の
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向上について研究中で九る

3・15 自動交換回蹄の高迎度試験装岡の研究教授 脇 雄

熱じよう乱雑音を贈幅しクリップしてポアソン分布をなすバルスを作り，

これを即時式自動交換に広く使）TJされる定位型交換線詳の況子特による模型

回路に加えて，不完全線群の接続方式と能率との関係を実際の回路を使用す

るときの数千分の一の時間で測定することができるようにして，能率の良い

交換回路の設計に役立たせようとするものである．

3・16 超音波計測法の実用化 教授高木

助敦授 丹羽

昇

登

超音波インペルスの反射を利川した超音波探傷器は既に金属工業界各分野

で使われているが，特殊な対象，非金属孵に対してはまだ問題がある．そこ

で業界からの要求に応じそれぞれの問題に適した測定法の研究を行ってい

る．叉二芝の具休的希望によつて探傷器の感度椋準の研究も行つている．

超音波の共振を利用した超檜t波厚み計を研究試作しに特にその刀厚み直読
目盛同蹄を考案して測定に使ならしめ，化学工業，金屈工業での実用化研究

をつづけている．叉これを使つて種ノバり物体中の秤測の測定を行つた．

ふ17 マイクロ波回路及び伝送線跨の研究敦 脇 雄

マイクロ波の送受信槻に使用する立休回路共振器，ろ波器節の特性を研究

して設計資料を求め，またマイクロ波の給慮線として使用するために表而波

線蹄の特性を研究し，狽失の少い設計法を求めて，その実用化をはかる．

3・18 マイクロ波測定梵買に閃する研究 助敦校 斎腔成文

4,000Mc瞥柏i周波ケープル伝括特性測定装罰， 1漿準定在波測定装置の試

作研究を行つた．又更に詞い周波数初としては10,000Mc戦の誘遁特性，

波秤伝括特性測定装霞空気誘氾率測定装閻， 24,000Mc1;1『の誘雷特性測定

装買賃各方而の研究を行つた．

4) 第4部

4・1 イオン交換の研究

イオン交換平衡の研究として強塩基性欧イオン

において cr--so.戸， c1--No3-,c1--:nco3-
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るものである．

イオン交捩の応川の研究としてはアルカリ工業への応用について行い，強

イオン交捩樹脂をJljい，直金属酸化物のアンモニア錯塩溶液により苛

性ソーグを得ょうとするものである．

4-2 弗化物ガラスの研究 助教授 今岡 稔

前年度に引読き弗化ベリリウムー氷品石ーマグネシウム，カルシウム，ス

トロンチウム，バリウムの弗化物系のガラスの形成範囲，屈折率，分散率を

調べ，光学ガラス特に低屈折率の領域に認いて新しい分野を開拓しようとす

るものである．

4・3 写真用添加剤の銀冨位的研究 教授菊池真一

この研究室において試作したペン記録式銀露位計とやはりこれも試作した

自勁滴定装置を）1Jいて，合硫有械化合物の一辿のもの（チオ尿素， ジフエニ

ルチオ尿素，チオ七ミカルバジド節）について銀電位を測定し，これらの物

質と Ag+との反応性を潤べになおこの種の反応においては pH緩衝液の

選択が必要なことが判つたので，燐殴を用いない緩餌液を試作した．

4.4 ポーラログラフに関する研究 べ 教授 菊池真

有機化合物の三成分系の分析はきわめてむつかしいものであるが， o-Nit… 

rophenol (O.N.P.), o-Nitrochlor benzene (O.N.C.B.), o-Nitroanisole 

(O.N.A.)の混合せるものの分析をポーラグラフにて行つに最初に O.N.P.

の定祉を行い．つぎにO.N.A.およびO.N.C.B.合併波を加電圧拡大，残余電

流消去などの諸法を使用して測定した．また最近白金廻転電極によつてポー

ラログラフを測定する研究にとりかかつた｀

4.5 マグネシウム源白粉の研究 助教授 野崎 弘

マグネシウム源白粉は，苦汁などの塩化マグネシウムを含む水溶液の電解
OH 

処理で得られる塩雌性次亜塩素酸マグネシウム Mg -Mg.(OH)2・xHzOCIO 
の難溶性塩である．現在消毒薬剤程度の利用しかないが，その生成機構を明

かにしておくことは，種々なる立場から重要である．当化合物の化学組成と

その生成機構を明かにする諸実験を行つている．

4・6 チタニウムの電解製錬に関する研究助教授 野崎 弘
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チタニウムは目下きわめて重要な金属となりつつある． しかし現行の製法

は四塩化チタンをマグネシウムで還元する方法で大祉生産に適しない．この

方法に優る電解製造をチタニウムの塩化物，臭化物，酸化物などについて研

究している．

4.7 電極界面現象とその工学的応用 助教授 野崎 r4 
pl 

電気分解における水素過電圧，酸素過電圧，ポーラロ曲線の理論的解明な

どは電気化学の根本問題で，古くから研究されているものであるが，未だに

明かでないこれに対して，最近，電極界面電導の一般理論を確立したので

これを用いて界面における電圧と電極との関係，電圧と容批など界面の諸実

験事実を説明しようと研究しつつある，叉半導性物質と，金属又は溶液との

界面での現象及び亜酸化銅や七レ＝ウムの賂流器叉は光電池の作用機構につ

いても研究を行つている．

4・8 aーオレフィンに関する研究 助教授 浅原照三

aーオレフィンの工業的合成法として改良クラフト法を確立した．本法に

ょって得られた aーオレフィンを試料とし，その二重結合の転位の条件をラ

マンスペクトルを用いて研究した．更に aーオレフィンの重合，縮合，水酸

化の研究を行い，またオキソ法による高級アルコールの合成研究を行つた．

有機塩素化合物及び金属塩化物を用いて， aーオレフィンとベンゼンとの縮

合反応を研究し，その生成物の構造決定を吸収スペクトルを用いて行つてい

る

4.9 脂肪酸誘導休の研究 助教授 浅原照三

ピリジン誘導体， 3ーオキシービ 1Jジン誘端体の合成およびその陽イオン

活性剤としての性能の測定に関して研究を進めている．脂肪酸ビニルおよび

アリルエステルを合成し，その重合性及び重合機構についても研究を行つて

いる．脂肪酸の分析法としては自記記録式ポーラログラフによる方法を採用

し，好結果を収めつつある．また塗飩方面の研究としては，乾性油の合成研

究及び軽金属用特殊塗料の試作研究を完成し，目下各種塗料の物理的研究を

行つている．

4・10 インダンスレン染料の合成に関する研究

教授永井芳男

イングンスレン染掛は最堅牢な染料として将来，ますます重要なものとな
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るか価格の比較的邸いことが唯一の欠点である．王れは，府第1に反応行程の

選択，第2に合成技術の水準，第3に原料の価格に懸つている．そこで，近

代的新反応の採凰有機電子論的考察，副反応の探究等によつて反応行程の

より合狐化を図り，収率並びに品質の向上に努めている． 目下取扱つている

ものとしては， プリウ -RS, プリリアント・グリーンB等がある．

4・11 タール未利YO成分の利用研究 教授永井芳男

未利用賢源の利用研究は現下の我国にとり極めて緊要であり，アジャ極東

経済委員会（エカフェ）の 3大要詰の一つであるが，このことはコールター

ルの分野において特に感深いものがある．実にコールタールの90.%以上が何

等高度の利用なく研究的に放置され， 27年度においてはその虻は32万トンに

逹した．そこで，まず，わが国における未利用成分として，アセナフテン並

びにピレンをとり上げ遥礎研究を行つている前者については系統的なクロ

ル骰換並びにその利用を，後者については新興染料への合成を試みつつある．

4・12 副生物に関する研究 教授永井芳男

有機合成化学工業における副反応の問題，従つて副生物の問題はその生産

技術の面とも関述して直要である． これは反応機構，副生物の構造を中心に

して漸次解決すべきものと考えるので，まず，構造未知ないし不確定な副生

物について合成法的な研究を進めている． 目下は染斜並びに中間体製造にお

ける副生物に関するものである．

4・13 アントラ七ンに関する研究 教授 永井芳男

アントラ七ンは堅牢なアントラキノン系染料の重要な原料であり，概して，

酸化によりアントラキノンとしての立場より合成原料に用いられている． し

かし，有椴電子論的な観点よりはアントラキノンに多くの弱点のあることが

考えられるので，これをできるだけ避けるために， まず 9,10・ジヒドロアン

トラ七ン-9,10-ジクロ））ドの反応性を検討している．従来の文献には9,10・ジ

クロル・アントラセンと記戟されているが，これは誤りのようである．

4・14 特殊合成樹脂の研究 教授 永井芳男

近来における合成樹脂の邸級化と共に合成化学的研究はますます広汎な領

城を求めている．色素樹脂，露気伝等性樹脂はその一つであり，その基礎的

研究を行いつつある．
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4•15 可搬剤の合成研究 助教授 石井 郎

塩化ビニル樹脂に多く用いられる可朔剤DOPと正反対の構造を有する化

合物が新可峨制として有用であることを屈に報告したが，その継統研究とし

て新種モノエステル系可吼剤， レプリン酸を用いる可吼剤，耐寒性可隈剤と

しての/,/たチオジキツ草酸エステル，ポリアルキレングリコールエステル

系可咆剤などについて詳細に研究を行い，本邦における工業化の可能性の有

無を検討しようとするものである．

1±•16 レプリン酸の利用に関する研究 助教授 石井 郎

レプリン酸はグルクミン酸ツーグ製造工業において副産物として年産約

4,000 ton得られるはずなので，このレプリン酸の化学的利用について研究

を行っている．その一つは前述のレプリン酸を用いる可朔剤， 7,1たチオジキ

ツ草酸エステルの合成であるが，更に香料の合成，新ジカルポン酸の合成並

びに合成繊維の合成に関し研究読行中である．

4•17 炭酸ガス通気による発酵の研究 教授友田宜

糖のアルコール発酵の場合に炭酸ガスを通ずることによつて酵母O);I:曽殖，

アルコールの生成韮，アルデヒドの生成批等がどんな影郭を受けるかを研究

し，発酵炭酸ガスの利用を企てるものである．

4・18 麹製造の機械化に関する研究 救投友田宜

助教授 中村亦夫

麹の製造は翅室を使つて昔ながら労力の要る方法でやつている．そこでこ

れをドラム型の機械装骰に改めて労力を省き， しかも俊良な婢を製造しよう

とするもので，現在大分良い成紐を挙けている．

4・19 水飴の色に関する研究 教 友田宜

水飴は普通の場合に無色透明なものが要求される．そこで近年は活性炭処

理縮の方法によつて相当に優良なものが造られるようになつたが，それでも

十分満足とはいえない．殊に市販品は時日がたつにつれて泊色してくる．そ

こで沼色の原因を探求して，その・・-因として窒索化合物の存在が関与するこ

とを考え，これを迫及して成果を得つつある．
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4・20 濃厚もるみによる発酔 教 友田宜

助敦投 中村亦夫

甘謀よりアルコールを製造するとさ，これを訊瞑な状態で発酵を行うこと

は蒸溜箭の関係上望ましいことでおるが，甘認もろ入のもつ邸粘度のため仕l

難である．われわれは酸糖化法と麹法を折衷して行い，酸腑化により粘度を

下げ，随により糖化を完成するように行つに実験室ではアルコール設度10

霧以上のものを90姦以上の収率で得ることに成功した． この結果を中「ill規校

にて行つたのであるが，蒸煮がやはり困雉であつたが，辿紬蒸点装骰により

良い結果を得た．

4・21 サイクロン脱塵器の研究 教投 福田義民

サイクロン脱塵器は空気食印より粉斡休を分淵j;するような場合rm便かつ能率
のよい分離器として広く使用されている．その圧力損失，収塵率に関して従

来色々の研究が行われているが，なお多くの問題がある．特に装罰の形状の

圧力損失に及ぼす影聾，廃気管内の気流模條，ずイクロン器内における粉休

の挙動等について研究しようとしている．

4・22 硫黄製錬に関する研究 教佼 •福田義民

硫黄は重要な生産基礎資材の一つとしてその宙要は年々いちじるしく増加

しているが，特に最近ば抵界的に謳迫しているのでその増産が期待されてい

る．本研究では粉砕した鉱石を過熱水蒸気中に懸濁させて急速に硫貰の昇華

を行わせようとしている．特に原鉱供給装置，昇部した硫黄の回収等につい

て研究している．

4・23 吸荒操作に関する研究 教投 幅田義民

吸痢塔設計並びに迎転のための化学工学的資料を得ることを目的としてい

る．充摂式吸滸塔における塔内の被吸沿質の濃度分布を放射性同位元素の使

用により測定し解析結果と比較しょうとしている．又物質移勁速度に対する

吸殖剤粒度，流休流速その他の因子の影曹を充坦屈内並びに流勁府内におい

て決定しようするものである．

4・24 イオン交換操作の研究 助教授 山本 宵
{

モノベッドイオン交換装岡におけるイオン交捩剤の分離，湿合に関す

礎的研究，処理水の脱炭酸，混合充檄附を再交換剤に分離せずに再生する方
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法についての研究を行うものである．

4・25 抽出蒸溜法の研究 助教授 山本 宵～

エタノールー水系， secプクノールー水系よりそれぞれのアルコールを抽

出蒸溜によつて分離する方法を研究しようとするものである．又気液平衡組

成の測定とならんで述統抽出蒸溜装岡を作製し，蒸溜塔設計の基礎的諸問題

を解明しようとするものである．

4・26 自働定電位電解分析法の研究 教授岡宗次郎

助教授 武藤義一

マルチバイプレーターを利用した全稟空管式定電位電解分析装骰を試作

し，これを用いて白金柩による銅，錫などの定址と，水銀陰極によるナトリ

ウム，カ））ウムの定韮の研究を行つた．

4・27 迅速分析法の研究 教投岡宗次郎

助教授 武藤義—こ

光電比色計を利用して憐鉱石中の燐酸，鉄鋼中の各種成分，苦汁や熔融塩

中のマグネシウムなどの迅速定拡法を研究した．また特殊有機試薬を用いた

滴定によつてマグネシウム，カルシウム，硫酸根などの迅速定祉も研究した．

4-28 硫酸第2七リウムによる分析法におけるクーロンメトリーの応用

教授高橋武雄

硫酸第2七リウムを用いる容祉分析法は種々の長所を有し，殊に硫酸第2

七リウムが溶液中で，よく保存に堪えること，酸化反応が CeVI十e→Ce][な
る簡単な反応のみで他の酸化剤に比べて安全に酸化滴定ができるなどの特徴

を有しているため，工業分析としての応用範囲が広い． しかし硫酸七リウム

の高価なるに鑑みこれが連統循環使用をはかるためクーロンメトリーを応m
しようとするものである．

4・29 アルギン酸プロピレング））コールエステルの研究

教授高橋武雄

アルギン酸‘ノーグは専ら用いられているが，その水溶液は酸l生でアルギン

酸を析出して康固する．アルギン酸に各稲のアルキレンオキサイドを作用さ

せて得られるエステルは水溶液で酸叉は璽金属塩とも共存し得る・ しかしこ

れらのエステルの製造法及びその性質について従来詳細な研究が発表されて

いないので，その製造条件及びそのコロイド的性質に及ぼす影癌について詳
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細に研究を行おうとするものである．

4・30 自動悩定法の研究 教投邸摘武雄

助教授 仁木栄次

電気滴定法において終点で自動的に悩j定を終了せしめる方法の研究であ

る．普通の滴定ヒニュレットより改良した自勁終止ビュレットを用いたものと，

注射器式のヒ玉レットを用い示差滴定を行うものと二つの方法を進めてい

る．指示薬の使用の難かしい場合に，梢度も許通の指示薬法より遥かに高く

滴定を行うことが可能になつている．

1±・31 硫化物螢光休の研究 助教授 仁木栄次

硫化亜鉛，硫化亜鉛カドミウム螢光体を結晶の方面と分析の方而より研究

を進めている．まず結晶はプレンド型よりウルツ石型に変化する転位点が純

硫化亜鉛の時の 1020°cより融剤により相当低下すること，カドミウムが数

霰入ると 800°C位まで容易に下ることを見出した．分析は自記式ポーラログ

ラフ法により微他の活性剤 (Cu,Ag節）の分析及び成分分析を行い，焼成

方法，使用方法を定めようとしているものである． ． 

4・32 合成有機発光体ーアミノ酸・蛋白質その他の系の発光並びに光化学に

関する研究 技官藤森栄

フタレイン系， イソシャネート系，プテリン系，ポルフィリン系の各種有

機発光体を合成し，その分析，光化学生理化学的応用研究を目的とするもの

である．そのOH,SH, NH虚合物等との反応による発光スペクトル．発光

能変化の測定による該有機物の定枇分析を行うと共に，特異な光化学反応，

増感作用を究めて光化学合成への基礎を固め，併せて，これら反応で生成す

る新しい発光感光物質を分離賭製し，その反応性，生理作用鰤につき研究す

るものである・

教授金森九郎（各個研究は， 2・2・C中間試験研究の10)3 ton溶鉱炉に

おける特殊吹梢試験の項を参照のこと (55頁）・

4・33 溶融スラッグの塩基度に関する研究 助教授 松下幸雄

溶融スラッグの塩基度として従来恨用されてきた ~CaO/~Si02 に代る新

しい特性値B或は Brを提唱した． これは恨用のものに合理性と一般性を与
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兄ようとしたものである． この Brを用い実験値及び製銅作業データ

して，スラッグの脱硫能，溶鋼中残留燐批及び溶鋼中酸素批等を表わす一般

式を遅いた．すなわち Bのスラッグ中 FeO証， 溶銅中C址並びに温度節

を因子として多重相関分析法によつて， Brの有用性を実証した．

4・34 C-SiC熱霊対の実用化に関する研究 助教授デ訟下幸雄

金森教授指等の下に八幡製鉄所における 3ton試験高炉々底吹諮試験時に

拾ける溶銑温度の自働記録をするため， C-SiC熱電対を7本試作した．これ

に先立ち熱起電力性，熱電等による時間的おくれ等を理論的並びに実験的に

研究し，現地では横河製電子管式自働平衡レコーグーによつて特殊吹梢時の

温度上昇をチャートに記録させ，あるていど満足すべき成果を得た．本年も

引続きキュポフ操業に用いて，試験統行の予定である．

4・35 マグネシウムの電解製錬に関する研究教授 江上 - l~IS 

金属マグネシウムを塩化物電解法によつて製造する場合，電解浴に補給す

る無水塩化マグネシウムの製造方法，電解浴の物理的及び電気的性質，雷解

方法の改良簿が軍要な問題であり，これ等の問題についてそれぞれ基礎的並

びに中間試験的研究を進めている．

4・36 金属の陽柩溶解に関する研究 教授小川芳樹

助教授 久松敬弘

非鉄金属の水溶液電解製錬において，開極叉は析出金属の霞流を通じない

際の霊位（静止電位）は麿蝕電位と解すべきであるから，この場合の局部‘心

池分梱曲綿を測定することによつて正しい解釈ができる．なおこれにより可

溶l甜陽極の陽極効率及びスライム生成の問題，亜鉛岬で問題となる析出金属

の溶解による陰極効率低下に対する判断が可能となる．各種金属についての

局部電池分梱及び外部電流による分栖について実験を行うものである．

4・37 鉄銅酸洗における有槻抑制剤の挙勁 助教授 久松敬弘

鉄鋼の酸洗時に使用されるいろいろの有機物抑制剤の作用は従来局部電池

の陰極部に吸滸して水素過電圧を裔めるためとされてきた．われわれは 1枚

の試料の局部電池分柩曲線を間接的に実測することによつて，酸洗時におけ

る鉄の局部電池分極曲線を求め，有機物抑制剤の添加は，従来いわれていた

のとは逆に主に陽柩分柩を増大させることを示した．なお抑制剤によつては
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の種類及び添加糀によつて促進剤として働くものも丸りこれについての特性

をしらべた・

4-18 アルミニウム霊沼に閃する研究・ 助教授 久松敬弘

アルミニウムを固休で得ることの研究は主に常温非水溶液及び低温熔融塩

浴で行われている．われわれは主ず低温溶巖浴雷解を試入た．現在までは

AlCl3-NaCl二元浴について実験を行っている．いろいろ困難なところはある

が80姦程度の効率で 4A/dn竺程度の霞流密度でうつくしい霞慾物が得られ

る浴の蒸発，吸湿の対策節の研究が進めば実用化の可能性もあり得る．浴

は25%NaC!,170°C位の条件が良い．陽極はアルミ陽梱を用いる．

,1魯9 アルミニウム合金の例蝕槻構に凹ナ 教授 大日方一司

る研究 助教授 加膵正夫

技官 中村康治

構造用材料にアルミニウム合金を使用するときに耐）TJ性の間坦から麿蝕に

強いことが要求せられる．この耐蝕性を各稲の合金について研究し，腐蝕の

槻構を明かにして防蝕法としての表面処迎，塗装を研究する．またこれに関

述して異種金屈と接触して用いるときにアルミニウム合金に茫択的におこる

接触腐蝕を研究しその適切な防止法の研究を行う．

4・10 鋳物用耐蝕アルミニウム合金の研究 助教授 加藤正夫

技官 中村康治

10;: るMgを含む Al-Mg二元系合金は鋳物Jllアルミニ古ム合金中最もすぐ

れた耐蝕性と機械的性質を有するが，最良の溶解法と熱処理法が未だ確立さ

れず，また不純物の影態についても不詳の点が多いこれらの詔点を明かに

しようとするものである．

1-11 放射性同位元素 Ag110を用いた銅冨解における銀の挙動に関する研究

助教授 加腟正夫

銅霞解における銀の挙勁については，それがあまりにも微虻であるために

従来の分析法では定祉が困難であつた．そこで Aguoを用いて電解実験を行

ぃAgの 10-c戸 gオーグーの定枇に成功し， この方法により二つの問題点を

解明し得たがさらに研究を読行中である．

,1.,12 fl よびr線用レー l、メーターの研究助教授加
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放射線の密度に比例した出力を得て，メータ 1Jングあるいは自動制御を行

うにはレートメーターが必要である．この場合にレートメークー回路及び放

射線のジオメ l、リーの関係か凧要な要素になる， レートメークーの感度上昇

させるための回路およびジオメトリーの研究を行っている．

4・43 残留応力の測定に関する研究 技官 中村康治

鋳造，溶接，焼入，加工などによつて金属材料の中に残留する応力は局部腐

蝕の原因ともなり，またこの応力の加重のために使用中の応力に耐えず切損

などの事故をおこすこともある． この測定法としての従来のX線法，機械加

工法の他に線応力計の応用を研究し，さらにその測定によつて応力発生の機

構を研究し，前述の作業における最も応力の少い加工法の研究ならびにこの

応力除去法を研究する．

4.44 CuーAl—Mn合金の研究 技官酉川梢一

Cu-Al—Mn合金は実用材料としてもいろいろの組成で使用されているが

他方学問的にもホイスラー合金等が含まれ典味深い． しかし現在まで肝心の

三元状態図が不明である．本研究は Cuを中心にした相当広い範囲に耳つて

この三元系の状態図を決定しようとするもので現在までにAl14劣まで， Mn

50郎までの範囲において顕微鏡粗織，熱膨脹試験，霊気抵抗の測定， X線デ

バイ写真の解析を行つた．

4.45 偏光による金属組織の研究 抜官西川精一

金属顕微鏡の光源とじて偏光を用いたものは最近多い しかしまだ十分使

いこなされているという段階ではない．本研究は主として異方性のサ魚い金属

の組織，又は一般金属の加工による媒方性と再結品の問題等を対象として系

統的な実験を行うものである．現在グイフローム偏光子，検光子を用いて実

験を行つているがまtこ十分な成果は得ていない．

4-46 アルミニウム箔粉の製造法について 技官原善四郎

アルミニウよ箔粉を製造する従来の方式一ースタンプ・ミル法—―-fま粉末

の酸化を防ぐことができないために，良質の粉末を得ることができず，叉爆

発の危険も多いこれらの欠点を除くためには，不活性ガス中で粉砕し，更

に気体を循荻して過粉砕を防げばよいと考えられる．ポールミルを用いてこ

の方法によるアルミ＝ウムに箔粉の製造を試みつつjらな
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5) 第5部

5・1 土の三軸試験 教授尾梱 和

土の強度試験方法として最も俊れているといわれる三軸試験につい元，

験機の試作改良，試験方法，供試休の作成方法につき研究している．径20cm,

高さ 20cmのものと径3.5cm,高さ 8cmのものと 2稲の供試休を用いる試

験機を試作した．小型の方は可搬式とした． 目下は庄密透水させる型の試験

を行つているが，将来は間院圧の影聾も研究する予定である．試験結果は良

好，安定である．容精変化の測定も可能で，土の変形破岐の理論に有力な手

がかりを与える．

5・2 基礎地盤土調杏法の研究 助教授 竺木冗竺郎

基礎工の設計施工の基本となる地盤の土質調脊法として，ポーリング孔を

利用して行う闘入試験の実施及び応用法について研究を行つに所内におけ

る基本的実験及び数箇所の現場における応用実験の結果は，この方法の実用

性について十分なる資料を与えている．なお軟弱地盤調査用のヴェインシャ

ーテストの装間を試作し，研究を進めている．

5・3 土壊侵蝕の土質力学的研究 助教授 -⇒木冗竺郎

林野庁の総合研究「森林の治水効果に関する研究」の一環として，土坑俊

蝕の力学的な槻構を明かにするための試験機を試作して多磨川の東京都水源

林で若干の現場実測を行つた．

5・4 スキューラーメ，，，，に関する研究 助教授 久保殷三郎

スキューに架設される橋が最近非常に多くなつてきたが応力分布は明確に

は把握されていない．従来設計計罪及び理論が発表されているが，スキュー

橋（特にスキューラーメン）の実体を測定しなければならないので，模型実

験を行い，集中荷重を受けるときの応力分布を実験的に研究している．終局

においては，設計計邸の理論式を作り出したいと息つている．

5・5 軌条継目部における軌条の衝撃応力 教授 沼田政矩

機関車の働輪により，軌条に謡起される衡撃応力は，極めて小さいことが

最近明かにされた． しかしこれは継目部には当てはまらない結論であるはず

で，果してどの程度の衡撃がここに生じているかを，現場における実測を主
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として研究を行っていろ．

5・6 河川改修後の経過に閃する研究 教授 安芸咬

明治以来，多くの河川に行われた改修工事による稲々の影穂が， どのよう

にあらわれているかについて研究を進めている． これによつて，それぞれの

河川の性格を抽え，今後の河川に関する工事への参考に費そうとする．今年

度においては，その実例として，信観川下流の流送土砂，庄川の河床変動に

ついて検討した．

5・7 河川悴流土砂採取盟の試作 助敦授 井口昌平

河川の浮流土砂1こついて:lit的に知ることは河川こ［：堺の計画のために重要な

ことが多くの場合に認められてきた． しかしわが国ではそれを測定するため

の採取器が未だ十分発逹していないそこで，この採取器の試作を行い・, 実

川的でしかも目的にかなつた採取器の発逹に資そうとする．

5・8 多摩川の浮流土砂に閃する研究 助教授 井口昌平

森林の治水効果を丈証的に明かにナることを目的として，多磨川の東京都

水源林と多磨川の水文学的現象とを研究の対象としている林野庁の総合研究

「森林の治水効果に閃する研究」の中で，報告者は浮流土砂の実測を行},',

それの迎勁状況を明かにしようとする．

5・9 コンクリートの試験方法に関する研究敦授 丸安隆和

コンクリートの現場竹理を行うについては， コンクリートの試験方法の梢

度が悲礎となる． ミキザの練り況ぜ性能試験，圧縮強度に及ぼす供試休端而

の凹凸の影癌，現場における強度試験などについて既に研究をほぼ完成した，

5・10 コンクリートの現場管理についての研究教授丸安隆和

グムその他で多拉にロン・クリートを用いる場合， コンクリートの品質を管

理する方法についての研究であつて，実際千葉市川崎製鉄千期製鉄所建設工

してその資料を集めつつ記り，既に研究発表も行つた．

5・11 槃液注入による訓水防止のエ法に関する研究

新しし

教授丸安隆和

よる罰水防止工事を東京雷力石打発霊所取水グムに
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施工し，極めて注目すべざ成果かえられになおりI続ぎこのエ法な）ljし、て，

仮締切（神流川），トンネルの訓水防止（関門国道 lンネル）なとに施」こする

予定で丸る．

5・12 地上写真測址によるダム地点の測址 教授 丸安隆和

地上写真測址を用いて大縮尺の地図をつくる方法についての研究であつて

日本軽金属の依頼による窟士川支流雨畑川をその対象とし，得られる梢度と

これに影穂する各種の要素について研究中である．

5・13 建築の発逹の技術史的研究 教授 関野 克

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の棋械屯産の段階への

発展をたどつてきた． この過程を技術史的に分析し建築技術の本質と発逹の

法則を明かにすることは，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全

休的に把握するためには不可欠のものである．従来の建築史は例外なく芸術・

史であつて，現代の建築抜術者の要求に殆んど無力であつに本研究は建築

抜術者に対して有用かつ精梱的な示11菱を与えるような建築史の休系を新しく

作りあげることを目的としているものである．

5・14 建築の発逹の技術史的研究 助教授 浜口隆一

建築技術者に対して有用な示陵を与えるような新しい建築史を体系づける

ことが本研究の目的である．この研究は関野克教授と共同して行われている．

浜口はそのうち建築のデザインが最も大きな転換をとげた近代を対象として

これを産業革命一般と建築生産技術の発逹との関述において検討する．そし

て現代を含めて近代建築のデザインを技術史的に分析し．建築技術者に有効

な指針を与えようとするものである．

5・15 耐震壁の応力解析 教授坪井善勝

一般耐震壁即ち壁付ラーメンの応力状態を二次元弾性休理諭によつて追求

し，柱の上下端に剪断力の集中することを指摘し，いわゆる応力分布係数も

単に板の変形のみならずラーメンと壁体との述続条件にもとずく応力配分を

考えるべきことを明かにし実験的事実を理論的に証明した．

5・16 菊肉円店の捩り試験 教授坪井善勝

鉄筋コンクリートの耐震隈に関する基礎的研究として，純粋剪断を受ける
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鉄筋コンクリートの実験を行つてきた．実験方法として円揺の捩り試験を採

用してきたが，本年度においては捩りの外には円話に削加を加えることによ苫

つて，耐震糀の受ける庫庸圧の影怒衷をお炭に入れ，合せて平j1'1i応力を受けるコ

ンク））ート版の破壊理論を検討しようとするものでおる．

5・17 鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート仕口に関する研究

敦授坪井普勝

鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリートに関して柱梁の接合部の性質

はもつとも未解決である．仕口部分における鉄筋の附沼，ハンチ部分の配筋

法ならびに種々の接合法をmいた鉄骨鉄筋コンクリートにおける鉄筋と鉄骨
の協力の問題等を実験的に研究するものである．

5・18 住宅地域の音曹環境に関する研究 教授 渡辺 要

住宅地域内外に混在する工場その他より発生する賢音の影繕認を実測し，住

宅環境の改善をはかるための基礎的毀料を得んとするものである．最後の目

的は測定器を使用せずに調査員が騎音発生源の状況，道路，家屋欄密程度，

距陪締から岡単に住宅地域内における賢音の程度を判定するにある．現在は

当研究室において特に考案製作したサウンドレベル計を使用している．

5・19 刺場の室内音聾に関する研究 教授渡辺 要

刺場内の音場分布，残惑時間，騒音度などにつき研究を行い，オーデイト

リアムの改装並びに設計指針を得んとするものである．測定には短音発生器，

プラウン管式残曹計，サウンドレベル計など（いずれも当研究室において製

作したもの）を用いる．例えば短音発生器をJI]いてオーデイトリアムの中で

出した短音をマイクロフオンで受けオシログラムに記録して，音源から唯一

度だけ出た15ミリ秒程度の短音がいかように→イクロフオンに到逹するかを

示すオシログラムを撮り，塵・天井その他からの反射音の状態の解析を行う．

5・20 住宅ことにアバートの自然換気 助教授 勝田 司

住宅あるいはアペートの自然換気はコンクリート造その他の不燃構造の将

及にともない安全術生上の重大問題である．既往の研究及び新たに実測して

えた値と換気口及び建具院間について理論的にもとめた値とを比較しようと

するものである．

5・21 コンクリートアペートの換気口及び換気筒助教授 勝田邸司
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自然換気法として，隙間及び建具の開放に依存せず必要枇の換気をうるた

めの挽気口の大きさ及びそれらの配骰ならびに換気篇の直径を模型実験にも

と ようとするものである＾

5・22 小学校の通風に関する模型実験 助教授 勝田高司

通風にさいして室内に生ずる気流の定証的かつ三次元的な特性については

いまだ知られていない．試作した全方向微風速計によつて，二三の窓及び間

仕切開口の形式及び大きさの児窟在室状態で児窟に対する効果を1/20模型実

験によつて明かにしようとするものである．

5・23 カラーコンデイショニングと配色基準の研究教授 崖野昌一

カラーコンデイシヨニングはここ数年の間に日本に採り入れられて急速に

発展しているが，アメ））力で定められたものの直輸入叉は改悪の城を出ない

＊きらいがあり，民族性や風土材料の差異を具体的にどう反映させるかが問題

であり，種々の条件を加味して建築各部の合理的な配色基準を求めている．

5・24 軽枇不燃構造の研究 教授屈野昌一

薄鉄板の折曲材を椛造ギ休とした組立式ベネ？レを用いて，住宅、事務所，

車庫，倉庫などを不燃化すするもので，特に本研究所内に害架を主体構造と

した軽祉不燃害庫の試作を行つている．

5・25 弾塑性ラーメンに関する研究 教授 小野 照

構造物の部材の設計が，終局強度式に変革されようとする機運と共に，朔

性変形を考慮したラーメンの応力解析が要望されて来た．朔性を考慮した応

カ鰤には，弾性力学を補正して行く方法と，吼性力学で行く方法とがある

が，当研究室では．，後者の立場に立ち， idealizeされた形の応力と変形の関

係を用いた応力解析の方法の研究を行つた．

5・26 鉄筋とコンクリートの附慾に関する研究教授小野 窯

鉄筋コンクリート構造にあつては，これを描成する二つの性質の異つた材

料の間で応力を相互に伝逹し合つているわけであるが，その伝逹の機構は主

として，この附荒力によるものと考えられている．当研究室ではこの附瘤応．

カの作用に付て，理論的，実験的に研究を行つている. 27年度に行つた研究

は，鉄筋引抜試験における附焙破壊機楷の究明と， コンクリート強度と附瘤
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強度の相対的関係についてである．

5・27 生コンクリートの側圧に関する研究 教授 小野 煮

コンク））リートの施工中に型枠が学んだり， 「バレ」たりすることが実際

の工事現場でしばしば起る． これは生コンクリートの側圧に対して明確な判

断を欠くためである．忍当研究室ではこの側圧を実験室的に叉実際現場におい

て度々計測を行い，側圧の分布状況についての甚礎的資料を得た．

5・28 混合地域に関する研究 教授高山英華

川崎，鶴見地区における工場を主休とする混合地域の発生の過程の分析な

らびに現況の実態調査によつて，この種の混合地域の時殊性を明かにし，都

市計画的の対策を求めようとするものである．

5・29 大都市内部に関する研究 教授醐山英華

東京の区部について，現在及び将来における住宅地の面籾，建物の型式，

容批などの実状とその見透しに関する調査分析を行い，東京の将来における

人口収容力と収容形態を検討し正うとするものである．

5・30 土地利用に関する研究 教授高山英華

東京の区部について，建築用地，交通用地，緑地用地の割合を明かにし，各

地区の特性に応じた土地利用割合の類型を求め，都市の土地利用計画の基礎

的資料としようとする．

5・31 不良住宅地区判定に関する研究 教授高山英華

アメリカの不良住宅地区判定基準を参考として，東京の準工業地域内の不

良住宅地区の居住環境を実態調査し，その判定基準を検討し，わが国に適す

るものを求めようとするものである．

5・.12 住居計画基礎理論（組織分析法） 助教授 池辺 陽

住居計画は部分的には科学化されているが，全休としては経験的な方法が

使われている． この研究では住居組織を個人因子，社会因子，労働因子の 3

因子で竺角座椋化し，これによつて平而の分化，配岡を説明し， クラインの

動線理論を併用することによつて組織をとらえるものであつて，現在その基

礎的分析法を解明し，統計的方法によつてその衷づけを行っている．
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建築用椋準尺度 助教授池辺 陽

従来建築に使用されている尺度は非常に複雑であり，お互いに述関性がな

いこの研究では建築工業化をするときの尺度の標準化を予想し，そのために

理論的実験的研究を行つてきたものであり 3グループよりなる標準尺度を

得た． これは 3.75cm, 37. 5cm, 2. 25cmを基礎とするもので方式は尺貰法

に近いものであり，建築個部から構造単位にまず使用できるものである．

C. 中間試験研究

中間試験研究は，基礎研究の完成したもので，生産に移すために，中間規

模の試験研究を必要とするものについて行う研究である．昭和25年度より実

施し，その研究題目は，毎年選定することになつている． しかし研究の内容

によつては， 2年以上にわたつて継続実施されるものもある．

以下各実施年度における研究題目及び担当者を掲げる．なお27年度につい

ては簡単な説明を附した・

a. 昭和25年度 • 

1)脳波記録器の中間生産

2)新型高精度の微分解析機の試作

5・33

3)小型超高速度カメラの製作

4)逆張力引抜機械の試作及び標準作業

方式の決定

5)時計歩度の電気的測定装置

6)超音波探傷器及び厚味計

7)ラジオアイソトープCo6oを有する医

療用合金の製造

8)試験溶鉱炉における酸素製鉄の研究

9)高粘性アルギン酸の製造

10)魚油または半乾性油から乾性油を製

造する工業的研究

11)降批不燃梢造の実用化試作

教授糸

教授山

技官渡

助教授植

助教授

教授

教授

助教授

鈴

高

高

丹

助教授加

教授金

教授高

教授増

助教授浅

技官藤

教授昼

教授坪

助教授池

川

内

辺

村

木

木

木

羽

藤

森

橋

野

原

森

野

井

辺

英

恭

恒

正

九

武

夫

彦

勝

義

弘

昇

昇

登

夫

郎

雄

実

照

栄

昌

善
勝

陽
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12)地上写輿測弛用図化機械の改良

b. 昭和26年度
1)脳波記録器の中間生産及び医療用器

械の改良に関する研究（一部継続）

2)新型高精度の微分解析機の試作（継続）

3)電気容祉型ひずみ計

4)ガス切断用ノズJl,の試作

5)位相差顕微鏡に関する研究及び試作

6)小型超高速度カメラの製作（継続）

7)高性能磨擦ポンプの試作研究

8)試験台による自動車性能の研究

9)共振型材料疲労試験機

10) 10, 000 Mc (波長30cm)における誘

電体特l生及び伝送回路損失測定装慨

の中間試作

11) ラジオアイソトープ CoGoを有する

医療用合金の製造（継続）

12)新方法によるアルコールの製造

13)特殊電極を用いるマグネシウムの述

続電解

14)塩化ビニル樹脂の新可峨剤X4の製

造研究
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15)携帯）H立体角投射カメラの製作とそ 教授渡辺 要

の応）廿研究 教授久保田 広

16)地上写真測拡用図化機械の改良（継続） 助教授丸安隆和

17)降址不燃書庫の試作（継統） ' 教授星野昌
教授坪井 勝

C. 昭和27年度
1)微分解析機（継続）

教授山内恭彦 抜官渡辺 勝

東大として機械式微分解析機の第1号試作機は，理工学研究所にあるが，

当研究所はこの研究を基礎として，第2号機の試作を取上げ，昭和25年以来

継続研究を行つている，現在戟分槻4台，出入力卓各1台を備えた． この機

械は当所の主要研究設備として 60ページにその性能等を記述してある．

2)起振器による構造物の振動険測

教授岡本舜三 助教授久保腹三郎

従来理論的にラーメンの振動，曲り梁の振動，厚肉アーチの振動等を研究

し，これを数個の実物について実験したが，これらの測定結果を理論的計算

と比較してみると一致する部分もあり，一致しない部分もあつた．即ち野外

にある構造物のように境界条件の複雑な場合は，簡単な仮定に基く公式をそ

のままあてはめたのでは，十分な解明は得られないこの意味から理論にと

りあげられた条件の不備を補うため，野外実測を強化し，本年度は，橋梁と

して葛飾橋• 市川橋・浦安大橋同小橋について実測をなした．なお次年度は

港湾梢造物として横浜池棧橋について研究をなす予定である．

3)価撃波管及びその附属装箇の試作 教授玉木章夫

高速気流の研究は，現在空気力学の中心課題であるが，高速風洞の建設に

莫大な費用を要するということが，この方面の研究の障害となつている．衝

撃波管による実験法を確立することにより，従来の高速風洞の 1/100以下の

費用でこれと同等，あるいはそれ以上の研究ができるようになる，また衝撃

波の速度をはかる装置瞬間搬影装岡は，一般の高速現象の研究にも応用さ

れる．本研究において，衡撃波管ならびに電子管計数回路を用いた波速計，

瞬間写真撮影時刻記録装骰などを試作した．現在は，両撃波のうしろの流れ

を利用して遷音速流の研究を行つている．
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4) 自動車用流体変速機の研究

教授宮津 純 助教授平尾 収

助教授立理 厚 助教授千々岩健児

助教授石原智男

流休変速機は外国特に米国においては，実用の域に逹している．わが国で

も大型バス， トラクター， プルトーザ，工作機械，土木用機械，農耕用機械

あるいはウィンチ用の高速機としてなど実用化が望まれている．本研究では

(1)流休力学的研究及び新形式変速機の試作及び実験， (2)自動車と組合せた場

合の性能の研究， (3)製作法の研究について，それぞれの成果を挙けており，

年度にはさらに実用化の研究に進む計画である．

5)自動制御の応用

教授高橋安人 助教授大島康次郎

自動調盤及びサーポ桟構に分けて総合的に全分野の要点をつこうとしてい

る．前者については，自動制御装岡，制御対象，信号発信及び記録装骰，計

算機構を重点的に設備することによつて，広く自動制御の工業的諸問題を最

新手段によつて研究し又後者についてはサーボ機構モデルを作製し，それを

用いた周波リスポンス法による実験で，サーボの設計資料を集籾し，最適調

幣の条件等を確立するための研究を行つた．

6)小型超高速度カメラの製作（継続） 助教授植村 義

本研究は，昭和25年， 26年度において，高速度カメラの本体とその必要な

部分品を完成組立して，試運転を行つた．その結果，本年度は多面体反射鏡

の改善，回転安全試験のための基礎コンクリート及び防御壁設備を行い．照

明用強カアーク燈を賑入． これによつて火薬の爆発燃焼状況，研削砥石の破

壊状況，材料の衝撃破壊状況，写真用シヤッターの迎勁機構等の高速度現象

を撮影解析した．

7) 24,000 Mc帯における誘導体特性，金属表面状態測定装置の試作とそ

の工業化学分析への応用

助教授斎藤成文 助教授武藤義—
当所におけるマイクロ波でのど，tano測定装讃の研究，数年来実施してき

たもので，既に 4,000Mc帯及び10,000Mc帯において顕著な成果を収め実

用に供されいる．本年度はさらに周波数を高めて24,000Mc帯での研究を行

う． この周波数帯にはNH3,CO2を初めとして数多くの物質の異常吸収現象

が存在し，この吸収周波数は温度，湿度，圧力等の他の要素にようて影曹を
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受けないので，これによつて，工業化学分析に新しい分野をひらくものと考

えられる．既設の 10,000Mc幣装置の内，低周波装骰の軍源及び検出部の一

部を兼用するほかは，すべて新しく試作するることとした．

8)電子管式アナログ・コンピューター

助教授野村民也 教授沢井善三郎

この種の装骰は，任意の常徴分方程式で表現される系の特性，特にその一

般解を自動的，数値的に，かつ迅速に与えうるものである．本研究では，甚

礎的研究を従来につづいて行うとともに，実用装骰として，その性能を各分

野の問題解決への手段として利用しうるようにすることを目的とし，積分回

路8台，徴分回路2台その他を試作する．紡度は直線系の場合1疫以下，非

直線系叉は任意函数をふくむ場合5Jる以下に総合して収まる程度を目標にし

て設計を行つた．

9)新方式によるアルコールの製造（継続）

教授友田宜孝助教授山本 寛

助教授中村亦夫

現在行われている工業的アルコール製造法としては，合成法を除き，在来

の発酵方法では収率もほとんど限界点にきている． これを解決する方法とし

て，われわれの珀手したのは仕込濃度を高くして燃料費，人件費を節減し，

アルコールの歩留を向上して生産費を低くすることであつた．即ち，酸糖化

法と無歯的随法との折衷方式を行い，濃厚仕込を研究し，その実験室的方法

に成功したので，酸糖化釜，中和槽，発酵槽，蒸溜機等を中間規模のものに

移し，諸条件を確定しつつある．

10) 3 ton溶鉱炉における特殊吹精試験

教授金森九郎 教授玉木章夫

助教授桑井源禎 助教授仁木か栄次

助教授加藤正夫 助教授武藤義

助教授松下幸且雄

本研究は，酸素製鉄の一方法として吹梢用羽口から直接炉底に酸素富化プ

ラストを吹きこむもので，既に 150kg/hrのキュポラでは好成績を得た．そ

の結果，昭和26年，八l幡製鉄所の協力により，同社の 3ton試験高炉を使用

して中間試験を実施した．昭和27年は引続き同高炉において精密な仕上げ試

験を行い明年以降大型高炉への適用に十分な資料を得ようとするものである．

11)放射性同位元素の工業への応用

班長教授谷安正，班員教授屋合正治・
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藤高周平・高木昇・福田義民• 菊池真一• 一色貞文，

助教授加藤正夫・斎藤成文•松下幸雄・仁木栄次·

安逹芳夫・小川岩雄外に班員 3名

放射性同位元素は金属処理中の不純物の混入の径路の追跡とか，化学工業

における物質の散逸経路の追跡締のトレーサーとして用いられるばかりでな

く，それが放射能をもつことを応用して自働調節とか，放電管の安定性の保

持とかに利用できる．本研究班はこれらの問題について総合研究を行ってい

る． なお27年度は， 特に実験室の盤備強化につとめ， GMヵウンター・ス

ヶーラー， ドラフト・チェンバーその他を購入し，又，実験室の改造工事等

をも行つた．

12)セメント注入及び薬液注入による地磐の固結方法の研究

教授丸安隆和助教授今岡 稔

電源開発における場合等のクロム建設地点には，砂利府の深い個所が多く，

ここをしめきつて掘さくを行うことは難事業でありかつ高価につく，七メン

卜注入，薬液注入による地盤固結方法は，この問題解決のために研究され，

昭和26年度に農林省両総用水第20号トンネル及び建設省五十里ダム仮締切に

利用して好結果を得た．本年度はさらに従来用いられていた注入ボンプのバ

ルプを， コンクリートポンプに用いられているものに改造して，セメント，

薬液と砂とが混ざつて注入できるポンプを試作した．

13)全方向徴風速計の実用化 助教授勝田高司

助教授橘 藤雄 助教授江口雅彦

本機は環境衛生J::の調査に室内の微風速測定器として使用するものであ

る．従来のカタ温度計は，一種のアルコール温度計であるため方向性がある

こと，遠隔操作ができないこと，加熱に温水を必要とする等の不便がある．

本機はこ和ら欠点を除去し，密閉室内，小屋裏，ダクト内部などの気流測定

も可能である．本試作では，金属と合成樹脂を材料とし，自動平衡プリッジ

を応用して携帯できる実用計器の組立，最低風速00.5 rn/sに及ぶ検定をす

るための棚準となるべき徴風速風洞を設備しつつある．

14)経址不燃書庫の試作（継続）

教授星野昌ー 教授坪井善勝

折曲鋼板で梢成された曹架を構造主休として，ベネル式外壁および箱形］｀

ラスをのせて不燃材で外装をしたもので，普通の鋼製害架をつくる資材と経

費の 30銘増程度で建物全部が完成し，工期の短縮(-80Jる），鋼材の節約(-20

劣），重批の軽減 (-60%),経費の節減 (-40劣）が可能である．試作に当つて
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害架および壁ペネルの実物強度試験を行い，

かめた．

十分な安全度があることをたし

15) 鉄の肺国産に関する研究試作• 教授糸川英夫

小児麻痺息者に用いる鉄の肺は，わが国には， GHQの厚意で借用してい

るものと，ケア物資で寄贈されたもの 1個があるのみであつて，かねて国産

化が望まれていた．外国のものは特許や製作権にも関係をもつので，国産型

として新しい考案を行つた．

D. 受託研究

当所の受託研究は，

年度

昭和24

25 ” 

昭和24年度から開始し，次のような歩みを示している．

受理件数 金額（単位千円）
......、夕. .. 

3 100 

27 998 

1,468 

43 3,759 

委託者は主として工業生産に関係ある諸会社と，官公庁である．昭和27年

度中に受理した分につき，題目等を挙げれば次の通りである．

研究題目 研究担当者
.... --..... ―........、～、―・・・- ----・ ヽ.... . ...、、、- ...... - .. ヽ ダ

1)溜池余水吐模型試験 井口昌平
2)・; 埓油油の利用に関する研究 浅原照

3)鋼管圧延機芯金棒屈曲防止法の研究 鈴木 弘

山田嘉昭

森脇義雄

岡 宗次郎

菊池

仁木

武藤

星合

野村

谷

野

鈴

且

” 26 41 

” 27 

4) ミリセカンド・メーターの試作

5)燐鉱石及び燐酸肥料中の燐の迅速分析に関する研究

ぃアナログ電気演算器の研究

7)七レン整流板の改良

8)芯抜嬌正機の試作

栄

義

正

民

安

次

崎

木

理

治

也

正

弘

弘

厚
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9)ペーチシコン・クロストグラフ自動採取器の試作に

関する研究

10)極超短波用電線及導波管に関する研究

11)流休式逆転装置

12)干渉計の試作

13)顔料用アルミニウム箔粉の製造に関する研究及び

試作（第二次）

14)ペレット焼成に関する基礎的研究

15)超音波厚み計による薬品タンクの歴蝕検査

16)基礎地盤の調査設計並びにコンク））ートの品質管理

に関する実験研究

17)軟弱地盤を涌る水道管の基礎工法に関する実験的研究

18)電気検屑器の研究試作

19)不凍剤としてのレプリン酸ソーグの利用に関する研究

20)ガス熱韮自動制御の検討

21) =ッサン機関の性能向上に関する研究

22)車軸用超音波探傷器の研究

23)紡織機械の改良に関する研究並びに試作
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菊池

星合正治

斎藤成文

宮津 純

石原智男

久保田 広

小瀬輝次

加藤正夫

原 善四郎

玉木章夫

橘 藤雄

千千岩健児

高木 昇

丹羽 登

福田武雄

星埜 和

丸安隆和

三木五三郎

三木五三郎

糸川英夫

兼重寛九郎

岡 宗次郎

平尾 収

橘 藤雄

武藤義

高橋安人

平尾 収

高木 昇

丹羽 登

兼重寛九郎

高橋安人

瓦理 厚



2,1)千渉フ 4ルターの製作に関する研究

25)東京都水道局馬込給水場第2号浄水池基礎地質調査

26)信濃川旧川浮遊土砂に関する調査

27)極超短波測定に関する研究

28)特殊放電管の研究

29)水車発霞機自蔵冷却ファンの裂型についての研究

:10)化工器材としての耐熱合金の研究及び試作

31)流休変速機

32)超高周波伝送線路の研究

33)柩超短波における同軸ケープル用端子の設計測定

並びに温度特性の研究

34)送電線の品質向上に関する研究

:~5) ポーラログラフ附属装置の試作

36)高速度カメラによる研磨砥石の破壊に関する研究

:17)鋼管の特殊引抜機の設計

38)金属板表面電気抵抗測定器に関する研究並びに試作

39)可朔剤としてのレプ））ン酸の利用に関する研究

（第2次及び第3次研究を継続）

40)質枇分析計型真空淵洩検知器の試作

41) プロペラ水車の性能向上に関する研究

42)卓上型扇風桟の奨の合理的設計に対する基礎資料の

作成

広

郎

平

治

文

治

正

文

平

夫

生

民

夫

雄

純

男

雄

治

文

弘

弘

郎

三

椙

正

成

正

安

成

周

芳

長

義

正

幸

智

義

正

成

真

恒

一

{

4

田

五

善
ロ

合

藤

合

藤

高

逹

町

田

藤

下

津

原

脇

合

藤

木

池

村

木

ト

J
 

保

木
久

三

井

届

斎

屋

谷

斎

藤

安

水

福

加

松

宮

石

森

星

斎

鈴

菊

植

鈴

沢

石井義郎

富永冗郎

兼重寛九郎

石原智男

玉木京夫

谷 一郎

3. 

A. 

主要な研究施設

特殊研究設備
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1) 徴分解析機

この桟械は常微分方程式を機械的，自動的に短時間で解く大型の計算機械

であり，わが国では試作2号機であるが，その規模は一番大きく， MIT,

GE等の徴分解析機と同程度の容証を目ざしている純機械的方法による計算

機で，その特長として信頼度や精度が高く，叉解答の有様が目に見えるなど

の点がすぐれている．

現在籾分機4台，出入力卓各1台を備えた，いわば将来拡張される時の核

ともいえる部分を試作中であるが，将来積分機20台を目椋にしており，完成

の暁は，常徴分方程式ならばどんな形のものでも，叉偏微分方程式，フー））

工分析，定籾分計罪などにも活用し，所内外の研究の有力な補助手段として

生かしてゆきたい

なお本研究は中間試験研究として行われている．

2) 電子顕微鏡

当研究所には，日立製作所製HU4型及び日本電子光学研究所製JEMl

型の 2台の電子顕微鏡が設置せられており，それぞれの主要要目は下表の通

りである．

直接倍率

巧v. n 弓I {「ft
ク 19陪 庁厄

終像 0)大きさ

H U 4 型

3, 000-15, 000倍

150,000倍

゜30 A 
直径 60mm 

J E M 1 塑

2, 500-5, 000倍

50,000倍

゜30 A 
直径 45mm 

JEMl型は，屈5分解能電子廻折装置としても使用できる．その最高のre-

solution indexは3X 10-0である．

その他に雷子顕微鏡用附属器具として，真空蒸滸装爵・試料分散装骰．

離真空計・位相差顕微鏡等も完備している．

この霞子顕徴鏡室は，所内の研究員から成る総合委員会によつて迎営され，

各研究員からの需要に応じて各稲の毀料を撮影している．

3) 放射性同位元素実験室

本実験室は，七ミ・ホット（数十ミリキュー））ー）の取扱可能の設計を行

つてある．又健康管理の必要上，末と壁をコンクリート作りとし，特にコン

タミネーション (R.I. による汚染）防止のため，一切の設備，器物の表面

に特殊塗料による塗装を施し，さらに特殊配線工事も行つてある．化学操作

と測定室とは，厚さ 40cmの鉄筋コンクリート遮蔽糀で二重に仕切られて
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あり，それぞれに，次のような器具が備付けられてある.R. I. 貯蔵庫，特

妹実験台， カナダ型 R.I. r甘ドラフト・チェンパー，換気用強カファン
(150m3 /min), ガイガー・カウンター・スケーラー 3台， ローリッツェン

検雷器，サーベメータ，遠隔操作台，その他 R.I.n:! 各種化学器具等．

4) 材・料実験室

材料実験室には各種容址のアムスラー型万能試験機の外，捩り，衝撃，硬

さ試験槻が設閥され，附属のひずみ計等の測定機器は常に良好な状態に賂備

されている． また別に疲労実験室，構造実験室がある．材料試験の重要性お

よび新しい材料・の急速な進歩に対応するため設備の充実にたえず努力がはら

われ，この 2年間に疲労試験槻4台が新設された．抵抗線型および容址型ひ

ずみ計に関する活旋な研究，油圧ボンプと薄板試験機の賂備，振動台の建設節

によつてあらゆる試験に最新の技術をもつて応ずる準備が幣つてきている．

5) 暖房用放熱器試験室

暖房用放熱器の性能試験は規定により外室の内部に二重に設けた試験室内

で行わねばならず，試験室の各部の寸法等も10鯰の許容偏差の範囲内で規定

された寸法を有するものでなければならない． しかも鋳鉄および鋼板放熱器

と対流放熱器とでは規格が異るが，本試験室はそのいずれにも適合し，かつ

測定を正確容易にするように設計されている．

6) 自動車試験台

自動車試験台は自勁車の走行抵抗，振動及び乗心地などの研究に用いる．

その主要部は直径約 1,400mmの回転ドラムと 200I-Pの電気動力計とからな

る．霞気動力計はドラムを駆動するか，逆に自剌車がドラムを駆動するとき

の出力を吸収する． この試験台によつて振動試験を行うときは， ドラムの円

周上に正弦波状のカムを取りつけて駆動し， ドラム上の車に正眩状の強制変

位を与える．走行抵抗などの測定にはカムを除いて車の推力などを測定する．

7) 軸流水車性能試験装慨

外径 150mmの各種庫庸流水車模型羽根車の性能試験をする装閥である．全

迎転範囲で安定な実験を可能にする特殊電気式動力吸収装置を備え，また水

車軸の庫庸受抵抗が測定 I、ルクの中に含まれるようになつており，ストロボで

袖正された充放電式回転計，捩り棒使用の光学的 l、ルク測定装閥等と共に高

，＇梢度の実験を可能にする．現在これを用いて高速高性能羽根車の性能を研究

中である．

8) 16mm FAST AX高速度カメラ

米国 WollensakOptical Co. 製の回転プ））ズム式高速度カメラで，光学
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的調整装岡として4而休プリズムを使用している. 16mmフイルム (100呪

巻）を用い，何秒150~7,000駒の撮影速度を有する．直他は約 11kg,大ぎ

さ28cm立方で小型携幣）FJにでさている．附屈レンズとしては35111111(広角），

50mm, 101mm, 152mm, 381mmの5種を購入した．

9) 摸擬送電線

送電線上を搬送通信波及び衝撃波が如何にして伝播するかという問題は最

近電力線搬送，故障点指示装置の実用化と共に電力界の大きな課題とな：って

いる．当所ではこの線にそつて西東京幹線の 1/10スケールの投擬送電線を

長さ 2.1kmに応）施設し，基礎的研究，実用的研究を行っている．更に送

電線のコロナ放電より生ずる叩害電渡が放送聴しゆに妨害を与える問題が注

目されているが． この点に関しても本校擬送電線が活用され，種々の基礎的

研究が行われている．

10) 電子管式アナログ・コンビユータ

電子管回路の組合せによつて，徴分方程式の解を，簡易，迅速，かつ自動

的にプラウン管上に描出する装慨である．現有の装閥は，柏分回路及び定係

数回路各8,加罪回路 (4入力） 4, 符号変換回路8,非直線性導入要素2,

指示回路1,それど遥源などの附属部分からできている．これで8階までの

任意の常徴分方程式の解を求めることができ，現在，自動制御装盟の解析や

合成の研究に主として使用されている．梢度は定係数常微分方程式の場合l

忍非線塑の場合で3,9¥る程度となつている．

11) マイクロ波の施設

数年前よりマイクロ波，主として 4,000Mc帯の測定装置の研究を行つて来

たが，特に誘電休特性測定装置に関しては， 4,000Mc幣のものの実用化研究

を完成した，本装骰は固休絶緑物の誘電特性のみならず高周波ケープル，等

波管の減衰定数の測定に利用されている．更に 10,000Mc帯， 24,000Mc幣

の装岡に関する研究もほぼ完成の域にあり，現在 10,000Mc幣の装箇を用い

乾燥空気の誘電率変化より乾蝕度の測定を行つている．その他， 4,OOOMc帯

の定在波測定器の標準化に関する研究も続行中である．

12) ペン記録式自記ボーラログラフ

本装閥は， (a)菊池研究室にあるものと， (b) 岡・仁木研究室にあるもの

との 2種がある．

(a) ポーラログラフの電流は通常11Aの程度で，これを反照検流計にて廻

転するプロマイド紙に描かせるのを普通とするが，本法はこの徴少電流を直

流増rj1Lて2mA記録電流計にペン記録せしめるもので明所にて直接観測す
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ることができる． （菊池研究奎）

(b)富子管式自動平衡記録計を）廿いたペン記録式ホーラログラフは，わか

国で最初の試作品である．特殊なプリッジ回路を用いているので，補正項な

く正しい加電圧が記録紙と同期して直ちに得られるのが特徴である．電流感

度は100-5 pA/180mmの間可変である． （岡・仁木研究室）

13) 土の三i!i1h圧縮試験機

揺梁や建築物の基礎地盤の耐力とか土ダムや法面の安定などを調杏し，合

理的な設計計罪を行うに当つて基本となる土の強さや変形を測定するため三

軸試験が）廿いられる．三庫庸試験機は土の円柱状供試体の周辺に液圧を加えか

つ軸方向の圧力を加えて変形破壊の経過を測定するもので，これから粘滸カ

磨擦角のより正しい値を求め，容精変化，間隙圧の影靱を調べることができ

るので最も悛れた土の強度試験法とされ，土の破壊理論を立てるため必要な

データを得るのにも役立つ．

本所備付の機械は

(1) 供試休の経7cm,高さ20cm

(2) 供試体の経3.5cm,高さ 8cm 

の2種で，後者は総璽証約 60kg,小型可搬式で現場測定に使である．

14) 地上写真測址）！］機械

グム地点，波の状態など9の普通の方法では測址，測定が困難なものに実体

写真を利用することが非常に使利であることは既に認められている． しかし

実休写真を使つで測定する場合，高い梢度を必要とする場合には写真機，撮

影の諸元，写真測定機械の精度などが璽要な問題となる．従つて，写稟機，

写真測定機械は十分精密なものでな'ナればならない．

当研究所は，地上写真測址用写真機として Zeiss製のCIHBを備え，これ

によつて得られた写真を， Autocartgraphによつで測定している.Auto-

cartgraphは本来は航空写冥測祉用のものであるが，これを地上写真測批用

に改造し，わが国では極めて数少い貴重な装箇である．

15) 模型試験用振動台

振勁テープルは 1.50x 1. 30mzの鋼製で，テープルの下部に一対のエク七

ン］、リックマスの回転装閥が取付けられている．自由振動を起す場合にはバ

ネ鋼板の弾性による．振動性能振幅は 10cmまで，振動周期は 0.01秒から

0.3秒程度までである，

B. 試作工場

各研究部の注文に応じて，金工，鍛工，木工，ガラス工等に関し，試作，
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改造，修理等の各種工作を行う．

試作工場には工場長を『閉くの外，各部から選出した委員によつて組織する， 
工作委員会があつて，その述営に関与する仕粗になつている．

a. 面積

機械工場

木工場

168坪

50 II 

ガラス工作室（分室）

他に木工場二階 (50坪）を第2部より借用し，木材閥場及び設計室に使用

している．

b. 設備

旋盤 11台

フライス盤6台

平削盤l台

竪削盤1台

形削盤2台

研磨盤5台

ボール盤3台

空気槌l台

歯切盤3台

他に小機械類

C. 図書室

（池貝8尺，大隈8尺，島本8尺他）

（日立横型2番他）

（北上2m) 

（福井 1211)

（大隈 18叫土屋 1811)

（大隈GHU型， ノルトンエ具研磨盤他）

（大日本工機Imラジアル他）

(1/10 t) 

（東京槻械フェロー型他）

（木工機械を含む）14台

元第て工学部の蔵害を，そのまま転換し，これに研究所開設以後，毎年相

当予罪を計上して充実を図つている．その配買は中央本館内に，中央図書室

を設け各研究部の利川を図る外， 5研究部に8分室をおいて，それぞれの部

の利用を使ならしめるようにしている． この配罰は，当所の研究分野が，工

学のきわめて広い範囲にわたつていること，構内が広いため距離的条件等を

芳慇したこと，研究所の建物がすべて木造建築であるため火災節の場合を考

慮したことなどによるものである．

図1り室の連籾は，各研究部から選出された委員によつて組織する図害委員

会の指導• 監抒の下に行われている．

図害の分類は，当研究所独自の方法によつている．

1) 建物延坪数（中央図害室及び分室） (8 

庫 251坪
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閲覧室 113. 5坪

46. 75坪

計 411. 25坪

2) 蔵害数

洋 29,790冊

和 33,235冊

計 63,025冊

3) 外国専門雑誌

現在予約購読中のものは 161種で，その内訳は下記のとおり．

略 号 僑号ないものは不定期刊）

M ; monthly S-M : semi-monthly (A) : American (F) : French 

B-M : bi-monthly Q : quarterly (E) : English (Swi) : Switzerland 

W : Weekly B-W : bi-weekly (G) : German 

Allgemeine Vermessungs Nachrichten. (G) ................... …..... M 

American Machinist. (A) ................... . ................. B-W 

Angewandt.e Chemie. (G) ...................................................... S-M 

Applied Mechanics Review. (A) . . . . . . . . . . .. . .. . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . .. .. . . . M 

L'Architecture d'aujour d'hui. (F) ....................................... B-M 

Architecture Forum. (A) . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . M 

Architectural Record. (A) . . . . .. . .. . . . . . . . . .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . M 

Architectural Review .. (E) ......... .......................................... M 

Archiv. f. Eisenfuttenwessen. (G) ....................................... M 

Archiv. f. Elektrische Ubertragung. (G) ... .'....... .................. M 

Archiv. filr Technischen Messen (G) . . . . . . . .. . .. . .. . . . .. . . .. . . .. . .. . . . . . M 

Aundio Engineering. (A) . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . .. .. . . . . . . . . . . M 

Automobile Engineering. (E) .. . . . . . . . . . . . . . .. . .. . . . . . .. . . . . . .. .. . . . ... . . . .. . M 

Bauingenieur. (G) .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . .. . .. . . . . ... . . . . .. .. . .. . .. . . .. .. . . . . M 
篠

Bautechnik. (G) . . . .. . .. . .. . . .. ... . . . . .. . .. . . . . .. . . . . .. . .. .. . . .. . .. . .. .. . .. . . . . . .. M 

Bell Laboratories Record. (A) . .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . .. . . . . . M 

Beton und Stahlbetonbau. (G) ............................................. M 

Blast furnace and Steel Plant. (A) . . . . . . . . .. .. . .. . . . . .. . . . . . . . .. . . . . . . . .. M 

Brenstoff Warme Kraft. (G) . . . . . . . . . . . . .. . .. . . .. . . . . .. . .. . . . . . . . . . .. . . . . . .. M 

Brown Boveri Review. (Swi) . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . .. .. . . . . . .. . .. .. . . . . M 

Bulletin. A. S. T. M. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . .. . .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . 8 Vols. 
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Bureau of Standard Journal of Research. (A) ......... ............ M 

Cereal Chemistry. (A) .................................... .. ................ B-M 

Chemical Abstracts. (A) .......................... :........................... S-M 

Chemical Engineering. (A).................................................... ・M 

Chemical and Engineering News. (A) ... .............................. W 

Chemical Engineering Progress. (A) .. .. .. .. . .. . .. . .. .. .. . .. .. .. .. . .. . .. M 

Chemical Reviews. (A) . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. .. . .. .. .. .. .. .. .. B-M 

Chemische Berichte. (G) ...................................................... B-M 

Chemie -Ingenieur -Technik. (G) .. .. .. .. .. . .. .. .. .. .. . .. .. .. .. . .. ... .. .. .. M 

Chemisches -Zentralblatt. (G) .. .. .. .. .. .. .. . .. .. . .. .. .. . .. .. .. .. . .. .. . .. .. .. . W 

Chemistry and Industry. (E) .......................... :............ ......... W 

Civil Engineering. (A) .. .. . .. . .. . .. .. .. . .. . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. .. .. .. .. . M 

Civil Engineering & Public Works Review. (E) ... .. . .. .. .. .... .. ... M 

Compte Rendus Hebdoniadaires des Seances de l'Academie W 

des Sciences. (F} ..................... ............ ...... ........................ W 

The Dock and Habour Authority. (E) .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. .. . .. .... .. . .. . M 

Electrical Communication. (A)............................................. Q 

Electrical Engineerng. (A) .. .. . .. .. . .. . .. .. .. .. . .. .. . .. .. .. .. . .. .. .. .. .. . .. . M 

Electrical World. (A) .. .. . .. . .. . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. .. . .. .. . .. . .. .. .. .. .. . W 

Electronics. (A) .. . . .. .. . .. . .. .. . .. .. . . . . . .. .. .. .. . .. .. .. . .. . .. .. .. .. . .. . .. .. .. .. . M 

Electronic Engineering. (E) ................................................. , M 

Elektrotechnische Zeitschrift. (G) ... ... .. . ...... ... ........................ S-M 

Engineer. (E) . .. .. .. .. . . .. .. . . .. .. .. . . .. .. . . .. . .. .. . . . . .. . .. . .. .. . .. .. .. ... . .. . .. W 

Engine.ering. (E) .. . .. .. . . .. . .. .. .. .. . .. . .. . .. . .. . . . . .. . .. .. .. .. . .. . .. . .. . .. . .. . .. W 

Engineering News l{ecora. (A) . .. .. . . .. .. . .. .. . . .. .. . .. . .. . .. .. .. . .. . .. . .. W 

Fernmelde Technische Zeitschrift. (G) ................................. M 

Fette uqd Seif en. (G) ...... ...... ... ...... .. . .................. .................. M 

Foundry. (A) ...................... ・.............. ... .. . .. . .. . .. .. .. .. . .. . .. . .. . .. . .. . l'v1 

Fou :1dry Trade J onrnal. (E) .. .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. .. . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. . W 

Forschung auf dem Gebiete des Ingenieurwessens. (G) .... .. 

、Frequenz.(G) . . . ... . . . . .. . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . .. . . . . . . . . . . .. . . . .. . . .. . . . M 

Le Genie Civil. (F) .... .. .. .. .. .. .. . .. .. .. . .. .. .. .. .. .. .. . .. .. .. .. .. .. .... .. . .. .. . S-M 

General Electric Review. (A) .... .. ... .. .... .. .. . .. .. .. .. .. .. .. .. .. . .. ... .. .. M 

Gesundheits -Ingenieur. (G) ................... .. ........................... ・M 
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Giesselei. (G) .................................. :....... ..................... ... ...... S-M 

Heating Piping and Air Conditioning. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . M 

Heating and Ventilating. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . M 

Heizung Liiftung Haustechnik. (G) ....................................... B-M 

Helvetica Chimica Acta. (Swi) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . .. .. . . . . . . . . ... .. 8 I-left 

Horological Journal. (E) .................. .................................. M 

La Houille Blanche. (F) ...• .................................................. M 
Ill . ummatrng Engmeering. (A) . . . . .. .. . . . . . . . . .. . . . . . . . .. ... ... . . . . .. . .. 10 Nos 

Industrial and Engineering Chemistry. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

with Analytical Chemistry. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Ingenieur -Archiv. (G) ....................................................... . 

Instrument Practice. (E) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Iron Age. (A) . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . W 

Iron and Steel. (E) ...................... ,........................................ M 

Journal of American Concrete Institute. (A) ..................... 10 Vols. 

Journal of the Acoustical Society of America. (A) ............... B-M 

Journal of the A eronautical Science. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of American Chemical Society. (A)........................... S-M 

Journal of American Society of Naval Engineers. (A) ......... Q 

Journal of Applied Mechanics. (A) ................. : ...... :.............. Q 

Journal of Applied Physics. (A) .......................................... M 

Journal of the British Institute of Radio Engineers. (E) . . . . . . M 

Journal of the Chemical Physics. (A) ........................... ,........ M 

Journal of the Chemical Soceity. (E) .................................... M 

Journal of Electrochemical Society. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of Franklin Institute. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of Institute of Metals. (E) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of Iron and Steel Institute (E) .......... ....................... M 

Journal of Metals. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of th~Optical Society of America. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of the Organic Chemistry. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . M 

Journal of the Physical Chemistry. (A) ................................. 9 Vols. 

Journal of Polymer Science. (A) .......................................... M 

Journal of Royal Institute of British Architects. (E) 
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Proceedings of the Royal 

Journal of Scientific Instruments. (E) ................................ . 

Journal of Society of Motion Picture & Television Engine-

ers. (A) ............................................................................. . 

Light Metals. (E) ................................................................. . 

Machinery. (E) .................................................................... . 

'VI " arcom Review. (E) ..... . 

Marine Engineering and Shipping Review. (A) .. 量．．．．．．．．．．．．．．．．．．

Mathematical Tables and Other Aids to Commputations. (A) ... 

Mechanical E ・ngmeenng. (A) ............................................... . 

Metal Finishing. (A) ........................................................... . 

Metal Industry. (E) ................................................... . 

Metal Progress. (A) .............................................................. . 

Metallobenflache. (G) 
Metallurgia. (E) ......... ・.・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_・_ :・_・_・_::: :・.: :・. :・.:: :・.:: ・.: ・.:::::::::: :: : : : : 

Nature. (E) .......................................................................... . 

Naturwissenschaften. (G) ..................................................... . 

N ucleomcs. (A) ...... . 

Philips Technical Review. (A) 

Philosophical Magazine. (E) ............................................... . 

Ph otogrammetric Engineering, (A) ...................................... . 

Photographic Journal. (E) ...................................... . 

Physical Review. (A) ........................................................... . 

Post Office Electrical Engineers'Journal. (E) ....................... . 

Proceedings of the American Society of civil Engineers: (A) .. . 

Proceedings of the Cambridge Philosophical Society. (E) .... .. 

Proceedings of the Institution of Electrical Engineers. (E) .. . 

Part I -General .......... . ............................ B-M 
Part 2-Power Engineering ........................................ : ....... B-M 
Part 3-Radio & Communication Engineering ..................... B-M 
Part 4-Collected Monographs ............................................ . Q 

Proceedings of Institution of Mechanical Engineers. (E) .... .. Q 

Proceedings of the Institute of Radio Engineers. (A) .. …….... M 

Proceedings of the Physical Society of London. (E) "A" ........ . 

"B" ....... .. 

Society of London. Series A. (E) .. . 

M 

M 

M 

w

Q

M

Q

M

 
M 

w 
M 

M 

M 

w 
S-W 

M 

M 

M 

Q

M

 
s
 B-M 
Q 

Q
 

M 

M 

S-M 
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Product Engineering. (A) 

Public Roads. (A) ................................................................. . 

Quarterly Journal of Applied Mathematics. (A) .................... . 

Railway Age. (A) ................................................................. . 

Railway E ・ngineenng & Maintenance. (A) ......................... .. 

Roads and Raod Construction. (E) ..................................... .. 

RC  A Review. (A) .............................................................. . 

Ref. ngeratmg Engmeermg. (A) ............................................ . 

Review of Modern Physics. (A) ........................................ .. 

Review of Scientific Instruments. (A) .................................. .. 

Revue de Metallurgie. (F) 

Roads and Streets. (A) ....................................................... . 

::k Ep;:!:::;.・ 悶：・.・.・.・.・.・.::・.・.:.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.:・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.:・.・.・.・.・.....~~Vo~ 
SAET ransactions. (A) ................................ , . . . . . . . .. .. . . . . . . . . . . Q 

Schiff 11. Hafen. (G) ............................................................ M 

Sch . we1zensche Bauze1tung. (Swi) . .. . .. . .. . .. .. .. .. .. . . .. . .. .. . . .. .. . . .. . .. W 

Science. (A) ....... , ・・・・・・・・........................................................ w 
Science Abstract. (E) Section A ............................................ . 

Section B ............................................ . 

M

Q

w

 

B
 

．
 
．
 

．
 

M 

M 

M

Q

M

Q

M

 
M 

M 

M 

M 

Sheet Metal Industries. (E) .................................................. . 

Shipbuilder and Marine Engine Builder. (E) ....................... . 

Siemens Zeitschrift. (G) ......................................................... Svols. 

： ::~ ~:。［二~:.a~~n.. ~~-:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: M 

Stahl und Eisen. (G) .................................................. 脅.........

Telefunken Zeitung. (G) ....• 

Television Technique. (A) ..................................................... . 

Textile Research Journal. (A) .............................................. . 

Tool Engineer. (A) .................................. , .......................... . 

Transactions of the American Geophysical Union. (A) . . . . . . . . . B-M 

Transactions of the A. I. E. E. (A) ..................................... . 

Transactions of the A. S. M. E. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8 Vols. 

Transactions of the Faraday Society. (E) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . M 

M 

M 

M 

M

Q

M

 

s
 

M 

M 
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V. D. I. (G) ................................................................、,... .. '36 Heft. 

Wasserw江tschaft.(G) ............................................................ M 

Werkstoff u. Korrosion. (G) ................................................ M 

Welding Engineers. (A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . M 

Welding Journal. (A) ........................................................... M 

Westinghouse Engineer. (A) ............................................... B-M 

Wireless Engineer. (E) .................................................... .'.... M 

Zeitschrift fur Analytische Chemie. (G) ........................ 3 Bde.6Nos. 

Zeitschrift fi.ir Angewandte Mathematik und Mechanik. (G) ... M 

Zeitschrift fi.ir Elektrochemie, (G) ......................................... . 

Zeitschrift for Metallkunde. (G)........... .... . . . . . .. .. .. .. .. . . .. . . . . . .. . . . . iVI 

Ze1tschrift fi.ir Physik. (G) .....• 

4) 特色

大部分工学関係害を収め，特に内外の定期刊行物に重点をおいている，

戦時中のバックナンバー46種を追加盤備した．内訳は下記のとおり．

Name Year Vol. No. Lack 

American machinist 

Architectural forum 

1945-49 Vol. 89-93 

1942-48 

Bauingenieur 1949 

Bell system technical Journal 1941 Vol. 20 

Bureau of Standard 

J our. of Research 1941-48 Vol. 28-41 

1943-48 Vol. 22-27 

Chemical abstracts 1941-49 Vol. 35-43 Vol. 35 N o.l, 12 

Vol. 42 Dec. 

Chemical engineering progress 1947..:4s Vol. 43-44 

Chemical review 1941-47 Vol. 28-41 

Civil engineering 1941-49 Vol. 11-19 No, 1-6 

Electrical enginering 1941-49 Vol. 60-68 Part I 
Vol. 63 No.12 

Electronics 1941-49 
Engineering news record 1941 Vol. 127 

1943 Vol. 130-131 

1945-49 Vol.134-143 
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Name Year Vol. No. Lack 

Heating piping and air conditioning・ 

1935-41 Vol. 7 :No. 5-13 Vol. 8 

No. 10 

Helvetica Chimica Acta 1942-50 Vol. 25-33 

I.E. C. 1941-48 Vol. 33-41 

Instruments 1940-49 Vol.13 No. 4 

J our. of Acoustical Soc. of Ame. 1940-49 Vol. 11-21 

J our. of applied physics . ・1942-49 

J our. of Ame. Chemical Society 1941-49 

J our. of the British I. R. E. 1942-50 Vol. 3-10 

Jour. of applied mechanics 
Jour. of institute of metals 
J our. of I. E. E. 

1933-47 Vol.1-14 
1940-49 V.ol. 66-76 
1941-49 

1934 

.Tour. of Optical society of Ame. 1941-49 

.Tour. of Scientific instruments 1941-49 Vol. 18-26 
National Advisory Committee 

for Aeronautics 

Annual reports, 

(Incluning Technical Reports) 

Nature 

Philosophical magazine 

Philosophical magazine and 

Journal of science 

Physical review 2nd series 

Proc. of the A. S. T. M: 

Proc. of the I. M. E. 

Proc. of the I. R. E. 

Proc. of the Physical Society 

1941-50 

1941-42 Vol. 147-150 Vol. 151-154 
1945-48 Vol. 155-162 163 

1949 Vol. 164 

1946-50 Vol. 37-41 

1941-45 Vol. 31-36 

1941-49 Vol. 59-75 

1940-49 Vol. 40-49 

1941-49 Vol. 145-158 Vol. 151,160. 

161. 

Unpublished 

1939-49 Vol. 27-37 

1937 -49 Vol. 49-62 

Vol. 153,155, 

、 157,159.

Vol. 62 Sect. A&B 
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Name Year Vol. No. Lack 

1940-49 Vol. 36-45 Proc. of the A. C. I. 

Proc. A. S. C. E. 1941-49 Vol. 67 No. 7-Vol. 75 No.6 

Proc. Soc. for Experimental 

stress analysis 1943-49 Vol. 1- 6 

Proc. of Royal Soc. of London Series A 

1940 Dec. -1945 Nov. Vol. 177-184 1946-47 

1947 Sept.-1948Mar. Vol. 191-192 Jan.-Aug. 

Review of modern physics 1941-49Vol. 13-21 194G Vol.18No.1 

Review of scientific instruments 1942-48 

Science abstracts Series, A&B 1941-49 

Series, A Vol. 44-52 (No. 517-624) 
Series, B Vol. 44-52 (No. 517-624) 

Stahl und Eisen 1942-49 Jg. 62-69 

2 pages 

Vol. 49 No. 588 
Vol. 48 26p, 63p, 

1945-46 

Transactions of the A. S. M. E. 1940-49 Vol. 62-71 Vol. 70 No. 5, 6. 

Vol. 71 No・I、,2, 
Transactions of the I. N. A. 1941-49 

Transactions of S. N. A.&. M. E 1941-49 Vol. 49-57 

Zeits. V. D. I. 1941-44 
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1. 機構

A. 機構の概要

3 機構。職員。予算

生産技術研究所は， 日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別さ

れる．

研究部は，迎営の便宜上， 5部門に分れ，部毎に互選による 2名の常務委

員がいて，部の日常の事務処理に当る．常務委員の内 1名は，部主任として

部を代表サる．常務委員は，常務委員会を組織し，所長の諮間機関として侮

週1回，会議を開催している．研究部には，それぞれ専門分野が所属するが，

その詳細は「沿革」の項に掲載した通りである．

中間試験部は，基礎部基礎研究として完成したもので，これを生産化へ移

すための中間規模の試験研究を行うところで毎年度，各部から 2名ずつ選出

する委員が組織する特別研究審議会で，研究課題を審議決定し，特別の予罪

をつぎこんで実施している．

試作工場及び図薯室は，それぞれ各部から選出する教授，助教授が委員と

なつて組織する委員会によつて迎営され，それらの詳細は，前記試作工場，

図曹室の項を参照されたい．

当研究所の最高議決機関として，教授•助教授によつて組織する教授総会

があり，毎月 2回定期に開催している．

当研究所の協力機関として， 1.生産技術研究所協議会， 2.生産技術研究所

商議会， 3.理工研•生研述絡会議の三つがある. 1は所外（主として産業界）
の協力を求める機関であり， 2, 3は東京大学内における，工学部，医学部，

農学部，理工学研究所等の協力を求める機関である.(2, 1, 研究計画並びに

方針の項を参照のこと．）

その他に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務部を指尊し，または

助言する機関として，各種迎営委員がおり，その要旨は，巻末の委員会規定

を参照されたい

大学院並びに工学部

当所で現在教育を受けている旧制大学院学院学生は， 87名であり， 28年4

月からは，東京大学における新大学院制度の一環として，学生の研究を指導

することになつている．当所の関係する研究科は，数物系研究科中の，土木・
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建築・機械情合舶・電気・応用物理の各コース，

化学，冶金の各コースである．

他に工学部分校を併骰して，旧制高等学校卒業の学生213名を臨時入学さ

せ，新制大学としての教育を行つている． これらの学生は， 29年3月に卒業

する予定である．

B. 機構図

教授総

及び化学系研究科中の応用

会

一常務委員会 ，一部主任ー事務主任ー事務室

礎）一i—I専門分野（各研究室）
ー研究班ー主任研究員

I青
究

Iー第1部ー（却

i—第 2 部ー（機械•船舶）一同
I 

部=I
ー第3部ー（電気・通信）ー同

ー第4部ー（化学・ 冶金）ー同

i一第5部ー（土木・建築）ー同

Iー総合研究班ー主任研究員

上

上

上

上

所 長 ー中間試験部
ー事務室

一試作工場＝エ作委員長ー工場長一
ー設計室

, ―第1工作室

工作委員会 ー第2工作室

—図困室＝図書委員長一図書主任ー図書事務室
I 

図書委員会

ー事務部＝事 務

庶
入
厚
学
司
用
出
管
業
編
写
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2. 職 員 （昭和28年3月1日現在）

A. 現員表

a. 職稲別戟員数

|―区分i教授l助教授i抜官l助手i市務官］
l[訊員放I,,,1~I ti I 37 I 69 : 16 I 

屈 I仙人I
1551 . 60 

|-| 
計-411m

＊印i併任数

b. 諸系統別職員数

I区分i研究系…統 I _,,r. 務系統 冴務系統 l、との他（職員外） 合・
-. I I 刈If 常労lilf担研
屈計屈 計.I務II究 1計

I籐I官 i手 I... I酋 1 ¥ I勤者究当員 I I計

I ti I 37 I 69 I』「『J 16 I 65 I 81 I 90 I 60 J 1sc、110I 2 J 11 123 I tfi 
＊印it併任数

B. 職員の略歴

1) 第

教授 クロ 安 正

大正10.5 東大理学部物理学科卒

” 10.9 ”工学部謁師

If 1.1. 6 ！！助教授

昭和11.1 工学t専士

” 16.4 航空研究所員

” 17.,1 東大教授

教授 池 田 健

昭和 6.3 東大工学部航空学科卒

If 6. 7 ！，航空研究所嘱託

II 8.5 岡本工業株式会社入社

II 10.1 社愛知時計電機株式会社入

II 13. 6 横浜詞等工業教授

II 17. 4 東大助教授

II 18. 6 工学拇士

り 18.6 東大教授
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1 ; 部

教授岡本舜三

昭和 7.3 東大工学部土木工浮科；

11 12. 12 道路技師兼土木技師
（大分県）

11 17. 2 東大助教授

II 22. 12 II 教授

II 2::J. 2 工学問士

" 25.5 昭和24年度土木学会牧

教授 久保田広

昭和 9.3 東大理学部物理学科卒

” 9.4 理化学研究所入所

II 17,4 東大助教授

II 18. 2 工学博士

II 22. 7 東大教授

教授 糸川英夫

昭和10..3 東大工学部航空学科卒



昭和10.4 中島飛行機株式会社技師

" 16. 11東大助教授

" 16. 11陸軍技術有功章

" 17. 2 航空研究所な員

" 23. 8 東大教授

" 24. I 工学博士

：授一色貞文

昭和11.3 東大工学部冶金学科卒

" 11. 4 東大工学部講師

" 16. 6 "助教授

!I 23. 8 II教授

" 24. 2 工学博士

授玉木罪夫

昭和14,3 C 東大理学部物理学科卒

II 14. 3 航空研究所研究業務嘱託

II 17. 4 東大助教授

II 18. 4 航空研究所員

II'26. 4 工学拇士

II 27. 5 東大教授

任教授 山内恭彦

大正15.::l 東大理学部物理学科卒

II 15. 3 II助手

昭和 2:10東京高校教授

II 4. 3 東大助教授兼東京高校教
授

II 13. 4 理学拇士

" 1.7. 4 東大教授

任教授 平田森—

昭和 3.3 東大理学部物理学科卒

II 10. q 東大工学部講師

ft 11. fj II助教授
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昭和16.1 理学栂士

II 17. 4 東大教授

併任教授 熊谷寛夫

昭和 9.3 東大理学部物理学科卒

II 9. 9 大阪大助手

II 14. 7 東大助教授

II 17.4 理学捕士

II 24. 6 東大教授

助教授 大井光四郎

昭和14.3 東大理学部数学科卒

II 14. 4 第一生命保険会社入社

II 17.10東大ニエ講師

" 22. 11 11 助教授

助教授 江口雅彦

昭和15.10東大理学部物理学科卒

II 17. 4 玲”ニエ購師

II 23.10 II助教授

助教授 末岡泊市

昭和16.3 東大理学部物理学科卒

II 17.4 II助手

II 18. 6 II ニエ講師

II 21. 2 II助教授

II 26.10理学拇士

助教授 宜永五郎

昭和17.9 東大理学部物理学科卒

fl 17.9 " fl 研究業務嘱託

fl 22. 10 fl 助教授



助教授 小./II 雄 併任助教授 大和田

昭和18.9 東大珪l学部物理学科卒 昭和10[:1 東大工学部航空工学科卒

II 18. 10 ”蘭!j 手 II 10. 4 抜川崎師航空機工業株式会杜

11 22. 6 ”ニエ講師 " 17.10侮日航空買

11 24. 5 ”財J教授 11 18.12陸軍技術有功章・

" 22.10千葉師範（現千葉大）教授

助教授 鳥飼安生 II 24. 5 併任東大助教授

昭和18.9 東大理学部物理学科卒
f 

" 22. 6 ” -・ エ講師 抜官 渡 辺 勝

11 23. 6 " JJJJ睾姐受 昭和16.12東大理学部物理学科卒

II l 7. 1 II 助手

助教授 森大吉郎 " 21. 6 ”ニエ講師

昭和19.9 東大ニエ航空機休学科卒 II 25. 5 文部抜官兼文部教官

II 24. 5 ／，助教授

技官 小瀬輝次

助教授 山 田 昭 昭和22.9 東大ニエ造兵学科卒

昭和20.9 東大ニエ機械工学科卒 II 24. 2 株作式所会入社社大船光学機械製

II 20. 9 ” ／，講師 11 25. 2 東大購師

,, 24.5 ！，助教授 " 25. 5 文部抜官兼文部教官

2) 第 2 部

教授 兼囲寛九郎 昭和 2.'± 東北大購師

大正12.3 東大工学部機械工学科卒 II 7. 1 II 助教授

11 12. 4 鍮淵紡紐株式会社入社 II 14. 5 工学博士

11 14. 8 東大助教授 II 16. 7 東北大教授

昭和13.3 工学博士 II 17. 4 東大教授

II 17. 4 東大教授

11 21. 8 学長術体制刷新委員会委員 教授 高梱安人

" 26. 4 日本桟械学会会長(l年） 昭和10.3 東大工学部機械工学科卒

" 2G. 4 東大生研所長 II lQ. 4 鉄道技手

II 12. 6 横浜翡等工業助教授

教授 宮 津 純 " 13. 3 ” 教授

昭和 2.;l 東大工学部機械工学科卒 11 15" 4 名古屋大助教授
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昭和19.7 東大助教授

" 21. 1 工学陪士

II 21. 4 東大教授

教授竹中規雄

昭和11.3 東大工竿部機械工学科卒

II 16. 3 鉄道局技師

II 16. 12東大助教授

" 26. 3 東大教授

11 26. 5 工学浦士

昭和17.4 東大助教授

助教授 水町長生

昭和15.3 東大工学部機械工学科卒

II 15. 3 航空研究所研究業務嘱託

II 20. 7 東大助教授

助教授 江理 厚

昭和16.3
東大工学部航空原勁機学
科卒

11 16. 4 中島飛行機株式会社入社

II 19. 1 東大助教授

II 27. I± 工学博士

教授小川正義

昭和1.'l.3 東大工学部造兵学科卒

" 13. 4 東芝マツグ支社入社

" 16. 12東大助教授

" 25. 10工学浦士

" 27. 9 東大教授

教授鈴木 弘

昭和15り 東大工学部機械工学科卒

" 15. 4 
住友金属工業株式会社入
社

II 17. 11東大助教授

11 26. 4 工学拇士

II 27. 11東大教授

助教授 桑井源禎

昭和16.12東大工学部機械工学科卒

II 22. 1 東大助教授

助教授 田宮 真

昭和16.12東大工学部船舶工学科卒

II 17. 1 II N 講師

II 18. 7 II 助教授

助教授 松永正久

昭和16.12東大工学部造兵学科卒

II 17. 1 II II 講師

II 19. 5 II 財J教授

助教授 橘 膝雄

昭和11.3 東大工学部様械工学科卒

// 11. 4 航空研究所研究業務啄託

II 20. 7 東大助教授

II 28. 1 工学博士

助教授 平尾

助教授 大島康次郎

昭和17.9 東大工学部造兵学科卒

" 17. 10 "ニエ講師

" 19. 10 "助教授

収

昭和14.::l 東大工学部様械工学科卒

" 14. 6 航空研究所研究業務嘱託

助教授 植村恒義

昭和19.9 東大ニエ造兵学科卒

II 21_ 2 // //講師
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昭和24.5 東大助教授

助教授 r・ 々岩健児
昭和19.. 9 東大ニエ機械工学科卒

II 19. 9 II II 庸隊 侃i

II 22. 7 II 助教授

助教授 安膵良夫

昭和20.9 東大ニエ船舶工学科卒

昭和20.12 東大~--工講師

11 2'1. 12 11 助教授

助教授 石原智男

昭和21.9 東大ニエ機械工学科卒

II 21. 10 II //購師

II 24. 5 II 助教授

11 27. 5 自動車技術会買

3) 第 5 部

教授星合正治

大正11.3 東大工学部電気工学科卒

II ll. 4 If II 購師

,, 12. 4 "助教授

昭和 5.10欧米各国出張(l年2月）

II 6. 8 工学博士

,, 10. 10東大教授

II 15. 3 航空研究所員

" 16. 1 

II 16. 4 

日本学術振興会第10常憫
委員会委員長

慮気通信学会秋山志田
記念買

昭和19.12技術院買

II 20. 5 軍気通信学会々長(l年）

11 22. 5 日本軍波協会々長(l年）

" 24. 5 電気通信学会功紐買

II 24. 5 慮気学会々長(l年）

教授藤高周平

昭和 5.3 東大工学部電気工学科卒

II 5. 11東京工大助教授

II 17. 4 東大教授

If 17.12工学博士
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昭和26.4 電気学会大同電力賞

教授靡木昇

昭和 6.3 東大工学部電気工学科卒

II 6. 11東京工大助手

II 9. 4 日大工学部講師

II 12. 4 11 II 助教授

II 16. 4 II II 教授

" 17. 4 
軍気通信学会秋山志田
記念賞

11 17. 5 工学博士

II 17. 10東大教授

教授森脇義雄

昭和 8.3 東大工学部電気工学科卒

II 8. 4 日本電気株式会社入社

" 17. 4 東大助教授

II 20. 4 記電念気通賞信学会 秋山志田

11 22. 6 工学博士

II 22. 7 東大教授



教授 沢井 已郎

昭和10.:3 東大工学部冨気工学科卒

II 10. 4 航空研究所研究業務嘱託

II 17. 2 東大助教授

11 17. 2 航空研究所員

II 25. 5 東大教授

II 25. 5 工学捕士

併任教授 後膝以紀

昭和 2.3 東大工学部電気工学科卒

" 2. 4. 電気試験所研究員

If 5. 6 II 抜 師

II . 9. 4 工学拇士

II 13. 3 帝国発明協会進歩買

II 16. 1 霊気学会浅野博士奨学
祝金

II 17. 11併任東大教授

II 25. 5 電気学会学術振陳買

11 27. 3 電気試験所長

助教授 斎藤成文

昭和16.12東大工学部遁気工学科卒

" 17.1 ,, ・・. 工講師

II 22. 1 II , 助教授

II 26. 8 工学拇士

助教授 安逹芳夫

昭和19.9 東大ニエ霊気工学科卒

11 21. 5 11 11 講師

11 22. 7 11 助教授

助教授 丹 羽

昭和19.9 東大一ュエ霊気工学科卒

II 22. 8 ” ” 師
II 24. 5 ”財J教授

助教授 野村民也

昭和20.9 東大ニエ霊気工学科卒

II 24. 5 II 助教授

4) 第 4 部

教授友田宜孝

大正 9.7 東大工学部応）刊化学科卒

II 9. 7 II II 講師

11 IO. 8 11 助教授

昭和 5.2 工学博士

II lQ. ll欧米各国出版(2年 8月）

II 17. 4 東大教授

教授岡宗次郎

大正15.3 東大工学部応用化学科卒

昭和 .3.12 // 11 講師

II 8. 6 II 助教授
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昭和17.4 東大教授

II 26. 12 

教授翡梱武雄

大正15.3 東大工学部応用化学科卒

" 15. 4 
日本絹絲紡鎖株式会社入
社

昭和 5.12東京工業試験所技師

II 14. 6 邸山買

II 16. 3 工学博士

II 17. 4 京城大教授

11 2L 11東大教授



教授福田 民

昭和 3.:i 東大」育滑．学部応用化学科卒

II 6. 6 II II 購師

II 11. 12 II 助教授

II 19. 7 /I 教授

11 20.11工学拇士

教授永井芳男

昭和 5.3 東大工学部応用化学科卒

II 5. 4 祝土ケ谷曹逹株式会社入社
11 11. 12東大工挙部講師

11 16. 6 11 助教授

11 19. 7 11 教授

// 20.11工学拇士

教授金森九郎

昭和 7.3 東大工学部冶金学科卒

" 8. 3 八幡製鉄株式会社入社

" 17.10東大助教授

" 21. 3 "教授

教授菊池頁―

昭和 8.3 東大工学部応用化学科卒

II 11. 12 II II 講師

II 17. 4 II Jl}J教授

II 23. 6 工学拇士

11 23.11東大教授

II 26. 5 日本写真学会技術宜

教授江上一郎

昭和10.3 東大工学部冶金学科卒

II 10. 4 東芝芝浦支社研究所入所

" 15. 7 航空研究所研究業務嘱託

I/ 17. 4 東大助教教授

81 

昭和2:3.8 東大教授

" 24. 2 」こ学拇士

併任教授 小川芳樹

大正14.3 東大土学部冶金学科卒

II 14. 3 東北大講師

昭和 2.5 II 助教授

II 9.1 工学博士

II 11. 3 九大助教授

II 12. 2 II 教授

II 17.5 東大教授

併任教授 大日方ー司

大正15.3 東大工学部冶金学科卒

昭和 2.6 旅順工大助教授
関東庁在外研究員

II 6.1 
（独米2年）

II 9. 6 工学博士

II 9. 7 旅順工大教授

II 15. 3 東北大教授

II 17.10 東大~-エ講師

II 19. 4, 併任東大教授

助教授 石井義郎

昭和11.3 東大工学部応用化学科卒

II 16. 8 財団法人杉山産業化洋研
究所入所

11 22. 1 東大助教授

II 24. 8 工学博士

助教授山本 寛

昭和13.3 東大工学部応用化学科等

II 13. 4 住友金属工業株式会社入
社

II 16.10東大工学部講師

II 22. 1 東大助教授

II 27. 4 



助教授 浅原照＝

昭和14.3 東大工学部応用化浮科卒

" 14_ 4 " " fl,W nm 
II 17.4 II 助教授

助教授野崎 弘

昭和14.3 東大工学部応用化学科卒

II 14. 4 旅順工大購師

II 17.10. 東大助教授

昭和17.9 東大ニエ講師

" 18. 7 ”財J教授

助教授 松下 雄

昭和17.9 東大工学部冶金学科卒

II 17. 9 ”ニエ講師

" 20. 1 東大助教授

助教授 山辺武郎

昭和15.3 東大工学部応用化学科卒

" 15. 12 . " "講師

" 21. 5 "ニエ研究嘱託

" 24. 5 "助教授

助教授 仁木栄次

昭和17.9 東大工学部応用化学科卒

II 17. 11 II ニエ購師

II 19. 11 II 助教授

助教授 久松敬弘

昭和19.9 東大ニエ冶金学科卒

" 22. 9 ” ！，講師

II 24. 5 "助教授助教授 加藤正夫

昭和15.3 東大工学部冶金学科卒

II 15. 4 古河電気工業株式会社入 -
社

抜目 中村康治

II 17.10東大助教授 昭和19.9 東大ニエ冶金学科卒

II 27. 7,、 エ浮拇士 • 

" 17.4 11 ニエ購師

" 22. 3 "助教授

助教授 武膵義

昭和16.12東大工学部応用化学科卒

I! 17.4 II ニエ講師

II 22. 1 I! 助教授

助教授 今岡 今
2T
 昭和16.12東大工学部応用化学科卒

" 22. 8 " "購師

" 25. 5 文部技官兼文部教官

助教授 中村亦夫

昭和16.12東大工学部応用化学科卒 技官 西川梢

昭和19.9 東大ニエ冶金学科卒

" 19. 10 " "研究啄託

" 21. 4 "助手

" 23. 8 "ニエ講師

" 25. 5 文部抜官兼文部教官

技官原 四郎

昭和19.9 東大ニエ冶金学科卒

" 22. 8 " "講師

" 25. 5 文部技官兼文部教官
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技官藤森栄― 昭和22.9 東大ニエ購師

昭和20.9 東大ニエ応用化学科卒 " 25. 5 文部技官兼文部教官

5) 第 5 部

教授渡辺 要

大正14.3 東大工学部建築学科卒

昭和 2.4 日大高エ講師

” 5.4 I/ 教授
II 14. 8 名古屋高エ教授

" 16. 5 建築学会学術買

II 17. 4 東大教授

II 17. 4 工学博士

教授福田砥雄

大正14.3 東大工学部土木等科卒

" 15. 5 東大助教授

昭和 2.2 欧米各国出張(1年6月）

" 7.12工学博士

" 8. 5 土木学会第一土木賞牌

" 17. 4 東大教授

" 27. 5 土木学会副会長

教授小野窯

大正15.3 東大工学部建築学科卒

II 15. 4 II 営繕課勤務

昭和 5.4 日大教授

II 17. l 工学博士

II 17. 4 東大教授

II 18. 4 建築学会建築学術買

教授星野昌

昭和 6.3 東大工学部建築学科卒

II 6. 4 II 助手
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昭和 8.9 東京高校講師

II 13. 3 東大助教授

" 15. I 
忠霊塔懸貿設計1等当選
（内閣総理大臣賞）

II 16. 4 建築学会学術貿

II 16.11陸軍有功章令による陸軍
大臣賀

II 17. 4 東大教授

II 17. 4 工学博士

教授坪井善勝

昭和 7.3 東大工学部建築学科卒

" 11. 6 和歌山県営繕抜師

" 12. 9 九大工学部講師

" 15. 2 "助教授兼九大技師

II 16. 4 建築学会学術賞

" 16. 11工学博士

II 17. 10東大教授

教授犀埜和

昭和.9.3 東大工学部土木工学科卒
II 12. 7 土木技師兼道路技師

（新潟県）
II 13. 8 内務技師

II 18. 2 東大助教授

II 22. 8 工学博士

II 23. 3 東大教授

教授丸安隆和

昭和14.3 東大工学部土木工学科卒

II 16. 4 京城大助教授

11 21. 2 東大助教授



昭和26.11工学博士

" 27. 12東大教授

併任教授沼田政矩

大正 8.7 東大工学部土木工学科卒

" 8. 12鉄追局技手

" 10.12 11 抜師

昭和 3.8 在外研究員（米独2年）

" 17. 10併任東大教授

" 21. 6 東大教授

併任教授安芸絞

大正15.3 東大工学部土木工学科卒

昭和 4.5 内務抜師

工学博士II 18. 7 

II 19. 7 

II 27. 8 

併任東大教授

経済安定本部資源調柾会
副会長

併任教授関 野 克

昭和 8.3 東大工学部建築学科卒

I/ 10. 9 東京美校講師

11 15. 1 東大助教授

II 17. 4 東大教授

" 20. 9 工学博士

11 . 25. 9 教文員部会官抜建造官物（課文化長）財保兼誰文委部

併任教授高山英華

昭和 9.3 東大工学部建築学科卒

II 9. 4 II II 助手

II 19. 3 II 工学部講師

// 24. 3 II 教授
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助教授 浜口隆一

昭和13.3 東大工学部建築学科卒

II 19. 4 前川建築研究所研究員

II 22. 4 東大ニエ講師

II 24. 5 II 助教授

助教授 勝田高司

昭和15.3 東大工学部建築学科卒

11 15. 4 中央航空研究所抜手

" 17. 1 東大工学部講師

" 18. 7 11 助教投

" 26. 6 日本建築学会学術論文
買

" 27. 1 工学博士

助教授 井日昌平

昭和16.12東大工学部土木工学科卒

" 17. 1 念！！ ！，講師

11 17.4 11 ニエ ” 
11 18. 7 11 助教授

助教授池辺 励

昭和17.9 東大工学部建築学科卒

II 19. IQ 財団法人日本拙界文化復
興会国土建設研究所入所

I/ 21. 4 東大ニエ購師

II 24. 5 II 助教授

助教授 二木 A 三郎

昭和19.9 東大ニエ土木工学科卒

II 21. 3 II /I 講師

II 22. 7 II 助教授

助教授 久保脱三郎

昭和20.9 東大ニエ土木工学科卒

11 21. 5 11 "講師

II 23. 6 !I 助教授



事務部

鈴木弥孝

大正11.3 東洋商業学校卒

昭和14.12 

工場長 鈴木正吾

文部省大臣官房会計課用
度掛長

II 20. 9 東大伝研事務長

II 24. 6 II 生研事務長

C. 旧職

名誉教授 井口常雄，瀬藤象一

元教授

H召禾lll4.3 

11 14. 4 

11 24. 4 

11 27. 5 

東大工学部機械工学科卒

中島飛行機株式会社入社
岐阜県立岩村高等学校教
諭
東大生研試作工場長

森田三郎（死亡）， 茂木武雄（死亡）， 吉川睛十（死亡）， 菱川万三郎，吉原

英夫，松本良一，釘宮磐，岩崎富久，竹中二郎， i青水菊平，浅岡勝彦，石川政

吉，山県昌夫，福田節雄，南波松太郎，増野実（死亡）， 谷一郎，河村正弥

元助教授

原正人（死亡）， 吉村股丸，堀武男，渡辺誌，佐藤正彦，内田祥文（死亡），

渡辺正雄，高木幾，沢田正三，翡月竜男，賜田利幸，青木洋（死亡）， 高尾一

郎（死亡）， 田中一彦，元良誠三，中西邦雄

3予算と決算

A. 昭和27年度歳出予算

総予卯額

人件費

物件費

各研究部研究骰

特別研究費

受託研究費

図害購入費

出版費

試作工場費（他に相当移算を活用）

写真・複写費( " ) 

厚生費（限務室伐を合む）

その他維持経費
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金 額

139,695,971円

88,033,171 

51,662,800 

13,280,400 

7,725,000 

3,759,000 

2,000,000 

2,000,000 

1,200,000 

300,000 

200,000 

21,198,400 

百分率

100.00クる

63.02 

36.98 

9.51 

5.53 

2.69 

1.43 

1.43 

0.86 

0.21 

0.14 

15.17 



B. 昭和26年度歳出決算

金 額

総決算額 123,732,255円

人件費 70,345,035 

物件費 53,387,220 

各研究部研究費 9,117,660 

特別研究費 8,931,012 

受託研究費 1,468,000 

図書購入費 1,936,000 

出版費 1,647,816 

試作工場費 1,556,061 

写真・複写費 270,000 

厚生費（医務室費と含む） 168,500 

その他維持経費 28,292,171 

C. 文部省科学研究費関係 （昭和27年度）

総額 7,854,757円

科学研究費（総合研究•各個研究） 3,838,000円

科学試験研究費 2,875,000円

科学研究助成補助金（助成研究） 100,000円

輸入機械購入費補助金 1,041, 757円

D. その他の研究費 （昭和年27度）

総計 (A+C+D)
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3,277,000円

150, 827, 728円

百分率

100.00鈴

56.85 

43. 15 

7.37 

7.22 

1.19 

. 1. 56 

1. 33 

1. 26 

0.22 

0. 14 

22.87 



4 昭和27年度の研究成果発表の朕況

1. 出版物

当所が刊行するものに2種あつて，ーは，「東京大学生産技術研究所報告」

で，これは不定期発行の研究発表誌であり，他のーは， 「生産研究」で，月

刊の研究紹介誌である．

その他に，当所員は，随時に学会誌，協会誌その他の各誌に発表している．

以上について昭和27年度 (4月-3月）に発表した分を次に列挙する．

A. 東京大学生産技術研究所報告 （研究発表誌）

巻号 題 目 著者 年 月

2 5 分布結合回跡の幣域炉波特性 森猪脇瀬義雄栂~ 27. 4 

2 6 千渉色計罫表（英文） 久保田広 27. 5 

2 7 鉄強道度鋲ア桁架換合機金に活用した高 福田武雄 27. 6 
ルミ 部材について

（英文）

2 9 麻酔深炭のメータ指示に関する研究（英文） 糸川英夫

清大氏水野家健秋太昭郎三果 27. 8 

2 9 音曹インピーダンスによる微小変位測定法及糸川英夫 27. 8 
びその表の面振仕動上測検定査へ機のとスピーカーペーペー
コーン 応用（英文）

2 10 超脳に低関波周す・波帯における徴生研小固式圧の踏r[J及び記録 吉金糸大沢I野山ii 英夫巖
心る研電究図，等特へに インクイラターの " 

の応用 昭二 27.， 
磐夫

米漆谷田 円生章

3 1 ヴァイオ））ンの製作に関する研究 糸川英夫 27 ， 
熊谷千尋 ’ 

3 2 硫酸七））ウムによる有機工業分析法の研究 委木本浩二 27. 10 

3 5 生研試作アルミ艇の構造について 安藤良夫 28. 3 

B. 生産研究（月刊研究紹介誌）

4 4 機械式微分解析機 三井田純ー 27. 4 

電子計算機 渡辺 勝 ” 
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巻号 題 目

計罪機の論理

電子管式徴分解析機

4 5 I、ラ、ス橋の耐カー市川橋によせて一一

燃料ポンプ・プランジャーの超仕上

鋳物の蹂固速度

超音波探傷器ーその実用化への歩みー

マイクロ波導波管管壁の表面損失の測定

サイクロン収膜装箇

化学的に見た漁業用繊維

4 S 流休 J-ルクコンバーターを使用した自動
車の性能

多重化した抵抗線歪計

一進水時船体応力の同時測定について一

4
 

耐酸妬器素地の含湿批測定装閥

多孔質カーボンの透過率と孔径分布

溶成燐肥の電気伝導度の測定

七メント及び薬液注入を利用したグムの仮
締切ー五十里グムにおける施エー

不良住宅地区の実態とその判定方法

7 新しい容址型歪計

ガス切断用ノズルの試作

生研式脳波記録装岡の試作生産と
直記式オシログラフの応用

自勁車の振動及び乗心地

者年月

後藤以紀 27. 4 

野村民也 ” 
岡本舜三 27. 5 

［竹中規飢
益子好二 ” 
千な岩健児 II 

〔高木 昇
丹羽 登 ” 
斎膨成文 II ヽ

［渡辺 仁
川端 弘 ” 
高橋武雄 ！！ 

平尾 収 27. 6 

昇

夫

聖

夫

広

治

文

也

民

朗

雄

癸

和

守

良

国

正

成

民

義

太

幸

―

隆

打
＞
ト
T

下

安

a
9
 

木
上
田
膝
田
合
膝
村
田
添

高
尾
増
安
飯
星
斎
野
福
河
松
森
丸

，

9

/

ー
ー
ヽ

f
ー
ー
、

木

沢

川

谷

玉

平

糸

~
、

t

郎

夫

雄

夫

一

窄

秀

英

人
収
厚

安橋
尾
理

邸
平
且

9

し

” 

” 

27. 6 

” 

” 
〔渡望 要
斎腺竹生

II 

〔池田• 健
富田文治

27. 7 

” 

” 

” 
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巻号 題 目 著者 年月

小型超高速度カメラの試作 植村恒義 27. 7 

共振型曲げ疲労試験機 〔沢鴨井井善三郎章 ” 
10,000Mcにおける誘骰電休特性，
伝送回路損失測定装

斎膵成文 II 

［友田宜孝
アルコールの新しい製造法 中村亦夫 ” 吉弘芳郎

塩化ビ=Jレ樹脂新可勉剤の製造研究 〔石井義郎
” 山下雄也

携帯用立休角投射カメラ 渡辺 要 ” 

軽址不燃書庫の試作 膚胃瓢 ” 若林 実

4 8 アーチ・グムについて 岡本舜三 27. 8 

化学工業と電力 菊池真一 ” 
電源開発の諸問題 安芸絞― II 

地上写真測祉のグム地点への利用 丸安隆和 ” 
貯水地の幾つかの問題 井ロ 昌平 ” 

4 9 サーポ系の特性を求める低周波発振器 三井田純一 27. ， 
乱流のスペクトルについて 佐藤 泊 ” 
写虞感光の新しい問題 神前 洒rヽn ！ ” 
ヒナの雌雄鑑別器

〔柏菅村谷 恒筋義彦 ” 
遠心型多粟送風機の研究 田原睛男 ” l高木昇
送電線上の搬送通信波の電圧分布 斎豚成文 ” 尾上守守

螢光体の進歩とその応用の現状 仁木栄次 II 

4 10 屑と滓と 小川芳樹 27.10 

水マグより無水塩化マグネシウムの製造 ［江上一郎
片山忠三 ” 

食品の色
［友田宜孝
吉中弘村 亦芳夫郎 ” 

低温タール酸性油の利用研究
石本西山井下柳山美義雄喜忠也義子郎 ” 
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巻号 題 目 著者 年月

麟有機合成の研究 永井芳男 27.10 

苦汁中の有効成分の利用 岡宗次郎 ” 
薬液注入法の薬液の研究 今岡 稔 ” 

ペン記録ポーラログラフ
［菊池真一
仁木 栄低次一 ” 本多

硫黄製錬法の諸問題 東畑平一郎 ” 
塩化ビニルの乳化重合 〔浅原照三

” 三浦金吾

4 11 住宅地の計画 高山英華 ” 
気候環境から見た住居と気候制御 渡辺 要 27.11 

住宅と防災 浜田 稔 ” 
平面構成論 池辺 陽 ” 
集合住宅の構造計画 坪井善勝 ” 
住宅と設備計画 勝田高司 ” 
住宅の意I圧計画 小坂秀雄 ” 
住宅の配色計画 星野 ” 
住宅用塗料及び塗装 浅原照三 ” 
住宅とプラスチックス

第1部プラスチック材の性状と加工 永井芳男
” • 第2部プラスチック材の応用 品野昌一

住宅と家具 金子徳次郎 ” 
住宅と庭園 加膝誠平 ” 
最近のアメリカ住宅 浜ロ 隆一 ” 

4 12 等価回路による薄膜の計算―私の夢一 沢木 司 27.12 

水力学――圧力の問題 宮津 純 ” 
難問題とその解決法 屈合正治 ” 
電気磁気学の迷理と未解決の難題 後藤以紀 ” 
化学工業における難問題解決法 高橋武雄 ” 
イングスレン・フ.))ウRSの合成について

〔永後井藤 芳信行男 ” 
5 1 高性能限擦ポジプの研究． 宮津 純 28. 1 

信漿川の河相一大河津分水工事の朗鰐つい［安芸咬—•
て— 井口昌平 ” 高橋 裕
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{]'>//. 方ロ 題 目 著者 年 月

5 

5 

超音波による光の廻折と音波の映像並びに
その応用について

2 耐食性アルミニウム合金について

はりがねのヤング率の温度変化の
測定とそれに伴う諸問題

淵洩検出装岡を兼ねた電擁i真空計

3 起振器の話

朔性変形に起る不均一性

試作した分類記録装慨の構造及び性能

振動容抽雷位計の直読化

C. 所外の学術雑誌等に発表したもの

1) 第1部

〔根鳥飼安生 28. 
岸勝男

1 

〔加中藤村 正康夫治 28. 2 

松沢喜一郎 ” 
池谷光栄 ” 
〔森富田大吉文郎治 28. 3 

·~~ 前 涸‘’‘‘ ” 
平尾 収 II 

〔中田 岩一雄郎
小）II ” 

教授池夕田 健

Soap-f珈 Analogyfor Torsion Proble切s: Proc. 1st Japan Nat. ・ 

Congr. for Appl. Mech. 

教授久保田広

On -Hypersensit初ePolarization Colors : ]. Opt. Soc. America, 42, 2, 
pp.、 144~145 (1952) 

On the Effect of Dispersion and Mult£Ple Reflection upon the 

Interference Color: (小瀬輝次と共著） J. Phys. Soc. Japan 7, 5, pp. 
470-473 (1952) 

Color Space -—物理学としての色彩論：日本物理学会誌， 7, 5, 249-

275頁，昭27.

物理学としての色彩論：科学（岩波書店）， 22, 12, 627 -633頁，昭 27.
On _the吐fectsof Errors of Micoid Disc切 PolanretMicroscope: 

]. Phys. Soc. Japan, 7, 1, pp. 79-83 (1952) 

教授糸川茨夫

脳波記録装閥及び麻酔深度計の研究：脳波， 16-17頁，昭 27.12 

教授玉木章夫

衝撃波1rr-: 物理学会誌 7,3, 131-136頁，昭 27.5-G
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高速空気力学の最近の発展：応用力学 5,29, 13-20頁，昭27.8

る熱伝逹の最近の研究：機械学会誌56,408,83-87頁，昭

28.1 

助教授官永冗郎

プロ—べ法の理論：真空技術， 3- 昭27.9

助教授小川岩雄

金屈蒸慾而上の気休吸愁膜の表面電位：応用物理 21,8, 223-224頁昭27.8

探針式振動容祉霞位計：応用物理 22,3, (印屈lj中）昭28.3

助教授鳥飼安生

On the Image For17zation力zPhase ll1icroscopy: J. Phys. Soc. Japan, 

7, 3, ~~30-331頁，昭27.5

肘状平面板における音波の透過：音態学会誌， 8,1, 21-27頁， 昭 27.5

超音波映像における位相差法の応用（根岸勝雄と共著）：応用物理， 21.9, 
350-354頁，昭27.11

重既超音波による光の回折と音波の映像（根岸勝雄と共著）：（第1,2, 3報）：

音栂学会誌 8,3, 128-132; 133-139; 139-142頁，昭 27.12

The Application of the Phase Method切 Visualiz切gUltrasonic 

Waves(根岸勝雄と共著）：J. Phys. Soc. Japan, 8-1, 119-124頁，昭 28.1 

助教授森大吉郎

Vibrations of a Rectangular Fra加： Proc. 1st. Japan Nat. Congr. 

for Appl. Mech. 

助教授山田嘉昭

Theory of Formability Test切gof Sheet Metals : Proc. 2nd Japan, 

Nat. Congr. for Appl. Mech. 

抜官渡辺 勝

慮子計卯機：日本物理学会誌 7,2,84-93頁，昭 27.4

微分解析槻：桟械学会誌 （印刷中） 昭 28.3

技官小瀬輝次

On the Effect of Dispersion and Multiple Reflection砂onthe 

Interference Color : (久保田広と共著）J. Phys. Soc. Japa11, 7, 5, pp. 470 

.-473 (1952) 

2) 第2部

教授宮津 純
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” 摩擦ポンプの乱流特性（第1,2報）：機械学会論文集， 18,66, 136-141頁

再び歯車ポンプ歯先すきまの最良値について．・機械学会論文集，18,66,163

-167頁

歯車ポンプ端面すきまの流体力学（第1報）基礎理論・・機械学会論文集，

18, 69, 81-85頁

Hydrodッnamicsof the E: 叫 Clearanceof a Gear PumP(2nd Rep.) : 

Proc. 1st Japan Nat. Congr. for Appl. Mech. pp. 417-421, May,'52 

歯車ポンプ端面すきまの流休力学（第3報）ー一翡i面せん断応力を最小と

するすきまの決定：槻械学会論文集， 18,69, 85-90頁

歯車ポジプの特性（理論および実験）：機械学会論文集， 18,73, 5-12頁

容器内で回転する円板の流休磨擦抵抗について：機械学会論文集， 18,73, 

;~.3-40頁

教授邸梱安人

Transfer Fnnction Analysis of Heat Exchange Processes: A. Tustin's 

Automatic and Manual Control: pp. 235-245ふIay,1952. 

基礎自動車制御論：科学技術社，昭 27.6

述続自動制御諭：科学技術社， 昭 27.8

自動制御理論の近況：機械学会誌， 56,408,昭 28.1 

教授竹中規雄

金属切削理論に関する最近の研究について：日本槻械学会誌， 66,408,昭

28.1 

研削作）廿に関する研究（第1報）：日本槻械学会論文狼， 18,74, 昭27.

教授小川正義

液験ホー＝ング：最近の賭密加工法講義会テキスト（賭機学会）， 110-ll5

頁，昭27.9

磨擦切断：最近の梢密加工法講義会テキスト（粕槻学会）， 116-121頁，昭

27. 9 

磨擦切削：梢密機械， 18,11, 12合併号， 1-5頁，昭 27.12 

教援鈴木 弘

多段連続仲線槻：日本槻械学会誌，昭 27.10

助教授平尾 収

圧力平衡型指圧計の改良：自動車技術会誌， 6,4,昭 27.
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助教授冗理 厚

The Motion of Rotating Shafts supported by Flexible Bear切gs:

Proc. 1st Japan Nat. Congr. for Appl. Mech. May, 1952. 

重ね板ばねのたわみ及び応力について：ばね協会論文集， 1号，昭27.8

自動車の試験台によるサ魚制振動：日本機械学会誌， 55,403,昭27.8

梢紡概スピンドルの迎動と危険速度（第2,3報）：日本織維機械学会誌， 5,
7, 昭27.7 

機械工学における非線型振動の諸問題：機械の研究5,3, 昭 28.3

助教授桑井源禎

テープル・フィーグの供給槻構と特l生．・化学槻械， 16,9, 昭 27.9

化学機械の型式選定：共立出版社，昭27.

助教授大島康次郎

サーボ様構の展望：日本機械学会誌， 56,410,昭 28.3

助教授植村恒義

高速度写真による測定法：梢機学会機械学会講義会別刷，昭 28.1

爆圧による菊い鉛板の朔性変形に関する高速度写真：東大理工研報告， 6,
6. 昭 28.3

写真用シャッターの性能に関する研究（第1報）：緒密機械，昭 28.3

助教授千々岩健児

金属の蹂固速度について：鋳物，昭 27.10 

助教授安藤良夫

多現象同時測定用抵抗線型歪計（高木昇と共著）：電気三学会大会予稿

生研試作アルミ艇について：軽金属， 5号，昭 27.11 

助教授石原智男

lll1h流ポンプの特性について：機械学会論文集.18, 66, 昭 27

3) 第3郡

教授星合正治

水銀陰極点の固定について（相川孝作と共著）：電気三学会大会予稿，昭27.5

酸化物陰極真空管のm.sec.程度の初期電流特性について（望月仁と共著）：

霊通誌 35,7, 昭 27.7 • 

9,000Mc帯における表面波線路の特性（森脇義雄，猪瀬浦と共著）：遁気三

学会述合大会， 13,6, 昭 27.5

センチ波における誘粛休特性測定装置（斎膝成文と共著）：雷通誌， 337号，

9,1 



昭 27.6

教授藤咋閲平

送電線における短い簡撃波の減衰変歪特l生（田代文之助・ミ須田善一郎と共

著）：第26回電学会述大予稲， S.5,昭 27.5

ケープル鉛被の霊流損偽について：第26回電学会運大予稿， 6.46, 昭27.5
国鉄変電所雷害事故についての所見：電気鉄道， 6,12, 昭 27.12 
羽根尾における昭和26年度雷実測：電力気象述絡会莱報， 12号，昭27.10 

天竜西幹線におる異常電圧試験：氾学誌， 72,769,昭 27.10 

閃絡点楔定器の一般的問題：電学誌， 73,773, 昭 28.2

F型椋定器の基礎実験：電学誌，73,773,昭 28.2 (麻生忠雄・田代文之助・

三須田善一郎と共著）

教授高木 昇

抵抗線歪計：電学誌， 72,767,昭 27.8

噌力線搬送の空中線結合に関する現場実験（斎藤成文と共著）：電気三学会

第26同連大会予稲， 2,83,昭 27.5

自動位相制御による安定化可変発振器：同上， 3,57, 昭 27.5

多現象同時測定）I']抵抗線歪計（安藤良夫と共著）：同上， 1,75, 昭 27.5

電力線搬送の空中線結合現場実験と送電線上の通信

慮圧分布実測結果（斎藤成文と共著）：電学誌， 72,771,昭 27.12 

屈曲振動水晶共振子の節価回路：寓気三学会東京支部述合大会予稿，9-10

号昭 27.10 

プラウン管型超音波厚み計によるタンク腐蝕度節の測定（丹羽登と共著）：

同上， 2-8,昭 27.IO 

超音波探傷器用感度椋準試験片（丹羽登と共著）：学振製鋼委，超音波探傷

法協議会報告• •昭 27.5.13 ; 昭 28.2.10 

超音波厚み計による探傷（丹羽登と共著）：同上，昭 28.2.10 

超音波探偽法の現状（丹羽登と共著）：材料試験 2,3,昭 27.12 

昭超音波による非破吹検脊（丹羽登と共著）：非破壊検査， 1,1, 昭 27.11

教授森脇義雄

短絡端結合並行線回路の諸特性（猜瀬博と共著）：電気通信学会雑誌 35,5,
昭 27.5

9,000 Mc幣における表面波線路の特l生（星合正治・猪瀬博と共著）：第26

回電気三学会述大講演予稲， B.6,昭 27.5

表面波線蹄：エレクトロニシ ／ン 1,3, 昭 27.12 
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教授後藤以紀

盤流器，真空管等を含む継電器回路の論理数学による取扱：第26回述大講

演論文集， 9.2, 昭 27.5

油中のケー プルのイングクタンス：電気三学会東京支部辿大会講演論文集，

6.18, 昭 27.10 

助教授斎藤成文

電力線搬送における空中線結合に関する研究（第 1~7 報）：霊力線搬送研

究会資料，昭 27.4,27.8, 28.2 

定在波測定器の探針のアドミッタンス測定について（黒川兼行と共著）：＝

学会述大予稿昭 27.5

電力線搬送の空中線結合に関する現場実験（高木昇と共著）：三学会大会予

稿，昭 27.5

七ンチ波における誘霞休特性測定装骰（星合正治と共著）：駕通誌， 337.

昭 27.6

4,000 Mcにおける金属表面損失並びに尊波管定数の測定（須田徳蔵と共

著） ．・電通誌， 337,昭 27.6

マイクロ波の電力分野への応用：オーム， 39,8, 昭27.7 

模擬送電線による冨力線搬送空中線結合に•関する研究（第 1 報）：電力線搬

送研究会資料，昭 27.9

同庫庸線路損失の一測定法（黒川兼行と共著）：三学会東京支部大会予稿昭

27. 10 

最近におけるQ測定法（柳井久義と共著）：霞通学会マイクロ波測定専委資

料，昭 27.10

送電線の電波障害特性の理論的研究（第1報）：湿気学会送雷線霊波障害委

員会賓料，昭 27.11

七ンチ波における誘霊休特l生測定装置（補俯）（星合と共著）：霊通誌，343,

昭 2?,12 

電力線搬送の空中線結合現場実験と送電線上の搬送波電圧分布測定結果

(/Ii木，尾上守夫と共著） :'iE学誌，昭 27.12 

助教授丹羽 登

超音波探協器の感度椋準：金屈， 22,5,昭 27.5

超音波探偽器用感度椋準試験片（高木昇と共蒋）：学術製鋼委，超音波探慟

法協議会毀料，昭 27.5. 13, 昭 28.2.10 

プラウン管型超音波厚み計によるタンク腐蝕度ペイプ偏心孵の測定：電通
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学会超音波委賓料，昭 27.4.22

超音波厚ク互計による魚肉の音辿測定：音噛学会春期講演会，昭 27.5. lfi 

超音波厚み計によるタンク腐蝕度測定：オーム， 39,6,昭 27.fi 

造船工業と超音波検牲：船の科学， 5,7, 昭 27.7 

プラウン管型超音波厚み計によるタンク麿蝕度等の測定（高木昇と共著）：

電気竺学会述合大会予稿 2—8, 昭27.10 

超音波検査用磁石式探触子：電通学会超音波委沢料，昭 27.11.22 

超音波による非破攻検壺（高木昇と共著）：非破攻検査， 1,1, 昭 27:11 

超音波探偽法の現状：材料試験， 2,3,昭 27.12_

超音波厚み計による探傷（高木昇他と共著）：学振製鋼委，超音波探像法協

議会資糾，昭 28.2.10 
助教授野村民也

電子管式アナログ・コンピ ーク：オーム，臨時増刊号，昭 27.11

4) 第4部

教授岡宗次郎

製塩に関ナる迅速分析法の研究（等1,2報）：日本塩学会誌，6,4, 152-155頁

昭 27.10

遠心分離機を利川せる迅速分析法の研究（武藤義ー・と共著） ：分析化学，

1, 2, 136-140頁，昭27.11 

アルカリ金属の工業分析法に閃ナる研究（第l報）：エ化， 56,2, 56-60頁，

昭 28.2 

教授高橋武雄

漁業用ロープの耐水化の研究：繊維学会誌， 8,7,344頁； 8,399頁，昭 27.

7, 昭 27.8

示差滴定を応HJした自働悩i定法：エ化， 55,4,189頁，昭 27.4

硫酸第2セリウムによる有機工業分析法の研究(Ill-VJ:ロ［化， 55,4,205

頁， 5,283頁； 12,805頁昭 27.4,27.5,27.12 

マンニットの工業的応用の研究(I-Vllll : エ化， 55,4,212頁，5,281頁，6,3

56頁， 7,449頁， 8,539頁， 9,571頁， 12,809頁，昭 27.4-27. 9, 27. 12 

教授永井芳男

ピレンの利用に関する研究（第1報）ニトロ慨換：エ化， 55,9, 623-625頁，

昭 27.9

ア七ナフテンに関する研究（第2報）溶媒にエタノールを用いるア七ナフテ

ンのモノクロル置換：エ化， 55,10, 660-661頁，昭 27.10
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ベンゾイル・ナフタリンの二:'三の新誘導休の合成：有合化協，10,7, 263-

266頁，昭 27.7

教授菊池

犬皮ゼラチンの物理化学的及び写真的研究：工業化学雑誌， 55,9,563頁，

昭 27.9

Pen-writing Polarograph with Direct Current AmPlがiers,Study of 

JJ-nitorosodiethyl aniline: Balletia of Chem. Soc., Japan, 25, 2, 98-1 

10頁，昭 27.4

助教授石井義郎

ビ＝ル樹脂可朔剤の合成研究（第1,2報）：高分子化学， 9,87, 205-214頁，
昭27.6; 同（第3報）：工業化学雑誌， 56,646, 104-106頁，昭 28.2

低温タール酸性油より表而活性剤の製造研究：油脂化学協会誌，1,3, 129,.._, 

132頁，昭 27.9

助教授山本 寛

エタノールー水系の気液平衡に及ぼす第3成分の影曹：化学機械， 16,6, 

166-171頁，昭 27.6

ペーコレータの作業容祉：化学機械， 16,12, 423~424頁，昭 27.12 

助教授浅原照三

aーオレフィンに関する研究（第6報）：工業化学雑誌，55,641, 589-591頁，

昭 27.9; 同（第7,8報）：有槻合成化学協会誌， 10,11, 12, 498-501頁， 538

,.._,541頁，昭 27.11-12 

脂肪酸ビニルに関する研究（第1,2恨）．．油脂化学協会誌， 1,2, 76-81頁，

昭 27.6

半乾性油より乾性油の合成（第2報）：油脂化学協会誌， 1,4, 175-178頁，

昭 27.12 

高級アルコールの塩素置換及び反応生成物の分析：工業化学雑誌，55,641,

591-593頁，昭 27.9

アルミ＝ウム合金の塗装について．・軽金属， 1,2, 138-143頁，昭 27.4

軽金属の表面塗装に関する研究（第5報）：金属表面技術， 3,3, 102-106頁
昭 27.6

各種合成樹脂ワ＝スの稀釈度と粘度との関係（第l相）：工業化学雑誌，55,

641, 587 -589頁，昭 27.9

助教授野崎 弘

低原子価アルミニウムについて：日本化学会，化学と
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助教授加膵正夫

鋳物用耐伐アルミニウム合金 (Al-Mg5疫）に及ぼす鉄及びマンガンの影喘

について（中村康治と共著）：輻金属， 5,昭 27.IO 

鍛錬川時効硬化性耐食アルミニウム合金の研究（武谷消昭と共著）：降金属

6, 昭 28.2

アルミニウム合金0)接蝕腐食とその防止法(Il)(中村康治と共著）：軽金属

6, 昭 28.2

助教授山辺武郎

イオン交換樹脂の工業的利用（総説）：化学と工業，5,9, 450-454頁，昭27.9

助教授今岡 稔

弗化物ガラスの研究（第1報）：窯業協会誌， 61,l3-14頁，昭 28.1

助教授中村亦夫

澱粉酸糖化発酵の研究：工化， 55,4, 227-229頁，昭 27.4

助教授武藤義一

携帯用光電比色計の試作：分析化学， 1,1, 90頁，昭 27.8

遠心分離機を利用せる迅速分析法の研究（岡宗次郎と共著） ：分析化学，

1, 2, 136-140頁，昭27.11

トムソン熱祉計の改良：分析化学， 1,2,200頁，昭 27.11

アルカ））金属の工業分桁法に関する研究（第1報）：工化， 56,2,58-60頁，

昭 48.2 

容批法による石灰及びマグネシウムの迅速定址：日本塩学会誌，6,4,152-

155頁，昭 27.IO 

容砒法による硫酸根の迅速定址：日本塩学会誌， 6,4, 155-157頁，昭27.IO 

電解実験用電源：エレクトロニシアン， 2,2, 31-33頁， 昭28.2
新しい電解分析法：電気分析法講習会テキスト（日本分析化学会編）， 27-

48頁，昭 27.7 

助教授松下幸雄

CaO-Si02-FeO系，CaO-Si02-Al203系溶融スラッグ構成分の活址計

算：鉄と鋼， 38,3,8頁，昭 27.~

二元素系溶融スラッグの電気伝導度：鉄と鋼， 38,5,6頁，昭 27.5

FeO-Si02系， FeO-MnO-Si02 系溶融スラッグの電気伝導度：鉄と

鋼，38,6,5頁，昭 27.6

電気伝導度からみた溶融スラッグの構成：鉄と鋼， 38,7, 11, 頁，昭 27.7 

CaO-Al203 系溶融スラッグの電気伝導度：鉄と銅， 38. 8, 15頁， 昭
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27.8 

溶融スラッグの塩基度．’分析化学， 1,2, 190頁，昭 27.11

助教授仁木栄次

黒化硫化亜鉛蟄光休のコロイド状亜鉛の分析（第l報）：エ化誌， 55,7,419 
-422頁，昭 27.7 

ダイヤルゲージを利用したミクロビュレットの試作：分析化学， 1,1, 90-

91頁，昭 27.8

分析化学に必要な電子管と電気回路入門：分析化学，2,1, 65-80頁，昭28.3
助教授久松敬弘

金屈表面処理（共著）：修教社，昭 27.

鉄の陽柩酸化不働態に及ぼす磁場及び音場の影榔： 日本金属学会誌， 16,
194, 昭 27

電気火花法による銅の表面硬化：金属表面技術， 3,110,昭 27.

技官中村康治

鋳物用耐食アルミニウム合金(Al-Mg5疫）に及ぼす鉄及びマンガンの影

曹について（加藤正夫ど共著）：降金属， 5,昭 27.10 

アルミニウム合金の接触腐食とその防止法(II) (加藤正夫と共著）：條金

屈， 6,昭 28.2

5) 第5部

教授渡辺 要

短音による室内音榔実験：建築学会研究報告， 19,昭 27.9

九州地方の冷房ディク.))ーデー：建築学会研究報告， 20,昭 27.10 

教授小野 窯

生コンクリートの側圧について：建築学会研究報告， 19,37-38頁，昭27.9

弾塑性ラーメンの極値定理について：建築学会研究報告， 20,111-112頁，

昭 27.10

トンネル系シャーレン屋根を有する映画館について：建築雑誌， 65,787,

昭 27.6

トンネル系シャーレンの構造設計について：建築雑誌書 70,792,昭 27.11 

側圧に関す一述の研究及び附殖強度に関する研究：建築学会研究報告，21,

昭 28.2

教授星野昌一

経金属材の概準工法：建築雑誌， 68,794,2-6貞，昭 28.1
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色彩調節と建築：日本科学技術連盟，昭 28.1 

教授坪井善勝

鉄筋コンクリート版の剪断抵抗について（第5,6報）：建築学会研究報告，18,

93-94頁；20, 147-148頁，昭 27.5, 27, 10 

鉄骨鉄筋コンクリート柱の実験報告(No.2): 建築学会研究報告，18,117-

118頁，昭 27.5

大きなロッキング振勁とその減衰槻構：建築学会研究報告， 20,77-78頁，

昭 27.10

ラーメンと壁休：建築学会研究報告， 20,113-114頁，昭 27.10 

鉄筋コンクリート構造接合部に関する研究（第1,5,.,..,3報）：建築学会研究報

告， 20,151-152頁；21, 昭 27.10,28. 2 

殻構造について（そのI,2) : 建築学会研究報告， 21,昭 28.2

教授丸安隆和

打込まれたコンクリートの強度をはかる方法について：土木学会誌，38,1, 
昭 28.I 

助教授浜口隆一

アメリカのデザイン：建築雑誌， 67,793,18-20頁，昭 27.12 

助教授勝田高司

換気筒による自然換気一ことに建物内外の圧力差について：建築学会研究

報告， 18,昭27.5

コンクリート・アペートの自然換気計画：建築学会研究報告， 20,昭27.10 

コンクリート・アバートの換気回数：建築学会研究報告， 21,昭 28.2

｀助教授池辺 ．陽

キッチンスペースからファンクシコンヘ．・工芸＝ュース，昭 27.9 

住宅組織分析：新建築，昭 28,1 

棚準寸法へのアプローチ：国際建築，昭 28.2

助教授三木五三郎

千葉市南方悔岸の千葉製鉄所地内における土質試験報告：日本土質基礎工

学委員会秋季購演集（日本土質基礎工学委員会）昭 27.11

広研究会•講演会•公開贔座

研究の経過及び成果については，各部で研究会，輪講会，談話会の形式で，

毎週1回ないし侮月 1回の程度に，それぞれ開催されている． これらは一

般聴講希望者に対しても開放されている．
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その他当所で行つた公開購習会ないし科学座は，下記の通りである．

放射性同位元素講習会 （昭和27年6月）

放射性同位元素概論 谷 安

放射性同位元素の工業への応用 加株正

放射性同位元素に関する測定 小川岩

放射性同位元素の化学への応用 斎藤信

放射性同位元素に関する健康管理 寛 弘

b. 「最近の住宅技術」第1回夏季公開講座

会期昭和27年8月25日"'8月30日 於日大工学部講堂

後援 日本建築学会関東支部

住宅地の計画

気候環境から見た住居と気候制御

住宅と防災

a. 

教

教

教

授

授

授
渡

浜

英

辺

田

山

正

夫

雄

房

毅

華

要

稔

住宅とプラスチックス｛第 1部
第 2部

平面構成論

集合住宅の描造計画

住宅と設備計画

住宅の意匠計画

住宅と塗装

住宅の配色計画

住宅と家具

住宅と庭園

最近のアメリカ住宅

教 授 永井芳男（星野教授代講）

助教授

教授

助教授

購師

助教授

教授

購師

助教授

助教授

陽

勝

司

雄

―

―

池辺

坪井

勝田高

小坂秀

浅原照

屈野昌

金子徳次郎

加藤誠平

浜口隆
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附録

1. 過去の主要な業績

はしがき

当生産技術研究所は，昭和24年5月設立されたが，沿革の項にも記した通

り，研究所としての全面的な活動を始めたのは，昭和26年4月からである．

したがつて研究所として活動経歴は浅く，過去の主要な業紐も研究所の業紐

として掲げる意味は少いので，むしろ所員個人の過去の業鎖を収録するもの

として，掲げることにした．

A. 過去における研究分野

第 1 部

教授谷安正

電子顕微鏡の性能の向上，電子顕徴鏡の金属への応用，金属搬性

教授池田健

降構造の強度と挫屈（菊肉断面材の捩り・曲け）， 直交異方性板の平面応

ヵ，応力測定 (Soap-film,電気式ひずみ計）

教授岡本舜三

構造物の振動と強度，震害の実際調査

教授久保田広

スペクトルの徴細構造，干渉計による光学機械及び村料検査，・• 合成樹脂の

光学的応用， レンズ収羞位相差顕微鏡，千渉菊膜の応用並びに色彩論的

研究

教授糸川英夫

主奨伴流，音癌インピーダンスによる徴小変位の測定，脳波記録器，ヴァ＼

イオリンの試作

教授一色貞文

X線による応力測定， X線吸収スペクトルの微細構造，金属の加工及び焼

鈍機構

教授玉木章夫

高速気流，圧縮性流休の境界層，境界層理論による熱伝逹

助教授 大井光四郎

衝撃による挫屈，円環殻の強炭
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助教授 江口雅彦

サーミスター， PbS光電導七ル

助教授 末岡楕市

強い電揚内におけるヘリウムのスタルク効果

助教授 富永五郎

慮離襄空計，油拡散ポンプ，質杭分析計

助教授 小川岩雄

計数管の放電機構電離計数及び比例増rf1器

助教授 鳥飼安生

三味線の胴の振動，固体中の音速の測定，超音波の映像

助教授 森大吉郎

降構造物（自動車車体，短形枠等）の振動，振勁試験装慨（起振器・測定

器）の試作

助教授 山田嘉昭

二次元塑性理論とその堕性加工，特に線引と硬さ試験への応用

技官渡辺勝

霊子衝突，微分1倅析機
技官小瀬輝次

反射防止膜，菊膜干渉色

第 2 部

教授 兼重寛九郎

水力学；熱工学及び繊維機械学

教授宮津純

水流の渦担失と渦流防止，渦の運勁及び安定，示圧孔の影靱，粘力式（摩

擦式）流休機械，高性能摩擦ポンプ，歯車ポンプの性能向上

教授高橋安人

空気式自勁調節器の特性， 2変数制御系の解析と実験，温度の自動調節，

含水址の自働調節，自動車振動と路面との関係

教授竹中規雄

切削仕上面の粗さ，耐磨耗性，粗さ表示法，超仕上加工法，切削温度

教授小川正義

梢密ねじの測定，ねじ切りバイト，桔密ねじの切削，切削抵抗
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教授鈴木弘

逆張力引抜作業，動力回収式単段逆張力引抜機械の槻械効率，多段連続逆

張力引抜機械の張力特性，銅の引抜力，引抜銅村の機械的性質， ildi圧力下

磨擦係数測定，引抜変形過程，金属材料の変形抵抗

助教授橘 藤雄

温度により物質定数の著しく変化する浣体の熱伝逹，接触面の熱抵抗

対流放熱器，非円形断面管の自然対流熱伝逹， nJ't流を受ける面の熱伝逹，
剖離を伴う流れの熱伝逹

助教授平尾 収

内燃機関の放熱韮，航空発動機の高空性能， 4ザイクルガゾリン槻関の吸

気効率に及ぼす熱の影膀，ジーゼル機関出力の温度修正，幾何学的に相似

な自動車の大きさと性能，自動車の大きさと燃費，自動車の燃費と加速性

能，動力伝逹機構の性能，諸元と自動車の性能，流体変速機付小型自動車

の性能

助教授 水町長生

航空用発動機の冷却器，航空用排気ガスタてビン，ガスタービンの特性，

ガスタービン用燃焼器，空気機械（圧縮機及び送風機）

助教授 r{ 迎 厚

発動機の力学，摩擦吸振器，弁の跳り，重ね板はね，回転軸の迎動，自動

車の振動

助教授 桑井源禎

粉粒の粒大測定法，粉砕，飾分及び分級，流動胴， イオン交換装岡

助教授田宮 虞

球の造波抵抗に及ぼす底面状況，磨擦抵抗における形状影靱，摩擦抵抗に

対する推進器吸引力の影靱，靡擦抵抗に対する造波現象の影癌

助教授 松永正久

精密機械用材料，梢密加工法（ラッピング・冨解研磨），電子顕微鏡及び電

子廻折

助教授 大島康次郎

時計脱進機誤差，時計ひげぜんまいの非直線性，アナコンによる制御系の

解析，サーボ機構の周波リス示ンス実験

助教授 植村恒義

超高度カメラ，瞬間写其，？高速写真による工業界における高速度現象の解

析，写真用シャッターの性能，高速回転円盤の破壊，捕鯨砲の性能
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助教授 千々岩健児

鋳造における湯の流れ，鋳型の乾媒，梢密鋳造，鋳物の凝固速度

助教授 安藤良夫

溶接による熱と冷間加工による塑性変形の重盛効果，軽金属電弧溶接，ァ

ルミ艇の試作，進水時の応力分布の測定，物体の水面梱撃，自動溶接によ

るサルファークラックの疲労に及ぼす影聾

助教授 石原智男

流体変速機の性能，軸流送風機の内部流れ，全幅堰の流枇係数，ウエスコ

ポンプの性能改善

第 3 部

教授屋合正治

電子管式自動電圧調賂器，通信線路用避雷器，水銀賂流器，軽合金の抵抗

溶接，電波高度計，真空管の性能向上，マイクロ波，含湿韮測定装閻

教授藤高周平

高速度プラウン管オシログラフ，回転ドラム撮影式高速度プラウン管オシ

ログラフ，過渡現象監視用プラウン管オシログラフ，サージ遅延回路， F

型閃絡点標定器，低気圧放電管へのアイツトープの応用，送電線における

雷実測，電力機器の1直i撃波特性，模擬送霞線による衝撃波の減衰及び変歪
教授高木昇・

ロッシエル塩振動子

教授森脇義雄

グ））ッドらせん振動，尊波管及び電磁ラ・ッパ，高周波帯域増rf1回路，分布

結合回路

教授 沢井善三郎

軽合金の点溶接，抵抗溶接，自動制御特に制御要素としての電気機器，共

振型材料疲労試験機

助教授 斎藤成文

高周波誘電加熱の基礎的研究，マイク町皮測定装置，電力線搬送の分布結合

助教授 安逹芳夫

電子管露極材料，真空管空間電荷問題

助教授 丹羽

水晶振動子の特殊応用，ロッシェル塩振動子の周波数温度係数，超音波計

測法
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助教授 野村民也

微小容弛変化検!:Ii装岡，頁空管極間容椛の変動，定屯圧安定化電源

第 4 部

教授友田宜孝

グリ七リン発酵，アルコール発酵の能率，アルコール発酵に及ぼす通気の

影徳，繊維素の発酵，硫安を唯一の窒素源とナる陪母の怨白質， タガトー

スの構造

教授岡宗次郎

無機塩類の結晶成長，塩類の梢製，遠心分隋機を利用した迅速分析法，製

塩副産物利用

教授高橋武雄

絹梢練，アルギン酸，褐策類よりヨード，マンニットの製造，アセチレン

系化合物の製造，アルギン酸ソーグ糊の工業的応用，マンニットの工業的

応用

教授福田義民

骸炭及び木炭，炭質物の賦活，吸慾操作の化学的研究，固休一気休反応の

反応機描及び速度，月ナイクロン脱塵器

教授永井芳男

ベンズアンスロン系建染染掛，イソヴィオランスロン系建染染料，微他有

機合成，ア七ナフテンの利用， ピレンの利用，アントラセンのクロル化，

アミン類とアルコール類との脱水反応

教授金森九郎

酸素製鉄法

教授菊池真

写其材屑の超増感，現像液の酸化還元雷位，霊解還元，写虞用添加剤の銀

霊位的研究，ペン記録式ポーラログラフ，犬皮ゼラチンの物理化学的研究

教授江上一郎

無水塩化マグネシウム製造，マグネシウムの電解製錬，況合溶融塩の状態

図，批合溶融塩の電導度

教授小川芳樹

鉄の陽極的挙動，金属の陽極溶解

助教授 石井義郎

油脂水酸化，脂肪酸誘尊体，低温タール酸性油の利用，可朔剤の合成，植
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物スデリンの利用，羊毛脂の成分

助教授山本 霞

イオン交換操作，抽出蒸溜法

助教授 浅原照

aーオレフィン，脂肪酸の‘這解還元，脂肪酸のクロマトグラフによる分蹄，

半乾性油より乾性油の合成，高郷土質鉱物，軽金属の表面塗装，マロン酸

エチルとホルマリンとの反応，塩素化脂肪酸より掴滑油の合成

助教授野崎 弘

アルミニウム＇遁解浴組成，塩素酸塩電解

助教授 加藤正夫

三屑氾解法による沿i純度アルミ＝ウムの梢製，高カアルミニウム合金の銀

造法，商馬力mケルメットllirh受合金，降合金溶解用フラックス，航空機用
特殊鋼の熱処理法，マグネシウム合金の表面処理による防食法，アルミ＝

ウム合金肘の再生処理法，鋳造用亜鉛合金， lli!h受用時効硬化性鉛合金，放

射性同位元索 Cび° をmいた医療用（ラジウム代用）放射性合金
助教授 山辺武郎

ゼオライト，イオン交換の平衡

助教授今岡 稔

珪弗化水素酸による窯業原料の梢製，＇薬液注入法の薬液，アルミナ質窯業

原料

助教授 中村亦夫

澱粉酸納化発酵残甑甘謀J)酸液による貯蔵

助教授 武藤義一

遠心分隣機を利川した迅速分析法，製塩副産物の利用，鉄鋼の迅速分析

助教授 松下幸雄

溶融スラッグの塩基度，溶融スラッグの物性，溶融スラッグの電気化学的

研究，鉄鉱石のプレンディング

助教授 仁木栄次

複屈折を利用した硫化亜鉛螢光休

助教授 久松敬弘

各種のめつき厚さ測定法，鉄の陽樹不働態，銅及び銅合金の陽極溶解，鉄

鋼の酸洗，這気火花加工，アルミ＝ウム電滸

技官 中村康治

マグネシウム合金（主としてマグネシウムと鉄の高温度における平衡），ァ
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ルミニウム合金スクラップの再生法，金属の変形加工怯

技官四川桔

不純アルミニウムの耐食性，時効性鉛軸受合金， Cu-Al-Mn合金

技官原善四郎

直接電解による鉄粉の製造

抜官 j)泰森栄..

有機発光感光物質とその応田

第 5 部

教授渡辺要

建築における室内環境の立場からの採光・

住宅地区の評価判定

教授福田武雄

• 熱的問題，住宅特に不良

木コンクリート桁，橋梁自重の軽減，橋梁におけるアルミ＝ウム合金の活

用，小銃弾の術撃による七メントモルタル及びコンクリートの破壊，ラー

メン隅角部の応力，格子の理論とその応用

教授小野

骨組の力学ことに撓角法，仮枠にかかる生コンクリートの側圧，弾吼袢ラ

ーメンの椴値定理，附沼強度

教授昆野昌

防空偽装地下工場，建築意l圧

教授坪井善勝

鉄筋コンクリート板の設計応力，耐震壁，殻構造理論

教授星他和

基礎支持力，道路勾配部屈曲部の構造，土の変形と破壊の理論

教授丸安隆和

節分け作業に関する実験的研究，マグネシアコンクリーい地上写其測拙，

現場コンクリートの試験方法，薬液注入による地盤の固結法

助教授 浜口隆一

欧米における建築の発逹の技術史的研究，建築における大工•石エから機

械生産への技術史的研究

助教授 勝田閻司

自然換気，暖房
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助教授 井口令昌平

分岐水路の中め水の流れ，哄水追跡

助教授池辺 陽

都市計画，地方都市計画における基礎問題及びコミュニティ，立休最少限

住居，島型台所，椋準尺度問題

助教授 三木五三郎

基礎地盤土の現場土質調柾，土壌侵蝕に関する土質力学的研究

助教授 久保殷二郎・

プレストレスドコンクリートとク））ープ，セメントモルタルの塑性とク lJ

ープ

B. 主要な著書と論文

1) 第1部
箸苫名又は論文阻目 発行所又は発表誌及び巻陸 発行又は発表年月

教授谷

電気磁気学

可班性変形論

レンズ

安正

内部摩擦について

加工硬化の恢復

教授池田健

薄肉断而材の捩り理論

捩りを受ける非円形菊肉筒
の破損について

直交異方性板の平面応力について

円孔叉は楕円孔を有する直交異方
性板の平面応力について

Soap-Ji伽 Techniquefor Solv切g
Torsion Problems 

教授岡本舜芝

岩波害店

” 
応用物理

金属学会誌， 15
金属学会随性分

科会報告， 16

航空学会誌， 6,47

11 7, 61 

航研報告， 257

科学文化協会誌 3,

J. Sci. Rev., 2, 2 

素堀坑の強さに関する弾性学的考察 土木学会論文猿，

4連モーメント定理による架構の振
翁土木学会誌， 25,12 

勤問題の解法

” 
軸線を含む面に垂直なる荷韮をうけ
る円形曲り槃の研究

110 

" 28, 1 

11 29, 3 

昭 11.2

昭 14.11 

昭 14

昭 25

昭 26

昭 14.3

昭 15.5

昭 18.7 

昭 20.8

Aug.1951 

昭 24.I 

昭 14.12 

昭 17.1 

昭 18..'l 



著書名父は論文阻目 宛行所又は発表誌及び唸号 発行父は発表年月
--- --- . 

木材の買撤試験 II 32, 5 

横術重をうける吊橋 士木学会論文集，

素堀坑の強さに関する弾l生学的考察 ” 
戦災コンクリート構造物の安全性に
関する研究 ” 
単純梁の節撃実験 土木学会誌， 35,12 

昭和24年12月26日栃木地震による土
木施設の被害について

土木学会論文集，

伽 theBend切gand the 

Viりrationof tlze Arch Ring 

長柱の弾性挫屈について

Proc. lst. J. N. C. AM. 

土木学会誌，刃， 7

教授久保田広

On the Stadz Effect of Ionized 
Heliu加

Sci. Rap. I. P. C. R. 

干渉計によるレンズ検査及び測定に
関する研究

光学系の計卯に関する研究

千渉計によるシュミットプレートの
測定について

合成樹脂による廻折格子の極製

偏心光学系の収差

位相差顕微鏡

On the Interference Color of thin 
Layers on Glass Surf ace 

理研旋報

” 
応用物理・

II 

” 
” 
J. 0. S. A 

On the Sensitive Color of Chromatic 
Polarization 

/I 

教授糸川英夫

主粟伴流の位置及び位閻に及ぼナ地面
の影曹

航研歯報， 187,

航空力学の基礎と応用 共立出版

輪型細隙の音密インピーグンスにつ
いて

圧力変動の測定法とf[dJ隣
流の渦に関する研究

教授一色貞文

X線金属工学（原著プロッ
カーの鵡訳曹）

111 

応用力学， 2,10, 

生研報告， 2,2

コロナ社

昭 21.5 

昭 22.6

昭 24.:1 

昭 25.11 

昭 25.12 

昭 26.12 

昭 29.11

昭 27.1 

}』ay,1931

昭 17.6

昭 17.7 

昭 19.1

昭 22.8

昭 237 

昭 24.7 

Mar., 1950 

Aug., 1951 

昭 15.3

昭 17.11

昭 24.7 

昭 26.8

昭 15.4



著帯名叉は論文阻目 発行所又は発表誌及び巻号 発行•又は発表年月

X線による応力測定法の 日本鉱業会誌， 昭 23.9
研究 54,9;55,6 昭 24.6

教授玉木章夫

マッ入ヅェングー千渉計による高
速気流の測定

航研報告， 272

亜音速流中におかれた奨型の圧力
分布について（千渉計による測定）

境界層理論による熱伝逹
の研究

層流境界層方程式の解法
について

助教授 大井光四郎

衝撃による挫屈について

円形の穴を有する平面および直線に
限られた平酉上の応力函数について

助教授 末岡清市

II 283 

生研報告， 1,8 

理工研報告，5,1-2

応用数学， 2,1 

機械学会論文漿
16, 55 

On Eigenvalues of Incompletely 
Reducible Matrix J.P. S. J., 4 

On the Stark Effect of Helium 
切 StrongElectric Field(I, II) 

On the Shape of Radio-Frequency 
Spectru切

On a Method Shortening Period 
of GyroscoヵeMoving with High 
Sヵeed
助教授 小川岩雄

計数管の放電機構

助教授 鳥飼安生

て味線の振勁学的研究

Discharge Mechanism of 
Geiger-Miiller Counters 

粘弾性休中の超音波の測定

振動法による圧延真鍮板の
ヤング率の測定

助教授 森大吉郎

ガレルキン法について

自動車車休の振動について

容載型歪計

昭 18

昭 19

昭 26

昭 26

昭 24

昭 25

” 5,6 

II 6
 

Proc. 1st 
J. N. C.A. M. 

日本物理学会誌， 5,1 

理工研報告， 2,5-6

1949 

累
1951 

1951 

昭 25.1-2 

昭 23.5-6 

J.P. S. J. 4, 1 Jan. ~Feb., 1949 

音曹学会誌， 7,1 昭 26.5

応用物理， 20,6-7 昭 26.10

応用力学， 3,1:l 昭 25

応用力学， 3,14 昭 25

槻械学会誌 昭 26.9
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署苫名父は論文阻日 充行所又は発表誌及び呑号 発行父は発表年月

ご次元朔性理論とその朔性
加工への応用について

生研報告， 1,5・

On the Application of the Theory 
of Plasticity to Hardness Test and 
Wfre-draw切g

技官渡辺勝

Proc. 1st 
J.N. C.A. M. 

昭 26.2

May, 1952 

電子価突による酸素負イオンの電降確率 J.P. S. J.,4, 4-6 昭24.6-12 

技官小瀬輝次

不均質蒋膜による反射防止について 照明学会誌

2) 第2郡

教授 兼重寛九郎

水面検出器の糖度 機械及電気

動力計用制動装置の速度特性 ” 
プロペラ型軸流水車の特性に

東大工学部紀要ついて

巻掛伝機動構による非人円と形共車著の）定速
回転 （高橋安

日本機械学会誌

地熱利用について 日本機械学会誌， 53,379

教授 宮 純

Path and Stability of a Local Philosophical Magazine 
Vortex moving round a Corner Ser. 7, Vol. rn, 

昭 25.2

昭 11.8 

昭 13.4

昭 13.8

昭 21.2 

昭 25.8 

Sep. 1931 

Vol. 17 May. 1934 

Vol. 19 

Vol. 25 

Tech. Rep. of Tohoku Imp. Univ., 13, 1 

日本機械学会誌・37,2m

同論文集， 1,1 
II 2, 9 
II 9, 35, 3部

On the Divergent and Convergent Tech. Rep, of 

Mar.19、35

Mar. 1938 

1939 

昭 9.3

昭 10.2
心ぷ

昭 11.11

昭 18.5 

Flows of a Viscous Fluid, Co切Pa- Tohoku Imp. 1935 
red with Those of a Perfect Fluid Univ., 11, 4 

日本機械学会誌，窃，207 昭 9. 7 

枷erden E呵 lussder Bohrungen Ingenieur-Archiv. 
auf die D ruclwnzezge Bd. 7, 1 Ht. 1 

Feb., 1936 
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著害名又は論文阻目 発行所又は発表誌及び券号 発行又は発表年月

Tech. Rep. of Tohoku 
Imp. Univ., 12, 2 

日本機械学会論文集2,9

Zur theoretischen邸 d邸如rimente- Tech. Rep. of 
llen Behandlung des Wirbelzentrums Tohoku Imp. 
im protzlich erweiterten K畑 al Univ., 13, 1 

日本航空学会誌， 3,20

1937 

昭 11.11 

1939 

昭 11.12 

lnvestig ations of Vortex a叫邸ergy Tech. Rep. of Tohoku 
Losses in Diverg切gFlow of Water Imp. Univ., 13-1 1939 

日本機械学会論文集， 5,18 昭 14.2

Theoか ofthe W estco-ty加
Rotary Punゅ

Tech. Rep. of Tohokn 
Imp. Univ., 13, 1 1939 

粘性ポンプの理論

高効率高性能摩擦ポンプ(1-5報）

粘力式（磨擦式）流休機械と
その一般理論

歯車ポンプの理論

教授高梱安人

自動制御

... 

コントロールエンジニャ第1集

熱交換の自動制御

教授竹中規雄

切削仕上面の粗さに関する研究

切削加工面のあらさ

切削温度と匁物の寿命に
関する研究

光線反射法による粗さ表示法に
ついて（津上駿吉と共著）

日本機械学会論文集， 5,18 昭 14.2

日本機械学会論文集， 9,37 昭 18.11

日本機械学会論文卯
10, 40昭19.8,11
"'13, 43昭 22.1

日本槻械学会論文集， 14,47 昭 23

日本機械学会論文集， 17,56 昭 26

科学技術社

誡文堂新光杜

昭 24.9

昭 26.6

日本機械学会誌， 54,393 昭 26.10 

生研報告， 1,6 

日本機械学会誌， '64,389 

日本機械学会論文集，
17, 63 

精密機械（梢槻学会誌）
17, 10 

昭 26.3

昭 26.6

昭.26

昭 26.10 

Studies on the Surface Roughness 
of Meta ls finished by Cutting J.S.R.,2,2 1951 

昭 27研削作用に関する研究（第1報：といし 日本機械学会論文集
の目立効果について，征谷璽康と共著） 18, 74 

教授小川正義

アルミニウムの切削加工

精密ねじに関する研究

液休ホーニング

生商研究， 2,4 
生研報告， 2,1 
生産研究， 3,8
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昭 25.4

昭 26.4

昭 26.8



管苦名父は論文題目 発行所父は発表誌及び巻号• 発行又は発表年月

教授鈴木弘

逆脹力引抜加工に関する研究

助教投稿 藤雄

鋼板放熱器の性能試験

接触面の熱抵抗に関する研究

助教授平尾 収

内燃機関の放熱址について

自動車の大きさと燃費

自動車の燃費と加速性
について

助教授 水町長生

送風機冷却の研究

発動機用冷却器の装備法
に関する研究

給気冷却器の装備性能

ガスタービンの運転の安
定性について

助教授 J( 理 厚

弁の跳りについて（共著）

摩擦吸振器について（共著）

賭紡槻スピンドルの高速化に
関する諸問題

On the Motion of Rota! 切g
shafts 

最近の工場における振動問題

助教授 桑井源禎

粉粒供給器の特性について

ジェット式粉体供給装證に関
する研究

ドラバル型遠心分離機の性能
に関する理論的考察

テープル・フィーグの供給槻
構と特性

化学機械の型式選定

生研報告， 1,3

術生工業協会誌， 23,8

日本機会学会誌， 55,397

日本機械学会論文集， 15,50 

自動車技術会論文集， 1

自動車技術会論文集， 2

昭 25.12 

昭 24

昭 27.2

昭 24

昭 24

昭 26

航研報告， 19,262;20,278 昭 18.7, 昭19

” 
20.279 
20,299, 

II 22,301 

日本機械学会論文集
16, 54 

航研報告， 300

II 314, 315, 316 

日本機械学会誌， 54,389

Rep. of Inst. of 
Ind. Sci. 2, 4 

日本機械学会
機械力学部門編
「機械振動とその対策」

化学機械， 13,6 

科研報告， 26,8-9

化学機械， 14,3 

II 16, 9 

共立出版社
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昭 19

昭 19.7 

昭 25

昭 19.7 

昭 19.11

昭 26.6

Mar., 1952 

昭 27.5

昭 24.12 

昭 25.9

昭 25

昭 27.9

昭 27



若諮名又は論文題目 発行所又は発表誌及び巻号 発行父は発表年月

助教授田宮 虞

船の沈没に要する時間について 造船協会雑窮

軍艦構造の設計(W.Hovgaard 
の原著を宮本勇と共訳）

コロナ社

The Form Effect on the Frictional 
Resistance of Ship 

Abstract Notes and 
data concerning the 
Subjects at the 6th 
Intern. Conf. Ship 
Tank Superintendents 

功教授 松永正久

時計のゼンマイに関する研究

電子廻折装置の分解能の向上
について

電子顕微鏡及び電子廻折装置に
よるラッピングの研究

功教授 大島康次郎

高速度カメラにおさまつた
エスケーフメント

日本学術振興会
発行「時計生産
技術の研究」

電子顕微鏡総会研究委
員会資料58-A-13

” 58-C-6 

時計学会誌

天府時計の脱進機誤差について 糖機学会誌， 15,10 
自動制御の最適条件について 梢機学会誌， 16,3 
テンプ時計の等時l生に関する実験 時計学会誌

功教授 植村恒義

水滴分裂の瞬間写真 応用物珊， 16,
衝撃に対する液体の性質に関する
研究

， 応用物理， 18,2 

高速度写真とその工業界への応用 生産研究， 1,2

写真機用シャッター 生産研究， 2,5

超高速度カメラ用大型回転円盤の
理工研報告， 4,11 空気岸擦抵抗について

昭 21:7

昭 19.3

1951 

昭 26

昭 26.12 

昭 26.12 

昭 24.9

昭 24.10

昭 25.3

昭 26.:3

昭 22

昭 24

昭 24.11

昭 25.5

昭 25

高速回転円盤の破壊について

最近の高速度写真の技術

機械の研究， 3,6 昭 26

功教授 千々岩健児

鋳型の乾媒について（第l,2報）
中子の高周波乾燥に関する研究

鋳造の相似則

功教授 石原智男

任意奨型よりなる無限奨列の
ー近似解法

機械の研究， 4,1 昭 27

鋳物 昭 24.11,昭 26.6

鋳物 昭 26.4
鋳物 昭 26.8

日本機械学会論文集， 14,47昭 23
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著書名叉は論文題目 発行所父は発表誌及び呑号 発行又は発表年月

流休変速機の特性について

Su砂 lementedFormulas for 
Rectangular Weirs without 
End-Contractions 

軸流ポンプの特性について

3) 第5郡

教授星合正治

熱電子管を利用せる直流用振動
接触型自働電圧調脆器について

火花の遅れ

電気工学原論(3巻）（福田
節雄と共著）

通信線路保安用放電装慨
の実験的研究

強電流工学と電子装閥

電気工学汎論(3巻）

電子とその作用（本多侃士
と共著）

気休中の放電（本多侃士
と共著）

真空工学

電子工学概論

自動車技術会論文集， 2;
日本機械学会誌， 54,395

昭 26.12 

1951 

昭 27

N.C.T.A.M-Proc. 

日本機械学会論文集，18,66

電学誌， 445

電気評論 16-17,
17回述載

コロナ社

信話学誌， 94

霞気の友， 783-794, 
12回述載

オーム社

” 

” 

” 
共立社

大 14

昭 3.1-昭 1.6

昭 5.4

昭 6.1 

昭8.7-昭9.6

昭 9.10

昭 11.4

昭 11.8 

昭 11.9

昭 11.10 

三極放電管について

電子管 (3巻）

オーム社， 20-23,44回連載昭8.5-昭11.12 

電子管の各種応用

波長0.1耗租度に及ぶ柩超
高周波電気振動の発生

軽合金の抵抗溶接について

襄空管の発逹（最近のラジオ
真空管の第1章）

教授藤高周平

直流高電圧の発生

プラウン管による高速度過
渡現象の撮影

オーム社

共立社

信学誌， 207

航研報告， 16,7 

春陽堂

電学誌，56,574

電学誌，60,625

117 

昭 12.3

昭 12.5

昭 15.6

昭 16.5

昭 23.2

昭 11.5 

昭 15,8



若害名又は論文題目 発行所又は発表誌及び巻号 発行又は発表年月

静電発電機による匝流高電
圧の発生

雷害対策の研究

高速度プラウン管オシログラフ

閃絡点標定器の試験

電学誌，61,633

電気日本，36,7 

電専気門学講会習会東京予稿支部

電気協同研究， S,3 

学振報告，雷の研究

昭 16.4

昭 24.7 

昭 24.11 

昭 25.8

昭 25.10プラウン管による雷実測

瞬時過渡現象監視用プラ
ウン管オシログラフ 電気学会連大予稿， C.6.5 昭 25.4

ザージ測定用遅延回路 ” ” C. 6. 6 昭 25.4

電力用変圧器の損失角試験

送電線故障点指示装骰

教授高木昇

水晶発振器及び共振器（醗訳
ビグルー著）

電気通信（阪本捷房と共著）

ロッシエル塩振動子
の研究

電学誌 70,6

電力気象連絡会娘報， 10

コロナ社

信学誌，219,220,
231,237-240 

昭 25.6

昭 26.3

昭 10.9

H召16.6-ll召18.3

ラジオ工学教科署第1部， 2,第 2部，1, ラジオ教育研究所 昭 23.、6

水晶炉波器の研究（狭帯城
炉波器）（尾上守夫と共著）

教授森脇義雄

最新テレビジョン工学第10編
. (B)受像機試験法

生研報告， 1,I. 

誠文堂新光社

過渡現象計罪法 昭妃堂

通信工学を理解するための数
学第2編立休回路 電気通信学会

グリッド螺旋振動に関する実験信学誌， 187

高周波増r[J回路の研究(l"'-5) 日本電気研究季報，

複合電磁ラッペ（小林正
治•久保和雄と共著）

多段増rl1回路の過渡現象
表面波線路の諸特性（星
合正治・猪瀬博と共著）

分布結合回路の帯域炉波
特性（猪瀬博と共著）

表面波線路の諸特l生(Il)
（星合正治・猜瀬膊と共著）

1, 1-3; 2, 1-2 

信学誌， 229(研究抄報）

信学誌， 28,6, 
第3回
虚気三学会述大予10.10

ィげ笥匂誌， 34,8 

面気三学会東京支部
述大予稿， 10,31

ll8 

昭 25.5

昭 10.

昭 18.10

昭 25.3

昭 27.1

昭 13.10

H召16.7-a召17.4

昭 17.4

昭 19.6

昭 26.5

昭 26.8

昭 26.11 



著謁名又は論文題目 発行所父は発表誌及びな号 発行又は発表年月

教授 沢井善三郎

降金属電気抵抗溶接 溶接学会誌， 9,5,8,11 昭 14.5, 8, 11 

降合金の抵抗溶接について

抵抗溶接の溶接機構と

航研報告， 16,7冊210 昭 16.5

溶接条件の選定

電動機の速度制御

助教授 斎籐成文

高周波加熱（斎藤編）

電気工学基礎実験法（分担）

電熱工学便魏（分担）

立体回路（上巻） （分担）

立体回路（下巻） （分担）

続超短波測定の進歩（分担）

続最近の高周波応用（分担）

導波管に関する二三の実験結果
（杉下と共著）

導波管の節価インピーダンス測
定（村田，渡辺と共著）

高周波加熱による成型加工
（中村と共著）

生研報告， 1,7 

電気学会東京支部
専門講習会予稿

コロナ社

昇竜堂

電気書院

コロナ社

コロナ社

コロナ社

コロナ社

電学誌， 68,3

霞学誌， 69,724

電気日本， 36,5

高周波誘電加熱におけるグリッド型電
極について（中村，滋田，須田と共著） 電学誌， 69,733

4000Mcにおける誘電休特性の測定 通研基礎部成
に関する研究（星合正治と共著） 果報告， 70

助教授 安逹芳夫

相異る切速度を有する二種以上の電子群による
一次元空間電荷問題について（屋合正治と共著）

酸化物陰極虞空管の接触電位差について：特に
陽極（又は格子）材料とその温度の及ぼす影榔
（星合正治と共著）

霞気三学会
連合大会

霞気三学会
連合大会

受信真空管の寿命 生産研究， 3,7 
助教授丹羽 登

鉄鋼要院（超音波探伽法の項分担） 丸善

水晶遅延子の応用（翡木昇と共著） ＇贔気三学会辿合大会

ロッシェル塩振動子の周波数温度
係数（高木昇と共著）

119 

” 

昭 26.3

昭 26.11 

” 
昭 2,1.11 

昭 24.11 

昭 25.11

昭 26.1 

II 

昭 27.2

昭 23.J

昭 24.2

昭 24.5

昭 24.11

昭 26.12 

昭 24.4

昭 26.11

昭 26.7 

昭 22.11 

昭 24.4



著古名又は論文題目 発行所父は発表誌及び呑翌 発行父は発表年月

超音波探傷器（高木昇と共著）電学誌， 69,731

超音波探傷器における周波
数の選定（高木昇と共著）

超音波探傷法による各種銅
村の検査

助教授 野村民也

Pierce回路を応用せる徴小容址変
化検出回路（星合正治と共著）

徴小容祉変化の検出

霞子管式徴分解析機

安定化電源

定電圧盤流装置

4) 第4部

教授友田宜孝

電気三学会述合大会

電気三学会連合大会

” 

信学誌， 33,I 

生産研究， 2,9
霞学誌， 71,753 

生産研究， 3,4
II 3, 12 

昭 24.9

昭 24.10 

昭 25.4

昭 26.5

昭 25.1

昭 25.9

昭 26.6

昭 26.4

昭 26,12

発酵法によるグリセリンの製造工化誌 24-32 大正10-昭4
Production of Glycerine by Fermentation東大工学部紀要15,6, 大13

糖類混合物の新分析法 エ化誌 33 昭5

繊維素の発酵に関する研究 " 35-:---36 昭7-8

最新化学工業大系（砂糖及び澱粉） 誡文盤新光社

最新化学機械学 共立出版社

解説工業化学 共立出版社

昭 10.10 

昭 23.3

昭 16.5

Determinaton of Ace/aldehyde J. Soc. Chem. fod, 1929 

Determination of Alcohol切 thePresence of Acetaldehyde 

Tagatose et Methyltagatoside 

教授岡宗次郎

無機工業薬品

硫酸アンモニウムの吸湿性について

ヘロゲン化カ））の透明結晶

苦汁より純塩化カ））の製造

教授邸梱武雄

海藻工業

120 

J. Soc. Chem. Ind, 1929 

Cornptes rendus, 205, 1937 

共立社昭10・7

工化誌， 35
11 36 

塩技術研究， 1 

産業図粛

昭 7

昭 8

昭 22

昭 16.12 



著書名父は論文阻目 発行所又は発表誌及び咎炒 発行又は発表年月

昭17. 2 糊料 共立出版

アセチレン 産業図署 昭27. 4 

褐藻類の化学的成分の研究 東工試 昭 8. 5 

アルギン酸に関する研究 II 昭12. 8 

(llll -Vlll) 
褐嵌類よりマンニット及び

ヨードの製造研究

魚肉蛋白の利用研究

ア七チレン系化合物の製造に

関する研究 (I-XI)

1Jグ＝ンの利用研究

高粘性アルギン酸に関する研究

（木本浩二と共著）

II 昭15.12 

工化試 昭16. 9 

有合化協 H召18.12-20. 4 

織維学会 昭21. 6 

生研報告 昭26. l 

アルギン酸ソーグ糊の工業的応用 繊維学会 昭26. 8 

教授幅田義民

骸炭及び木炭に関する

研究（第1-15報）

石英バネを使用せる熱天秤

炭素燃焼論

Effect of Ash on Combustion 

Characteristics of Carbons 

工化誌 昭3-昭8

31-32, 34~36 
工化誌， 33 昭5

” 36 昭8

Ind. Ing. Chem. 27, 1935 

炭素の燃焼特性に対する添加物質の影曹 エ化誌 37, 昭9

炭質物の湿式附活（第1, 2報）

吸殖塔に関する基礎的研究

吸殖工学

Fundamental Studies on the 

Absorption切 bed

陰イオン交換操作に関する研究

教授永井芳男

” 40, 昭12
化学機械年報， 7集，昭24

” 5集，昭16

J. Sci. Rev. 2, 1952 

工化誌， 64,昭26

ハントレス・バイルシュクイン要典 白水社 ~ 昭19

ナウス・プラスチックの化学と技術 朝倉書店 昭25

ウィーランド・共嗚理論とその

有機化学への応用 抜報棠 昭25

121 



著害名又は論文阻目 発行所又は発表誌及び巻抄 発行又は発表年月

ベンズアンスロン系建染染料

の合成に関する研究

イソヴィオランスロン系建染

染料に関する研究

2,3ージメトキシル・ベンズアル

デヒドの合成

アセナフテンに関する研究

教授菊池其

現像の理論と実際（福島信之助・

工化誌， 36-38,昭8-昭12

40, Ber, 70 

工化誌 45-47 

有合化協， 2,報31

工化誌， 55,

" 55, 

昭27

昭27

宮本五郎と共著） ・ アルス社 昭25. 3 

写輿と印刷 日本化学会 昭25. 5 

写虞化学 共立出版 昭27. 5 

現像液の酸化遥元電位の研究 工化誌 39,51 昭11.昭23
写其材料の超増感の研究 日本写真学会誌 10 昭20.昭22

写虞用添加剤の銀電位的研究 11 12, 4 昭25

電解迎元の研究 " 14, 昭26

工化誌， 54

教授江上一郎

塩化マグネシウムを主体とする混合
塩の状態図及びその溶融状態におけ
る電気伝導度について ・軽金属

助教授 石井義郎

応用化学の拙界

有機化学

油脂水酸化の研究

可朔剤の合成研究

助教授山本 窃

羽田薯店

誡文堂新光社

工化誌

高分子化学

工化誌

昭27. 2 

昭23. 4 

昭26. 9 

43, 44, 46, 53 ， 
56 

イオン交換操作の研究 工化誌 54,628-629 昭26. 8~ 昭27, I 

631-632, 55, 633 

助教授 浅原照三

化学通論 誡文堂新光社

塩素化脂肪酸より洞滑油の合成 工化誌 43,187

高棘土質紙物に関する研究 大日本窯業協会雑誌 51,381

122 

昭26. 4 

昭15. 3 

昭18. 7 



培博名父は論文題目 党行所父は発表誌及び在ひ げも行又は発表年月

dーオレフィンに関する研 I化誌 49, 192 ; 52, 50, 52 昭21.12, 24. 2 
究（第l・-5報） 有合化協誌 8, 報179, 報60昭25.4, 26. 7 

脂肪酸の慮解迎元（第1,2報） エ化誌 52,151 昭24.6 

半乾性油より乾性油の合成（第1報）

日本油脂技術協会誌 昭25. 4 

クロマトグラフによる脂肪酸の分隣 も113

工化誌 54, 70 昭26. l 

軽金屈の表面塗装に関する研究（第1-4報）

金属表而技術 2,2,3号昭26. 5 

助教授野崎 弘

アルミニウム霊解に関する研究（第1-3報）

エ化誌 51;l 昭2:l

溶融塩霞解に関する研究（第1-5報）

電気化学， 16 昭23

助教授 加藤正夫

加工冶金学 (2巻） コロナ社 昭2氏 4, 5 

鋳造用亜鉛合金に及ぼす地金純度の影態

日本金属学会第十分科会報 昭24. 4 

アルミニウム合金の接触腐食とその防止法 (I)

軽金属， 2 昭27. 2 

グイ鋳物用亜鉛合金に関する研究 生研報告'1, 9 昭26. 3 

助教授 山辺武郎

ゼオライトの研究

イオン交換平衡に関する研究

助教授今岡 稔

無匝機化学

薬液注入法の研究

助教授 中村亦夫

澱粉酸糖化発酵残演の研究

助教授 武蒻義一

遠心分析法

工化誌， 50, 4 -5冊昭22. 5 
II 54, 8 I]召26. 8 

誡文堂新光社

窯業協会誌 60

工化誌， 54, l, 10 

生産研究 3,4 

昭26.10 

U召26. l, 10 

昭26. 4 

液状化合物による遠心分離分析法

学振19委， 2386 H什26.11 

123 



悴嗚名又は論文題目 発行所父は発表誌及び巻号 発行父は発表年月

助教授 松下幸雄

溶融鋼滓の電気化学的研究 鉄と鋼， 33 昭22. 1~3 

製鋼反応に与る各成分の活拙

及び活址係数について

製鋼反応の物理化学的研究

製銅反応の総合研究（その1,2) 

スラッグ構成分のイオン格子

日本金属学会誌， 11
鉄と鋼， 34

II 34 

昭22.11-12 

昭23. 4 -6 

昭23.12 

エネルギーについて 日本金属学会誌， 13 昭24.10 
溶融したスラッグの総合研究（その 1, 2) 

鉄と鋼， 36

スラッグの塩基度について " 36 

製鋼における鋼滓のイオン的

挙動について II 37 
助教授 仁木栄次

複屈折を利用した硫化亜鉛蟄

光休の研究（第l, 2報） 工化誌， 54, 4 
助教授 久松敬弘

昭25. 1-3 

昭25.12 

昭26.11 

昭26

鉄の陽梱酸化被膜 金属表面技術， 2 1, 15, 5/6, 15, 18 
陽極溶解によるめつき厚さ測定 II 2 2, 25 昭26

亜鉛めつき附滸址試験の検討 II 1 5/6, 25 昭25

抜官 西 .JI[ 梢一

不純アルミニウムの耐蝕性について（第l, 2報）

日本金属学会誌， 13, 8 昭24

技官膵森栄―

フルオレッ七ィンの暗螢光反応

酸化型盗光分子の明螢光反応

有榎化合物の励起エネルギー移勁

有機化合物の螢光分析

迎元型螢光分子の明甚t光反応
ミド及び蛋白質の整光反応

5) 第 5部

教授渡辺 要

日本化学雑誌 71, 8~9 
II 71, 10 

化学の領域， 4, 9 
有合化協誌， ， 
日本化学雑誌， 72,4 

” 72, 5 

昭26

昭25

昭25

昭25

昭26

昭26

昭26

建築計両原諭（長倉謙介と共著） （初版） 昭9. 11 
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著書名又は論文悶目 発行所又は発表誌及びむ翌 発行又は発表年月

常盤寓房（第7版以後絶版） 昭9. 11 

建築計画の研究 森北出版 昭2,1. 5 

建築計画原論 (I) ” 昭26. 6 

建築材料学（浜田と共著） （第11版） 丸善出版 昭27. 4 

立休角投射カメラの考察と 建築学会論文集

その応用 13-21 昭14, 4 -昭16, 4 

喜教授 福 田武雄

鉄筋コンクリート理論 山海堂 昭9. 1 

工業数学 ” 昭9. 6 

ラーメン ア 1レス 昭13. 5 

構造力学 河出瞥房 昭17. 4 

差分法 II 昭22. 3 

木構造学 壮文社 昭25. 8 

spannzmg u叫 Forml切derungdes orthogonalen, ho加ogenenStab-

Eclws olzne Ausrundu四 土木学会誌 昭4. 6 

Spannungen des durch re切eBiegung belasteten Stab-Eckes mit 

ausgerundter innerer'Ecke 土木学会誌 昭4. 12 

Theorie und Anwendungen der Roste 

土木学会誌 昭6. 5. 10. 昭7. 6. 昭8. 7. 10 

庫庸方向力を受ける鉄筋コンク））ート部材の応力の分布に関す

る二，二：：．の理論的問題について 土木学会誌， 19,3昭8. 3 
捩モーメン］、を受ける鉄筋コンクリート円形断面部材の解法

について 土木学会誌， 19,4昭8. 4 
小銃弾の衝撃によるセメントモルタルの破壊状況について

土木学会誌 21,6昭10. 6 
小銃弾の衝撃によるコンク））ートの破壊状況について

土木学会誌 21,8昭10. 8 
小銃弾の衝撃による七メン 1、モルタル及びコンク））ートの

破壊状況に関する補造 土木学会誌， 21,10昭10.10 

トラスの安定不安定の判別について 土木学会誌， 26,10昭15.冬 10

手持慇岩機による横坑掘竪について生産工学 昭20. 4 

アルミニウムの橋 生産研究， 2,4 昭25. 4 

橋梁泊濯の設計について 土木学会誌， 35,4 昭25. 4 
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培害名又は論文悶目 発行所又は発表誌及び巻号 発行又は発表年月

と橋，特にその下t祁描造について

土木技術， 5, 6昭25. 6 

プレートガーグー架換様に使川した高カアルミ＝ウム

合金部材の設計について 土木学会誌，36,5昭26. 5 

橋梁におけるアルミ＝ウム合金の活用

土木学会，講習会ペンフレッ I、 昭26. 8 

土木用語の制定について 土木学会誌，36,9昭26.・9

教授小野

高簿建築学第4巻＂複式汎論", 第 5巻＂トラス",

常盤害房

第22巻＂グンスホール’’骨組の力学 コロナ社

頂モーメント法，不静定ラーメン汎論，撓角法

工学図瞥

応用力学

建築応用力学

応用弾性学の基礎

撹角法

コロナ社

共立出版社

コロナ社

建築雑誌

昭8. 3-昭9. 10 

昭10. 9 

昭14. 5 

昭23. 10 

昭24. 2 

昭24. 3 

昭14. 9 

不静定ラーメン汎論 ” ” 
ベクトル解析を応用せる不静定ラーメンの解法

教授星野昌一

防空と偽装

建築意匠

色度測定について（第l, 2報）

建築学会論文集昭23. 3 

乾元社

資料社 昭24. 11 

建築学会大会論文集臨時増刊

鉄筋コンクリート造アペートの火災実験報告

建築雑誌

昭9. 4, 昭10. 4 

昭13. 4 

昭16. 2 

昭26. 11 

建築偽装指針について

建築用軽金属の椋準仕様

N型金属住宅の試作

條金属組立家屋V型の試作

建築とプラスティック

教授坪井善勝

” 
軽金属

生産研究 3,11 昭26. 11 
生産研究 4,2 昭27. 2 
高分子 1, 1 昭27. :3 
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秤書名又は論文題目 発行所父は発表誌及び佐ひ 発行父は発表年月

弾性固定版に関する理論的研究

T梁に関ナる理論的研究

曲面板基礎式の誘導

建築学会論文集昭14. t1, 8, 11 

昭15. il , 8 

！！ 昭16. 4, 昭17. 8 

昭26. 8 

Rigid Frames and thin Plates on Lateral Forces 

Proc. 1st J.N.C.A.M. 1951 

教授犀墜 和

基礎の支持力論 コロナ社 昭23.12 

土と杭と水 河出書房 昭16. 3 

土のような朔性材料の変形と破壊についての基本理論

土木学会論文集 1 昭24. 3 

自動車の運動と追路の構造について 道路 11, 12 昭25.11, 12 

教授丸安隆和

測批洋（上下）

l、ラバース測屈，水準測杭

測抽に必要な数浮

飾分け作業に関する女験的考察

コロナ社

オーム社

オーム社

土木学会誌論文集 1 

マグネシアコンクリートに関する研究

土木学会誌 30, 4, 5 
31, 1 

地上写真測祉とその応用（第1,・2報）

II 35, 5, 8 

地上写真測拙川乾板とその処理について

11 35, 12 

現場コンクリートの試験方法に関する研究

" 36, 11 

昭25

昭26

昭26

昭18. 9 

昭19. 5 

昭21. 5 

昭25. 5, 昭25. 8 

昭25.12 

昭26.11 

地上写真測枇の図化方法と地籍測祉への利用性について

" 36, 12 昭26.12 

新しい薬液注入による地盤の固結方法に関する研究

土木学会論文猿 12 昭27. 2 
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著書名又は論文題目 発行所又は発表誌及び巻号 発行又は発表年月

助教授 浜口隆

ヒューマニズムの建築 雄鶏社

機能主義とヒューマニズム フプン 1 

現代海外建築思潮の展望建築学会研究報告 7 

イングスト））アルデザイン 生産研究 2,6 

助教授 勝田高司

自然換気に関する実験的研究 生研報告 1,2 
助教授 井口昌平

ヽ

分岐する開水路の中の流れ 生産研究 1,3 
アメリカの多目的貯水池 TVA研究年報 1 

マスキンガムの洪水追跡の方法の適用の検討

洪水対策論文集

助教授 池辺 陽

立休最少限住居

現代のデザイン

助教授 て木冗竺郎

新建築

国際建築

新しい東京地下鉄建設工事のための土質調査

生産研究 3, 6 
東京日比谷日活国際会館建設地の土質

生産研究 3, IO 

助教授 久保脱で郎

プレストレスドコンクリートとクリープ

土木学会誌 35, 12 
七メントモルタルの朔性とクリープ

土木学会論文集 13 

昭和24年12月26日今市地震による土木施設の被害に

ついて 土木挙会論文集 10

2. 研究所関係規定

A. 国立学校設置法抜幸

昭23

昭23

昭25. 8 

昭25. 6 

昭25. 8 

昭24. 12 

昭26. 4 

昭27. 4 

昭25. 7 

昭26. 2 

昭26. 6 

昭26. 10 

昭25. 12 

昭27. 3 

昭26. 12 

国立学校設爵法昭和24年5月31日公布法律第150号

第 2章国立大学

第4条国立大学に，左表の通り，研究所を附岡する．
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大学の名称 研究所の名称 1位骰l 目 的

東京大学 生廂技術
生産に関する技術的問題の科学的総

研 究 所 千葉県［合研究並びに研究成果の実用化試験

B. 生産技術研究所内の諸規定

1) 生産技術研究所協議会内規

第1条 生産技術研究所協議会は，生産技術研究所の事業並びに運営の方針

について学外の学識経験者から意見を求めることを目的とする

第2条協議会は協議員若干名で組織する

第3条協議員は，生産技術研究所長が委隣する

第4条協議員の任期は， 2年とする

第5条協議会に会長を慨く

会長は協議員の互選によつて定める

第6条会長は，生産技術研究所長の申出により協議会を招集し，その議長

となる

会長に事故がある場合は，会長の指名した協議員がその職務を代行する

第7条 生産技術研究所長は，協議会に列席しなければなら•ない
第 8条 生産技術研究所長は，必要と認めた職員を協議会に列席させること

ができる

附則

この内規は，昭和24年10月1日から実施する

2) 生産技術研究所商議会内規

第1条 生産技術研究所商議会は，総長の管理に属し，生産技術研究所の運

営上必要な事項を審議する

第2条商議会は，商議員若干名で組織する

商議員は，左に掲げる者に総長が委嘱する

1 生産技術研究所長，理工学研究所長及び工学部長

2 生産技術研究所の教授・助教授の中から5名

3 理工学研究所，工学部，理学部，農学部及び医学部の教授・助教授の

中から各1名
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4 生産技術研究所長が必要と認めた者

第3条 生産技術研究所長は，商議会を招集し，その議長となる
附則

この内規は，昭和24年12月19日から実施する

； l) 理工学研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第1条理工学研究所・生産技術研究所は，その事業を行うにあたり，互に

緊密な連絡をとり，事業の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問

題について，連絡協議するため理工学研究所• 生産技術研究所連絡会議（

以下会議と称ずる）を設ける

第2条会議は，委員及び幹事で組織する

委員は，議事を協議決定し，幹事は庶務・会計の事務を行う

・第3条委員は，左の通りとする

1 理工学研究所長

2 生産技術研究所長

3 理工学研究所所属の教授・ 助教授の中から選ばれた者， 5名以内

4 生産技術研究所所属の教授・助教授の中から選ばれた者， 5名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする

幹事は，理工学研究所事務長及び生産技術研究所事務長をこれに充てる

第4条会議は，毎月 1回常例的に開催する．但し必要があるときは，双方

協議の上臨時に会議を開催することができる

第5条会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当る

第6条会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その意見

を聞くことができる

附則

この内規は，昭和24年12月15日から実施する

4) 生産技術研究所運営関係委員会設置規定

第l条 生産技術研究所長は，所内の巡営上の諸間題について必要ある場合

は，その目的別に委員会を設けることができる

第2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の運営の向上，合理化，

処理方針等の審議を行うものとする

第3条所長が必要と認めたときは，委員会の長に連営事締の一部を分掌さ

せることができる
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第4条各委員会の目的，構成，任務等については，別に定める規定による

5) 東京大学生産技術研究所常務委員会に関する規定

第l条 東京大学生産技術研究所に常務委員会を置く

•常務委員会は，評議員と常務委員とで組織し，次の事項を行う
l 所長の諮問に応ずること

2 教授総会から委託された事項を処理すること

3 常務に関する打合せ

第 2条所長は，常務委員会を招集し，その議長となる

第3条 常務委員は，研究部の各部 2 名とし，その部の教授•助教授の互選

による

第4条 常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間と

する．引続き 2期在任した常務委員は，任期満了後2年間は常務委員に選

ばれることができない．但し，補欠委員としての 1年の満たない期間は，

在任期間とみなさない

第5条 第3条により選出された常務委員のうち， 1名を部主任とし，その

部を代表する

第6条前条の部主任は，その部の常務を総括する

第7条常務委員会における各部2名の常務委員は，全く同等の立場に立つ

ものとする

第8条常務委員会には，代理者の出席を認めない

但しその部所属の常務委員が2名共に出席できない場合は，その部の教授

又は助教授の中から， 1名を出席させなければならない

第9条 所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを常務委員会に列

席させ，意見をきくことができる

附則

この規定は，昭和26年4月1日から実施する

6) 東京大学生産技術研究所特別研究審議委員会規定抜卒

第2条委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審議する

l 特別研究費の配分に関すること

2 特別研究費の予算要求資料の作成

3 特別研究費による事業の逹成に関する事項

4 その他特別研究に関し，所長が必要と認めた事項
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第3条委員会は，委員10名で組織し，内 1名を委員長とする．委員長は委

員の互選による

第4条 委員は，研究部の各部 2 名とし，その部の教授•助教授の互選によ

る（以下略す） ぷ

備考特別研究費とは，各部に配分される研究費以外で，研究所の使命逹成

のため，特別に配付された研究費，叉は生研内で特別に考慮された研究費

いい，手半学研究費・受託研究費を含まない

7) 東京大学生産技術研究所工作委員会規定抜率

第2条委員会は，試作工場の業務迎噛を円滑にするため次の事項について

審議する

1 試作工場の迎営に関する重要事項の企画並びに立案

2 作業能率向上に関する事項

3 業務実施に関する連絡調賂

4 その他必要な事項

第3条委員会は，委員長の他に委員若干名をもつて組織する

第4条委員長は本所教授の内から教授総会で選出する．委員は次の通，）と

する

1 研究部の各部ごとに，その部の教授•助教授の互選によるもの各 1 名

2 所長が必要と認め，教授総会の承認を得たもの若干名

（以下略す）

8) 東京大学生産技術研究所図魯委員会規定抜率

第2条委員会は，所内図害室の運営について左の事項を行う

1 図害室迎営に関する事務監督

2 図害運営に関する企画並びに立案

3 図書運営に関する述絡調幣

4 購入図害の選択

5 その他必要と認めた事項

第3条委員会は，委員長の外，委員10名をもつて組織する

第4条委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，叉委員

は，研究部ごとに 2 名とし，その部の教授• 助教授叉はこれに準ずる者の

互選によつた者が，これに当る

（以下略す）
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9) 東京大学生産技術研究所写襄委員会規定抜率

第2条委員会は，写其室の業務迎営を円滑にするにめ，左の事項を行う

1 写輿室の迎営に関する企画並びに立案

2 毎月の業務に対する予定計画並びに実施報告書に対する検討

3 業務実施に関する述絡調整

4 材料の入手，使用並びに業務技術に関ナる助言

5 器材等漿備に関する助言

6 その他必要と認めた事項

第3条委員会は，委旦5名で組織し，内 l名を委員長，他の 1名を副委員

とする．委員長及び副委員長は，委員の互選による

（以下略す）

10) 東京大学生産技術研究所受託規定

第1条東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に関

係がある学理的問題叉は物品飾の研究・試作・試験・・検定・製作・調脊節

を委託しようとする者があるときは，本所で適当と認めたときにこれを受

託する

第2条前条の委託をしようとする者は，別紙様式(1)に定める申込害を提出

しなければならない

受託を承諾したものに対しては，別紙様式(2)の受託承諾粛を交付する

第3条 受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，

本所に前納しなければならない．但し，特別の事由が丸るときは，前項の

料金の分納叉は後納を認めることがある

指定の期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取消したものとみ

なす

第4条 一旦納付した料金は，これを返速しない．但し，天災，その他やむ

を得ない事由によつて受託事項を遂行し得ないときは，その全部叉は一部

を委託者に遥付することがある

第5条 第3条第1項の料金は，委託事項に要する経1どを罪定してその都度

これを定める

第 6条 本所が，受託事項実施中，特に多額の費用を要し，納付された料金

に不足を生じると認めたときは，改めて委託者と協議することができる

第7条下記の各号の場合においては，委託者の受ける損害に対し本所は，
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そ し、

l 天災，その他やむを得ない事由によつて，受託事項を遂行し得ない場
合 . 1 

2 委託を受けだ物品の試験・検定等の間に損害を生じた場合

3 委託者が，その責務を完全に履行せずと本所が認めたときに執つた処

理に基く場合

第 8条 受託事項が完了したときは，その経過並びに結果を委託者に報告す

る．但し，受託実施中おいて，受託者の希望によつて中間報告をすること

ができる

9条受託事項に関する成果を公表するときには，本所がこれを行う

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは， 2 

年以内，その公表を猶予することができる

第10条委託者は、本所が必嬰と認めたときは，補助者を一定の期関中派造

することができる

前項の補助者の勤務に関しては，本所職員に準じて取扱うが，給料・手当・

旅費等はこれを支弁しない

第11条 受託事項で，本所職員が発明したときにおける発明特許節に関する

規定は，別にこれを定める

附則

本規定は昭和25年3月11日から施行する
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